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　プロローグ　「生命進化の最果てで」







「ねえミソラ。天使と悪あく魔まと竜りゆう、それに人間、そしてあらゆる生命が争い戦いあった時。最後に勝ちのこる一番強い『生命』ってなにかしら？」




　──彼女が口くち癖ぐせとした問いかけだった。

「はるかなる古代、生命は何十億という年月をへて誕生したわ。無機物から単純な有機物が生成され、それが時とともに高分子集合体コアセルベートとなり、それがさらに複雑な吸収・集合の過程をこえて原始生命体が生まれた」

「化学進化説？」

「ええ、生命の起源を説明する理論としてもっとも受け入れられている説ね。そしてそれは一面では確かに正しいわ」

　風の吹ふきすさぶ荒こう野や。

　赤茶けた地表は乾かわき、ひび割れ、地平線の彼方かなたまで見わたしても木の一本、草の一本も見あたらない。さながら世界の終点を想おもわせる大地の果てで──

「でもそれには足りないものがある」

　煌きらめく蒼あお髪がみを風になびかせる彼女。歳としは二十代の前半だろうか。

　可か憐れんな女ひ性とだった。

　瑠る璃りのように蒼めいた輝かがやきをはなつ長ちよう髪はつに、美しくも慈じ愛あいと優やさしさを感じさせる相そう貌ぼう。

　白を基調とした、まるで巫み女こが羽織るような神聖な衣い装しようもあいまって、少年の目から見た彼女はどこまでも気高くそして神秘的だった。

「足りないものって？……たとえば創造説にあるようなこと？」

　首をかしげるようにして、ミソラと呼ばれた少年が口にする。

　化学進化説は、原始世界に満ちた無機物による果てしない相そう互ご干かん渉しようの果てに、偶ぐう然ぜんにも無機物から有機物が生まれ、さらには生命へいたる過程を説明する。

　一方で、さっき師が口にした天使や悪魔という存在は『神の被ひ造ぞう物ぶつ』、すなわち高次元の意思によって意図的に高位存在が生まれたという創造説によるものだ。

　──疑問を口にした少年に対し、彼女の答えは幽かすかな微び笑しようで。

「でもアナスタシア先生……」

　ミソラと呼ばれた少年がおずおずと口にする。

「……僕は、天使も悪魔も見たことないから」

　海上や平原、高山をめぐり、魚や獣けものや鳥たち、その他あらゆる生物を彼女とともに見てきたが、その旅の過程で一度たりともそんなものに出くわしたことはなかった。

　天使も悪魔も竜も、全すべては空想上の生物。世界中の生物学者はそう考えている。少年もこのときまでは疑ったこともなかった。

　だけど世界でただ一人、彼女だけは違ちがうと言うのだ。

「先生は、天使を見たことがあるの？」

「ええ。それに竜も悪魔もね」

「……新しいタイプの『次バ世イ代オ新テ生ス物タ』じゃなくて？　物語に出てくるような本物の？」

「もちろん本物よ」

　実の母親のような慈愛に満ちた笑え顔がおで、その瞳ひとみに知的な輝きを灯ともらせた女性。それが少年の師、世界最高権けん威いの次バ世イ代オ新テ生ス物タ研究者アナスタシア。

　──世界で誰だれより尊敬する女ひ性と。

「先生が一番強い」

　そんな師に向けて、自信に満ちた口調でミソラは言った。

「さっきの質問。天使だって悪魔だって竜だって先生には勝てないと思う」

「どうしてそう思うの？」

「先生なら天使とも悪魔とも竜とも仲良くなれると思う。先生は……優しいから」

　戦うことがない。だから負けることもない。

　世界で誰よりも次バ世イ代オ新テ生ス物タを愛し育はぐくんできた彼女このひとなら、きっとできると思う。

「……あなたらしい答えね」

　よくできました。そう言いたげに微ほほ笑えむ彼女。

　こちらへ来なさい。

　手招きされるまま、少年は彼女のすぐ前まで歩いていって。

「ミソラ、本当に大きくなったわね」

　アナスタシアが両手を広げ──

「っ！」

　気づいた時には、ミソラは彼女の胸にぎゅっと抱だきしめられていた。

　優しく、まるで我が子に触ふれる母のように。

「ごめんなさい。こういう風に抱きしめてあげるのも、思えば初めてだったかしら」

「……ううん、いいんだ」

　ミソラと呼ばれた少年は知っている。

　この女性はそういう人だ。世界中でもっとも聡そう明めいで美しく、そして気高い。けれど同時に、本当は感情を表に出すのが誰より苦手な恥はずかしがり屋なのだと。誰かを抱きしめるのなんて普ふ段だんなら恥ずかしがって絶対にしない。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたはもう十分に独り立ちできるわ」

　自分を抱きしめていたアナスタシアがゆっくりとその手を離はなす。

　そして、偉い大だいなる師は少年に背を向けた。

「ごめんね。別れの挨あい拶さつをって考えてたのに、結局いつもと同じような話ばっかりになっちゃって。特別な言葉、考えるのって苦手なの」

　唇くちびるを嚙かみしめる少年。

　──別れの日。

　昨晩突とつ然ぜんに告げられ、驚おどろきのあまりその時は何一つ言葉を発することができなかった。

「さよならミソラ、あなたは私の最高の教え子だったわ」

「……どこへ行くの？」

　彼女を見つめる少年。その目にうっすらとにじむ悲しみのしずく。寂さびしくないわけがない。長年共に過ごしてきた恩師が、突然にどこかに去っていくというのだから。

「……ねえ、先生はどこへ行くの？」

「そうね。わたし、どこに行くのかしら」

「え？」

　まるで自分自身に問いかけるように呟つぶやき、そして灰色の天上を見上げる彼女。

「この場所、そして私自身が──」

　風もないのに彼女の蒼髪がざわりとなびく。さながら周囲の大気そのものがアナスタシアを畏おそれ、讃たたえているかのように。




「いま私の立つ領こ域こが生命進化の最終点。この先に、いったい何がいると思う？」




「……神さま？」

「いいえ、それより上のモノ」

「っ!?」

「そして私は、ソレを消しよう滅めつさせる義務がある」

　横顔を向ける彼女が初めて見せる悲ひ哀あいのまなざし。少年が思わず息を吞のむほどに、師である彼女の言葉には喩たとえようのない激情が宿っていた。

　けれどすぐに師は柔にゆう和わな笑みを浮うかべて──

「ねえミソラ、私から最後に一つだけお願い。あなたに守ってほしい女の子がいるの」

「……女の子？」

「その子の正体は天使。世界にたった一人だけ存在する本物の、ね」

　彼女がじっとこちらを見つめる。

「だけどあまりに大きな運命を背負う存在であるがゆえに、その天使は世界中から嫌きらわれてしまった。一人ぼっちの天使そのこを、どうか助けてあげて」

「天使？　先生、でも──」

　あまりに突然すぎてなんて言えばいいかわからない。天使？　幻げん想そう上の存在としか思っていなかった天使を守れだなんて言われても。

「いずれわかるわ。今ではないけれど、いつか必ずあなたは本物の天使と巡めぐりあう。その時には守ってあげて。あなたと、あなたの『方程式オムニス』で」

「……でも僕、まだ『方程式オムニス』を先生の言うとおりに制せい御ぎよできないから」

　うなだれる少年が、自分の左手を隠かくすように背中の後ろへ。

　その左手首を覆おおうのは硬こう質しつの機械金属環。『方程式オムニス』と呼ばれるソレを扱あつかいきれぬ少年のため、アナスタシアが与あたえた制御器だ。

「それでいいの」

「え？」

「言ったでしょ、あなたは私の最高の教え子だって。それは私の次バ世イ代オ新テ生ス物タの知識や、それに『方程式オムニス』を託たくしたからじゃない。あなたはもっともっと大事な、私が託したかった一番大事なものを受け継ついでくれた。それは──」

「それは？」

「次バ世イ代オ新テ生ス物タを愛する気持ち」

　くすっ、とほんの少しだけ楽しそうに言葉を弾はずませる師。

「あなたほど次バ世イ代オ新テ生ス物タに優しくできる人間はいない。私よりも、ね」

「そんなことないよ。僕なんかより先生の方が」

「本当よ。だから天使そのこのことも愛し、どうか最後まで守ってあげて」

「先生──」

　悲しみとためらいを滲にじませながら、それでも決意の面おも持もちで少年が応こたえるより前に。

　とっておきの微び笑しようを残して彼女が歩きだす。

「さよならミソラ。あなたに大いなる祈いのりと讃さん美び歌かが、そして愛いとしい出会いがありますように。……決して私と同じ道を歩まぬように」

　そして、偉大なる師は少年の前から姿を消した。






　フェーズ１　「Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン」







　　　　１




「ただいま……」

　朝あさ陽ひの差しこむ家の扉とびらから、学生服姿の少年が顔をのぞかせた。

　紺こん色いろに近い髪に黒の瞳。十代の少年らしい細身の身体からだつきで、そこそこにととのった目鼻立ちというのがわかる。

　しかし今は髪もボサボサ、制服も皺しわだらけの恰かつ好こうで。

「……くそ、いま朝の六時……か？」

　疲ひ労ろうが色いろ濃こくうきでた表情でふらふらと廊ろう下かを進んでいく。何度か壁かべにぶつかりながらリビングにたどりつき、少年はソファーに倒たおれこんだ。

「と、とにかく学校まで三十分だけでも……寝ね……」

　目をつむる。と思った時には早くも寝息が聞こえてくる。よほど疲つかれていたのだろう。リビングの照明がついたままでもお構いなし。

　が、それから三十秒もたたずして。

『ミソラおっかえり！』

「うぁぁっ!?　ってなんだ、ディーネか」

　少年──ミソラは、突然の大声にソファーから飛び起きた。

『なんだじゃないわよ。アルバイトから帰ってくるの遅おそいねって心配してたんだから』

「……いや、もう大変だったんだって」

『バイオテスタの鎮ちん圧あつが？　そんなに強いバイオテスタの暴走だったの？』

「そっちは楽勝。あ、俺とレイレイの担当んところはな。だけど別のチームで鎮圧に失敗したのがいて、バイオテスタが二体、暴走したまま研究施し設せつから逃にげだしかけたから俺とレイレイで一晩追いかけ回してた。それ鎮圧するのに時間かかって」

『それでお疲れってわけね』

　真っ青に透すきとおった両手で腕うで組ぐみする彼女。

　ディーネ──喩えるならば「透きとおった青い肌はだをした女の子」だろう。

　精せい霊れい型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』。

　高分子化合物である形状記き憶おく液体ジェルに高度プログラム化された電子神経と判断中ちゆう枢すうを組みこみ、高度知性を宿すことに成功させた次バ世イ代オ新テ生ス物タ。構成要素のほとんどが水分であるのが特とく徴ちようで、透きとおった身体は触さわるとほんのり湿しめったゼリー状だ。

　その名めい称しようは、空想上の物語に出てくる精霊『水精霊ウンデイーネ』からの引用とされる。

『ねね、それで？　ちゃんとアルバイト代出るの？』

「今週末にもらえるってさ。ウチの貯金あとどれくらいあったっけ」

『手、出して』

「？」

　言われるまま差しだした掌てのひらに、ディーネが小さな硬こう貨かを一つ握にぎらせる。

『我が家の全財産』

「ウソだろ!?　ジュース一本買えないじゃん!?」

　声を上げ、思わず頭を抱かかえてしゃがみこむ。

「週末まであと二日か。水と栄養剤ざいでギリギリ耐たえるしか……」

『ミソラはいいけどさ、それじゃダメなのがウチらバイオテスタなんだよね』

　ぷるんと自分の液状組織を弾ませるディーネ。

『あたしそろそろ活動エネルギー用のブドウ糖が切れそうなの。補給剤ある？　あと花精フエアリーがお腹なか空すかせてたからハチミツと、ケガした金翅鳥ガルーダが回復期に入ったから蛋白質プロテインの錠じよう剤ざい。あとは──」

「ま、待った！　順番に、順番に頼たのむ！」

　まずはディーネの補給剤だ。戸と棚だなを探さぐってビニル製容器に包まれたドリンクを取りだす。

『おぉ！　よかった。まだあったのね』

「最後の一個だけどな。次が金翅鳥ガルーダの錠剤。最初に拾った時は翼つばさがだいぶ傷いたんでたからな。治りそうならよかったよ。なあ」

『────』

　ダイニングチェアの背中に止まっていた巨きよ大だいな怪かい鳥ちようが両りよう翼よくをゆっくり上下させる。

　ディーネと違ちがって人間用言語を発することはできないが、それを聞きとり、理解するための高度な言語識別能力はバイオテスタに共通だ。

『ミソラ、ゴハン』

『ミソラ、ハチミツ……』

　ふよふよとミソラの肩かたに止まる小さな発光生物。

　妖よう精せい型バイオテスタ『花精フエアリー』、外見は羽の生えた小人である彼女たち。

　活動源となる栄養はディーネ同様にブドウ糖だが、自分たちの好きな食べ物でしか摂せつ取しゆしようとしないのが悩なやみの種だ。

『ミソラ……』

「わかってるって。ハチミツな、ちゃーんと……あれ？　ちゃーんと……」

　冷蔵庫を開けた姿勢でミソラは凍こおりついた。空っぽ。パンもミルクも冷れい凍とう食品もなく、残っているのは、自分の朝食がわりにとっておいたリンゴジュースの紙パックだけ。

『ミソラさ、昨日も冷蔵庫空になったどうしようって騒さわいでたの忘れた？』

「ああ……そうだった。ハチミツ切れたんだった。レイレイに頼んで昨日慌あわててバイト入れてもらったのに、肝かん心じんの理由の方を忘れてた……で、ええと……」

　おそるおそるふり返ると、宙をただよう二体の花精フエアリー。

　ご飯ちょうだいと糸のように細い手を愛らしげに差しだしている光景が。

「…………」

　再び視線を冷蔵庫へ。

　唯ゆい一いつ残されたリンゴジュースと花精フエアリーを交こう互ごに見やって。

『ミソラ、オナカスイタ……』

『ミソラ……』

「う……ぐっ。ほ、ほら。ハチミツのかわりにこれで我が慢まんしてくれ！」

　じっと見つめてくる視線に、先に折れたのはミソラの方だった。

　リンゴジュースの紙パックを開け、花精フエアリーが飲みやすいように平たい皿の上に残らず注いでやる。小こ柄がらな花精フエアリーにとっては三日分にはなるだろう。

『ワァ！』

『ミソラ、ダイスキ！』

「……お、おう」

　空っぽの胃が空腹でキリキリと痛むが、もはやしょうがない。水道水をコップいっぱいに満たし、それをたてつづけに三杯ばい飲みくだす。

『ミソラ、平気？　あたしの補給剤、半分あげよっか？』

「いや。それはお前のだから」

　心配そうな表情のディーネの申し出を丁てい重ちように断る。

「バイオテスタを創つくったのは人間おれたちだから。だったら人間おれたちは、バイオテスタをしっかり責任もって面めん倒どう見みなきゃいけない」

『……それ、ミソラの先生の受け売りだっけ』

「そ。もう四年も前に行方ゆくえ不明だけどな。最高の先生だよ、アナスタシア先生は」

　床ゆかに転がっていた通学鞄かばんを肩に引っさげる。

　寝不足で重いまぶたをこすって、ミソラは家の廊下を歩きだした。

「ガッコ、行ってくる」

『あいよ。ほらみんな、ミソラが学校行くってさ』

　ディーネの一声で集まってくるバイオテスタたち。

　翼を痛めている金翅鳥ガルーダ、二体の花精フエアリー、それにさっきまで物音一つせずに寝入っていた妖精猫ケツト・シー。窓まど際ぎわの鉢はちで朝の光を浴びていた踊花アルラウネもふるふると手を振ふっている。

　──お伽とぎ話ばなしにしか存在しないはずの幻まぼろしの生物。

　どれもが次世代生命工学によって現代に生みだされた幻げん想そう生物たちだ。

『ミソラ、あんま無理しないでね。あたしらの養育費稼かせぐためだからって、毎晩アルバイトして疲れきってるじゃない』

「大したことじゃないって。それよりみんな、留守番頼んだから」

　廊下に集つどったバイオテスタに手を振りかえし、ミソラは玄げん関かんの扉を開けた。




　　　　２




　次世代新生物『バイオテスタ』。

　幾いく世せい紀きにもおよぶ機械文明にひとまずの成果と限界が訪おとずれた時代──

　人類が、いま世界規模でとり組んでいる研究がバイオテスタと呼ばれる次世代新生物だ。かつて人間が狩しゆ猟りようの相棒として犬を、交通手段として馬を利用したように。生物との共存という原点に戻もどった人間が見いだした機械にかわる新たなパートナー。

　それがバイオテスタ、最さい先せん端たん分子工学と次世代生命工学によって創造された新生物たち。その多くは、お伽話の空想生物を原存在モチーフにして創られている。

「だけどまだまだ課題は山積みだよな。こんな暴走対応もそうだけどさ……」

　制服の袖そでをまくって、赤くなった腕うでの傷口にミソラは溜ため息いきをついた。

　バイオテスタの意義は多様だ。

　水精霊ウンデイーネのディーネのように高度コミュニケーション能力を活いかし、家政婦や飲食店のウェイトレスとして活かつ躍やくできる種。火食い鳥フアイアバードのように熱耐たい性せいをもち、火災対応に力を発揮する種。可か愛わいらしい容姿から愛あい玩がん用として人気の花精フエアリーも、一人暮らしの高こう齢れい者にとっては、緊急時に非常ボタンを押して救急車を呼んでくれる心強い味方である。

　だがバイオテスタの研究には膨ぼう大だいな研究期間と費用が必要で、特に暴走実験と呼ばれるものは最重要項こう目もくであり、かつ危険をともなうとされている。

　そうした研究と開発を一手に担になうのが──




　次世代新生物統合研究特区。

【the Special Integrative Research Enclosure of Novel-world-life 】

　略りやく称しよう『ＳＩＲＥＮサイレン』。




　バイオテスタ工学の最先端研究エリア。

　ここならば消息不明の師アナスタシアの手がかりも見つかるかもしれない。そう考えたミソラがＳＩＲＥＮサイレンに辿たどりついたのが二年前のことになる。

「……そういや、奈な々ながここに来たのは最初から学園研究機関アカデミーの入学目的だっけ？」

「え？　うん、そうだよ。あたしは獣じゆう医いが夢だもん。バイオテスタ専用の獣医さん！」

　隣となりを歩く小柄な少女がにこやかに声を上げた。

　三み咲さき奈々──明るい茶のショートボブが印象的な少女だ。

　ミソラと同じ十七歳であるものの、身長１４７センチという小柄さと童顔。そしてまだまだ平らな自分の胸むな元もとをちょっと気にしはじめた年とし頃ごろなクラスメイトだ。

「ミソラは専せん攻こう決めた？　二年生あたしたち、冬には研究分野決めるみたいだよ」

「まだ悩んでるところ。……やっぱり、いつか『先生』に認めてもらえるような研究したいから、専攻っていっても分野選びからじっくり考えたいし」

「そっかぁ。やっぱミソラも迷うんだね。ほら、ミソラってば頭いいし専攻もどれだって出来ちゃうんじゃないかって思ってた。去年、一年生なのに学園研究機関アカデミー統一模試でいきなり最上級生の先せん輩ぱいたちより点数良くて大おお騒さわぎされてなかった？」

「あれは運が良かったんだって。ずっと前に先生から習ってたのが模試に出ただけだし」

　歩きながら肩をすくめてみせる。

　バイオテスタ工学の知識ならミソラは学生どころか教授級クラスにも劣おとらない。しかし自分が天才かと言われれば、決してそうではないと思っている。

　──本当の天才を知っているから。

「先生？　あ、それってミソラがバイオテスタの勉強教えてもらってたっていう人だよね。あのとっても凄すごい……えと、えと、アタシタチア！」

「アナスタシアな。さすがにバイオテスタ研究の最高権けん威いくらい覚えとけって」

　川沿いに舗ほ装そうされた道のなかほど。

　ふと見下ろした川かわ縁べりで足を止め、ミソラはその斜しや面めんを見下ろした。




〝さよならミソラ、あなたは私の最高の教え子だったわ〟




　……そうは言うけどさ。先生、やっぱり俺はまだまだ未熟だよ。

　四年も前の言葉に今も苦く笑しようしてしまう。

　今なお次々と創られている新型バイオテスタ。

　その世界最先端の研究地であるＳＩＲＥＮサイレンは、バイオテスタ工学の造ぞう詣けいを深めるにはこれ以上ない環かん境きようといえる。だからこそ、師の居場所が見つからないなら、いっそここでバイオテスタ工学を極きわめたい。それがミソラのたどりついた結論だった。

　……バイオテスタ研究のはるか最先端を行っていた先生。

　……勉強を続けてれば、いつか先生が見てた地平線が見えてくるかもしれないし。

　それが最終的に、師を見つける何よりの手がかりになる気がする。

　とはいえそこに問題があるとすれば──

　きゅぅと可愛らしい音を立てて悲鳴を上げるこの空腹だろう。

「ぅっ……さすがに苦学生にも程ほどがあるって、の……」

　腹部をおさえてミソラは溜息をついた。

「どうしたのミソラ、急にお腹なかかかえちゃって」

「いや、その……奈々も知ってるだろ？　ありとあらゆる生物ってのは『ＡＴＰアデノシン三リン酸』の化学エネルギーを運動エネルギーとかに変えて生活しててだな……」

「む？　あたしだって知ってるよ。『Adenosine アデノシンTriphosphate三リン酸』略してＡＴＰでしょ！」

　頰ほおをふくらませながらも奈々がすらすらと諳そらんじてみせる。

「そんなの学園研究機関アカデミーの教本の最初に載のってるもん。生命のエネルギー通貨って呼ばれるくらい生物のエネルギー代謝全ぜん般ぱんで利用されてて──」

「そうそう。とにかくＡＴＰってのは[image: ][image: ][image: ]グルコースとかの有機物を呼吸で酸化分解することで生成できるわけ。有機物をゼロから合成できるのが独立栄養生物で、代表的なのが緑色植物な。こいつらは太陽の光エネルギーと無機物から光合成で[image: ][image: ][image: ]グルコースを作れる。だけどこっからが問題で、人オ間レをはじめ動物ってのはそんな真ま似ねができない従属栄養生物だから外部からの栄養補給が必要になる。つまりどういうことかというと──」

「ミソラ、今日も朝ご飯抜ぬきだったんだ？」

「……一言で言っちゃうとその通りです。はい」

　溜息をついて、ミソラは大きく肩かたを下げてみせた。

「朝飯抜きだけならまだマシなんだけどな。こっちは水だけ生活三日目だぜ？　バイト代ふりこまれるまでに意識失いそう……」

「アルバイトっていつもの？　あー、ほらやっぱり、また生傷増えてる」

　手の甲こうにできた傷をめざとく指さす奈々。

「……ねえミソラ？　やっぱり暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつだなんて危ないよ。都市の制圧機動隊とか理装執行者シミユレーターじゃないんだし。もちろんレイレイさんみたいな強い理装執行者シミユレーターと一いつ緒しよに仕事受けてるのも知ってるけど……報ほう酬しゆうだっけ？　それがすごく高いのもわかってるけど、ミソラは一いつ般ぱん人なんだよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ほら大ケガだってしてないだろ？」

　負傷した手をポケットに突つっこんで首をふる。けれど、それを見つめる奈々は不安げな表情を隠かくそうとしなかった。

「……ミソラってば、捨てバイオテスタたくさん保護してるもんね。いま五体？」

「六体。ケガした金翅鳥ガルーダ見つけて三日前に家に運んできた」

「そんなにたくさんのバイオテスタ普ふ通つうは飼えないよ。飼育費だけでお金すごいかかるのあたしだってわかるもん。毎日危険なアルバイトしてるのだって、それが高額で、そうじゃないと家のバイオテスタを養えないからでしょ？」

　そして、それでも足りないから自分の食費を限界まで切りつめている。この小こ柄がらなクラスメイトはそこまで察しているのだろう。

「半分趣しゆ味みみたいなもんだよ、半分はな」

「ねえミソラ──」

　奈々が再び何かを言おうとした矢先。















　嘆なげきの声にも似た、もの悲しさを湛たたえた緊サ急イ警レ報ンが、朝方の空をふるわせた。




『警報。第三衛星都市、第８区画──

　暴走バイオテスタ発生。特区条例第二十八条に従い、一般人は指定地に避ひ難なんして下さい』




　予期せぬバイオテスタ暴走が生じた時に発せられる警報だ。

　通学路を歩いていた学生や子連れの親子が一いつ斉せいに足を止め、一定間かん隔かくで設置されている避難標識にしたがってあわてて走りだす。

　──緊きん急きゆう避難。

　自宅にいる者は自宅の地下室へ。外にいる者はただちに公設の隔かく離りシェルターへと身を潜ひそめることが義務づけられている。

「バイオテスタの暴走!?　第８区画ってすぐ先のエリアだよ。あ、あたしたちも避難!?」

「落ちつけって。そんなすぐ鉢はち合あわせしないから」

　制服の袖そでを引っぱる奈々に、ミソラはゆっくり首を横にふってみせた。

「ここからならシェルターに避難するより学園研究機関アカデミーに逃にげた方が早いだろ。それに、俺の方にもそろそろ詳くわしい参集地点の連れん絡らくがくるはずだから」

　白制服のポケットからカード型の機械端たん末まつを取りだす。固有の電子識別証が組みこまれた高性能通信端末であると同時に、これ自身が、暴走バイオテスタの鎮圧許可を与あたえられた者だけにわたされる認証ライセンスでもある。

「……ったく、朝っぱらから暴走実験するなんてどこの施し設せつだよ」

　認証ライセンスの端末情報が更こう新しんされるのを待ちながら──

「小規模だったら理装執行者シミュレーターの誰だれかに任せて学校優先でもいいんだけど、とにかく状じよう況きようがわからなかったら動きようがないし」

「仕事だ」

「そう、仕事……って、違ちがうっての。今は情報待ちだよレイレイ！」

「レイレイ？　レイベルト・レイ・ラクシズだ」

　黒のロングコートを羽織った男だった。

　光を反射しない黒の長ちよう髪はつに、強い意志を感じさせる切れ長の双そう眸ぼう。

　目鼻立ちは凜り々りしく逞たくましく、細身ながらも鍛きたえあげられた長身もあいまって、女性ならずとも思わず見入ってしまう容姿だ。

「つぅかレイレイ夜型だろ。こんな朝早く起きてるなんて珍めずらしくない？」

「寝ねてた。が、緊急指令に起こされた。暴走バイオテスタの個体数二十以上。都市の制圧機動隊では手に負えないとのことだ」

「二十!?」

　その数に、真っ先に悲鳴を上げたのは奈々だ。

「レ、レイレイさん？　バイオテスタが二十体以上も同時に暴走って……ウソですよね。集団暴走実験にしたって数が多すぎるような……」

「突然に出現した」

　少女の狼ろう狽ばいに、理装執行者シミユレーターからの返事は簡潔だった。

「……どういう意味だよレイレイ」

「言葉どおりの意味だ。所属不明のバイオテスタが突然に現れ、暴走を開始した。原因究明中だが事態は一刻を争う。情報ではⅡ級理装執行者シミユレーターが四名ほど向かっているようだが、それでも鎮圧は厳しいだろう。Ⅰ級理装執行者オレや、お前の『方程式オムニス』レベルの戦力が必要になる。何より俺たちが一番現場に近い。そういうわけで──」

　レイベルトが何かを放ほうり投げてきた。

　空中を旋せん回かいして落ちてくるソレを片手で受けとめる。

「……なにこれ、缶かんコーヒー？」

「早て朝つ勤だ務い手ち当んだ。特別に俺から支給する」

「やすっ!?」

「微び糖とうコーヒーは至高の飲料だ。糖分とカフェインを同時に摂せつ取しゆできる。速すみやかに補給しろ。七秒後に出発する」

　自分のカード型端末に目をやるレイレイ。

　そんな彼を、不安げに見上げるのは奈々だった。

「あ、あのレイレイさん……レイレイさんが凄く強いのは知ってますけど、ミソラはレイレイさんみたいに理装執行者シミュレーターじゃないから、何かあったら……」

「問題ない」

　力強く断言するレイレイ。

「ミソラの傷害保険は俺が代理申しん請せい済みだ。万が一に備えての死亡保険も充じゆう実じつしている」

「俺がケガする前提!?　ていうかなに勝手に申請してんだよ!?」

「という冗じよう談だんはさておき、鎮圧に関して問題はない。こればかりはⅠ級理装執行者オレを信じろというほかないな。というわけで行くぞミソラ」

「いや俺まだ缶コーヒー飲み終わっ──────っておい、レイレイ！」

「……ミソラ、遅ち刻こく届け出しておくね。気をつけて」

　溜ため息いきをつく奈々を後目に。

　ミソラは、首根っこを摑つかまれるままレイベルトに連行された。




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　警報によって避難が完かん了りようしたエリア。

　通信機に示された地点めがけ、無人の通路を駆かけていく。

「知ってのとおり、バイオテスタと暴走は切っても切り離はなせない関係にある」

　風を切るように走るレイベルトが口を開けた。冷静沈ちん着ちやく、寡か黙もくで知られる理装執行者シミユレーター。その彼が自分から話題をふるのは珍しい。

「新型バイオテスタの製造段階で、その神経系に特とく殊しゆな昂こう奮ふん性伝達物質が自然に蓄ちく積せきされていることは言うまでもないが」

「ＯＦＦオフ化合物だろ」

　レイベルトの真横を並走しながら、ミソラはうなずいた。

　Over Fight or Flight matter──通つう称しようＯＦＦ化合物。

　生物学用語『Fight or Flight response（闘とう争そう・逃とう走そう反応）』を語源とした特殊生成物であり、これがバイオテスタの生体内に蓄積されることで自律神経系のインパルスに支障をきたす。物質の存在は観測できるし、分子組成の解かい析せきも抽ちゆう出しゆつも可能。

　にもかかわらず、なぜこれが蓄積するとバイオテスタが暴走するのかというメカニズムだけがいまだ謎なぞに包まれている化学物質だ。

「新型バイオテスタが暴走するパターンは二つ。一つは自然蓄積したＯＦＦ化合物が上限を突とつ破ぱしての自然暴走。そしてもう一つが、その新型バイオテスタの暴走脅きよう威い度を調べるため、あえて暴走するまで体内にＯＦＦ化合物を注入する実験暴走だ」

「で、今回のは？　自然暴走？　実験暴走？」

「不明だ」

　レイベルトの返事は早かった。

「先の報告どおり、研究所の敷しき地ちで所属不明のバイオテスタが突然に現れて暴走した」

「……それホントなのか？」

「だからⅠ級理装執行者シミュレーターのオレに優先的に指令が来た。原因がわからない以上、確実に暴走を止めるにはⅠ級レベルの投入が必要と判断したんだろう」

　対・暴走バイオテスタ特務戦せん闘とう者『理装執行者シミユレーター』。

　ＳＩＲＥＮサイレンは統とう括かつ機関『中セ央ン統ト合ラ樹ル』を中心に、四つの衛星都市で構成された特区だ。

　この四都市では、バイオテスタの暴走を抑おさえる公的警備の制圧機動隊が各所に配置されている。しかしその暴走バイオテスタがＡ級（都市全域警けい戒かいレベル）通称『序列入り』である場合か、あるいはＢ級（エリア内緊急対応）個体の上位であった場合、制圧機動隊をもってしても鎮圧は極きわめて難しい。

　その事態に招集命令が下るのが、暴走バイオテスタの鎮圧能力に秀ひいでた者だけに与えられる『認証ライセンス』所有者だ。そしてその認証ライセンス所有者の大半が、まさにレイベルトのような理装執行者シミユレーターと呼ばれる特務戦闘者である。

「あとはお前だな、ミソラ」

「ん？」

「俺の知るかぎり、お前の方程式オムニスが暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつにもっとも適した能力を持っている。あらゆる理装執行者シミユレーターよりはるかに高位の、な」

「いきなり何だよ？」

「目立ちすぎるなという意味だ」

　黒コートの内側から巨きよ大だいな自動拳けん銃じゆうを取りだすレイベルト。

　二挺ちよう。両手に構えながら疾しつ走そうを続ける。

「お前の方程式オムニスは唯ゆい一いつ無む二にの能力をもつ希少バイオテスタだ。大きすぎる功績をあげて騒さわがれたくないと言ったのはお前だろう？　ゆえに今回もいつも通りだ。お前が全力を出す必要はない。俺が先せん陣じん、お前は支し援えんに専念しろ」

「……了りよう解かい」

「話は終わりだ、着くぞ」

　目まぐるしく移りかわる公道の景色がぱっとひらけ、ぶ厚いコンクリート壁へきで覆おおわれた研究施設が見えてくる。そこで──

「っ！　なんだこいつらっ!?」

　そこかしこで噴ふきだす噴ふん煙えんと火の粉。学校のグラウンドほどもある平へい坦たんな敷地を一いち瞥べつし、意識するより先にミソラは反射的に声を上げていた。

　──何十体というバイオテスタ。

　氷の息い吹ぶきで研究所の扉とびらを氷こおり漬づけにする冬妖精スノウリイ。

　さらにその後ろでは、見たこともないほど巨大な水精霊ウンデイーネが、滝たきのような水量の水すい弾だんを発射して大型車両をボールのように遥はるか後方へと吹ふき飛ばす光景。

　それも一体や二体じゃない。

　ミソラが見わたすだけで二種あわせて十体近く。さらにその奥には、成人男性でも軽く締しめつけてしまいそうな巨体の大海蛇シーサーペントが蠢うごめいている。

　……稀き少しような妖精種と精霊種がこんな大群。

　……それに隔離指定バイオテスタの大海蛇シーサーペントまで一いつ緒しよだっていうのか!?

　いや、それが問題なんじゃない。

　強力すぎるのだ。

　本来なら冬妖精スノウリイの息吹はせいぜい霜しもを生みだす程度、水精霊ウンデイーネにしたって瞬しゆん間かん的に放出できる水量には限界がある。それがなぜここまで。

「っ、とにかく考えるのは後か……」

「とにかく片かたっ端ぱしから鎮圧する。一体も施設から出させるな」

　一歩前に出るレイベルト。

「左手の制御環アクセスキー、攻こう撃げきを受けて破は壊かいされないことだけ気をつけろ」

「わかってるって」

「先に行く」

　そう言った瞬間、黒コートの理装執行者シミユレーターの姿がかき消えた。

　……ように常人には映っただろう。

　瞬まばたきほどの一瞬でコンクリート壁の上部へと跳ちよう躍やくしたレイベルト。そのまま壁面を蹴けりつけてさらに上空へ。見上げるほどの高さから両手の双そう銃じゆうを一いつ斉せい射撃。

　鎮圧用50ミリ硬こう質しつゴム弾。

　まさに施設外へと逃走しようとした大海蛇シーサーペントの巨体をはじき飛ばす。

『ッ！』

　警戒態勢に入った水精霊ウンデイーネが前後左右から巨大な水弾をはなつ。

　だがレイベルトの姿は既すでになく、その包囲の外側へと駆けぬけている。

　至し近きん距きよ離りからのあらゆる攻撃を見切って回かい避ひする機き敏びん性と、百メートルを三秒で走破する脚きやく力りよく。理装執行者シミユレーターによる能力の発動だ。

　──重反応加速アクセル。

　その第一原理は『ＡＴＰアデノシン三リン酸』の極大生成。

　あらゆる動物は細さい胞ぼう呼吸という名の異化代謝を通じて有機物を分解、ＡＴＰを生成し、その生化学エネルギーを運動エネルギーに変へん換かんして行動している。

　有機物を完全に酸化分解する好気呼吸であれば、酸素を用いない嫌けん気き呼吸に比べて実に19倍ものＡＴＰ生成効率をほこる一方、その反応最終段階にあたるミトコンドリア内部での電子伝達系においては酸素利用が不可欠であると同時に、瞬間的な運動に対しては反応が遅すぎるという特とく徴ちようをもつ。

　そこで酸素結合体ヘモグロビンによる細胞への酸素運うん搬ぱん機能を上じよう昇しようさせ、かつ好気呼吸の反応過程そのものを加速させることで、膨ぼう大だいなＡＴＰを瞬間生成。その莫ばく大だいなエネルギーをもとに超ちよう絶ぜつなる運動能力向上と筋力増強を実現する。

　第二原理として神経衝撃インパルスの伝導高速化。

　人間の外界認にん識しき・対応システムは、ケーブル状の神経細胞ニユーロンにおいて、局所的な陽イオンの流入と「＋・[image: ]プラスマイナス」電位の逆転によって生じた神経衝撃インパルスが、次々に隣りん接せつ部へと伝導していくことで成立する。外界の情報は感覚神経における伝導を通じて脳によって把は握あくされ、脳からの命令は運動神経における伝導を通じて筋肉へと伝えられる。だがこの伝導に費やされる時間は、知覚から対応までに不可避のタイムラグを発生させてしまう。

　これに対して神経細胞ニユーロン内外の陽イオン流入を加速させ、神経衝撃インパルスの伝導時間を短縮することに成功すれば、人間の反応速度は重反応加速の名のとおり「反応加速」し、超速の反応速度と空間認識能力を得るにいたる。

　化学反応としては、いずれも人間の体内で生じているものだ。

　それを、バイオテスタの素体構成に用いられる『Ｎ因子』適合施せ術じゆつを人体に施ほどこすことで、本人の脳波──生化学反応の両者を同期し、随ずい意い的な反応加速を実現した。

　ＡＴＰの極大生成による運動能力向上。

　全神経系における神経衝撃インパルスの伝導加速による認識・対応能力向上。

　これを極限まで加速させたものが理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルであり、人間をはるかに上回る敏びん捷しよう性と機動力をほこるバイオテスタへの対たい抗こうを可能にする。

「さすがⅠ級……」

　水精霊ウンデイーネ二体が放った何十もの水弾を瞬時に銃弾で撃うちおとすレイベルト。

　流れるような所作で銃弾を再さい塡てん、受ければ骨折ではすまないであろう威い力りよくの水弾を神がかった反応速度でかわしつづける。

　理装執行者シミユレーターが対・暴走バイオテスタの特務戦闘者とされる所以ゆえんだ。

　暴走バイオテスタの鎮圧指令が下るのは中セ央ン統ト合ラ樹ルから認証ライセンスを与あたえられた者だけ。その指令はエリア担当の認証ライセンス所有者に一いつ斉せい通知され、そこから先は「早い者勝ち」。つまり賞金稼ぎバウンテイハンターに似た制度となっていて、鎮圧したバイオテスタの難易度に応じて報ほう酬しゆうが支し払はらわれるシステムになっている。常に負傷の危険をともなうことから鎮圧の報酬は高額であり、認証ライセンスを求める者は少なくない。

　とはいえ少数の有志か制圧機動隊の熟練者ベテランが独立した場合をのぞき、認証ライセンス所有者の実に90パーセント以上が理装執行者シミユレーター。さらにＳＩＲＥＮサイレンにおける社会的信しん頼らいを確立しているのも圧あつ倒とう的に理装執行者シミユレーターたちだ。




〝あ、あのレイレイさん……レイレイさんが凄すごく強いのは知ってますけど、ミソラはレイレイさんみたいに理装執行者シミユレーターじゃないから、何かあったら……〟




　……奈々にも心配されちゃってたしな。

「ま、しょうがないか」

　一いつ般ぱん常識として正しいのは奈々の認識だろう。

　同じ認証ライセンス所有者であっても、単なる一般人の認証ライセンス所有者と理装執行者シミユレーターには越こえられない壁かべが存在する。制圧機動隊で十年以上経験をつんだ熟練者であろうと、重反応加速アクセルを行使できる理装執行者シミユレーターには戦力として遠くおよばないからだ。

　ゆえに理装執行者シミユレーターこそが強力な暴走バイオテスタに対する切り札。

　──というのがＳＩＲＥＮサイレンの常識。

　──だがレイベルトをはじめ、ごく一ひと握にぎりの人間だけは知っている。

　──その常識をたった一人で覆してしまう「例外」がここに存在することを。

「レイレイの方は相変わらずだな」

　その姿を横目に捉とらえてミソラは小さくうなずいた。

　神がかった運動能力をもたらす重反応加速アクセルだが、その効果は『処理係数』つまり「体内でどれだけ迅じん速そくかつ大規模に化学反応式を起こせるか」で決まる。

　この処理係数が高いほど理装執行者シミユレーターとしての適性が高い。レイベルトはⅠ級。無ゼロ級と呼ばれる完全人外級の理装執行者シミユレーターを除けば最高ランクに相当する。

「二体こぼした」

「っ！」

　レイベルトの声と同時に、彼のかたわらを突破して突つきすすんでくる二体の冬妖精スノウリイ。その浮ふ遊ゆうする周囲がまたたく間に凍こおりつくのがはっきり見える。

　──暴走にしたって凍気が強すぎる！

　一体でも施し設せつ外に出したら間ま違ちがいなく大おお騒さわぎになる。それほどの脅きよう威い性だ。

「施設の奥で非常ベルが鳴っている。俺が向かう。ミソラ──」

「ここの残りの相手だろ、わかってるって」

　上空から接近してくる冬妖精スノウリイ。

　前方に二体、さらにミソラを挟はさんで両側からも新たな二体。大気中の水分をことごとく凍いてつかせる冬妖精スノウリイの氷の息吹が、ミソラめがけて吹きつけられる。

　その刹せつ那な。




「──『方程式オムニス』発動。全反応式を連結する」




　冬妖精スノウリイの氷の息吹が空を切る。

　一秒前までそこに立っていたはずの少年が消失。

　消えたミソラの気配を感じとり、慌あわてて上空を見上げる冬妖精スノウリイたち。

　直前まで地上にいたはずのミソラが残像にも映らない速度で跳躍、冬妖精スノウリイたちのはるか頭上の高度まで到とう達たつしていたのだ。上空から観察していてなお、その超加速による跳躍はおろか、前段階の疾しつ走そうさえ捉えることはできなかったに違いない。

「ちっと痛いだろうが我が慢まんしろ」

　ミソラの拳こぶしが前方の二体を打ちすえる。

　さらに地面への着地を待つことなく、空中で施設の横壁を蹴って軌き道どう変化。建物の屋上を飛びこえて、冬妖精スノウリイが反応する間も与えずに接近する。

「お前らもだ、ＯＦＦ化合物が抜ぬけるまで眠ねむっててくれ」

　後方にミソラが迫せまったことすら気づかぬ冬妖精スノウリイの一体を肘ひじ先さきで、残り一体を振ふりおろした足で地面へと蹴り落とす。

『──ッ！』

　自分が地面にたたき落とされたことも理解できずに痙けい攣れんする冬妖精スノウリイたち。四体いずれもが凍りついたように動きを止めて、そして──

　青く輝く光となって霧散した。

「えっ!?」

　その現象に、目をみひらいたのはミソラの方だった。

　……どういうことだ。

　……バイオテスタが倒たおれるんじゃなくて……消えた!?

　バイオテスタの生体組織は自然生物と同じ細胞組織だ。水精霊ウンデイーネのような液状高分子化合物の場合もあるが、光でもなければ煙けむりのような気中分散粒子系エアロゾルでもない。地面に落下すれば昏こん倒とうする以外の現象は存在しないはずなのだ。消しよう滅めつだなんてありえない。

「っ、だけど……今度はこいつらか！」

　何が起きたのか理解するより先。

　地上に着地したミソラへと迫りくるのは十体近い水精霊ウンデイーネだった。

　冬妖精スノウリイに何が起きたのかという疑問は残るが、そんな悠ゆう長ちようなことを考えていられるような相手ではない。身構えかけた直後。

「た……す………っ……！」

　消え入るような掠かすれた声。

　水精霊ウンデイーネの接近も忘れてミソラがふり返ったその先に──

「っ……ぅ……………………」

　金きん髪ぱつの少女だった。

　大海蛇シーサーペントの巨きよ体たいに全身を締しめつけられ、さらにその左右にも二体の大海蛇シーサーペント。

　少女の唇くちびるを伝う弱々しい悲鳴。相手は隔かく離り指定のバイオテスタだ。ひとたび全身を締めつけられれば成人男性でも脱だつ出しゆつは不可能と言われている。

　……研究員じゃない。施設にまぎれこんだ一般人か!?

　……しかも相手が危険すぎる！

　呼吸困難チアノーゼ。酸素の欠けつ乏ぼうをしめすように少女の顔が青くそまっていき……

「邪じや魔まするな！」

　水精霊ウンデイーネの放った水すい弾だんが、ことごとく虚こ空くうで破は裂れつした。

　──ミソラのたった一度の手刀によって。

　コンクリート壁すら抉えぐる水弾があっさりと打ち払はらわれ、無数の飛ひ沫まつとなって散っていく。

『ッッ！』

　驚きよう愕がくをうかべた水精霊ウンデイーネたちが集結し、同時に両りよう腕うでを前に突きだして巨大な水弾を放出。

　大型車両すら押し流す怒ど濤とうの水量は、もはや大瀑ばく布ふと喩たとえた方がいいだろう。

　だが、それがミソラに直ちよく撃げきすることはなかった。

　水しぶきが制服に付着するほどの近接距きよ離りから、水弾の軌道を完かん璧ぺきに見きったうえで凄すさまじい体さばきと跳ちよう躍やくで回かい避ひ。呆ぼう然ぜんと立ちつくす水精霊ウンデイーネの横を一いつ瞬しゆんで通過する。

「………………」

「っ、待ってろ！」

　力なくうなだれる少女にミソラは叫さけんだ。

　時間がない。大海蛇シーサーペントが本気になれば成人男性だって全身複雑骨折を免まぬかれないのだ。救助が遅おくれれば人命にかかわる。

「すぐに助ける」

　加速。妨ぼう害がいに回る冬妖精スノウリイをはるか後方に置きざりに、前方に立ちはだかる水精霊ウンデイーネたちが触ふれることすら許さぬ刹那の一瞬で路面を駆かけぬける。

　ミソラのその疾走に、バイオテスタたちは反応すらできなかった。

　──重反応加速アクセル。

　だが一つ特異である点が、ミソラは理装執行者シミユレーターでないということだ。

　全すべての理装執行者シミユレーターはＳＩＲＥＮサイレンの中セ央ン統ト合ラ樹ルにて『Ｎ因子』適応検査テストを受け、その選別を通過してＮ因子施術を受けた一握りの「選ばれし者たち」だ。

　このＮ因子適合化施術がないかぎり、ヒトの意思による随意的な生化学反応加速は起こりえず、重反応加速アクセルによる超運動能力と超反応は得られない。

　ではなぜミソラに重反応加速アクセルが発動しているのか。その答えが──

「方程式オムニス」

　ミソラが再びその名を呼んだ瞬間、重反応加速アクセルの反応速度が爆ばく発はつ的に引き上がった。




　師アナスタシアが完成させた最後のバイオテスタ『方程式オムニス』。




　そのモチーフは「神のしずく」。

　自律意思は存在せず、かつて瀕ひん死しの重傷を負ったミソラに宿ることで血液の代だい替たいとなり、その命を救ったバイオテスタだ。本来の姿は光り輝く水と師は言っていたが、もはや完全にミソラの血液と同化しているために真しん偽ぎはわからない。

　そして、その能力は『あらゆる方程式、反応式を掌しよう握あくする』こと。

　触しよく媒ばいと呼ばれる化学用語がある。

　特定の化学反応はこの触媒によって反応が促そく進しんされることが知られているが、この方程式バイオテスタの名は、ソレ自身があらゆる化学反応を促進させる触媒となることに由来する。

　方程式オムニスが『あらゆる方程式を満たす理想の触媒』となり──

　主あるじであるミソラを『あらゆる方程式を発動させる理想の器うつわ』とさせる。

　ゆえにＳＩＲＥＮサイレンでただ一人、理装執行者シミユレーターのＮ因子施せ術じゆつを受けずともミソラは重反応加速アクセルを発動できる。

『ッ！』

　大海蛇シーサーペントが少女を地に投げすてた。

　いまのミソラの動きに、彼女を捉えたままでは分が悪いと踏ふんだのだろう。

「暴走しても知能は高いままか、だと思ったよ」

　バイオテスタが備えている高度判断能力。地に倒れる少女には目もくれず、大海蛇シーサーペントが長大な尾おを振りおろす。強きよう烈れつな風切り音をもたらす打だ撃げきは鞭むちそのもの。

　が、その一撃もミソラは地面すれすれに身を屈かがめて回避した。

「見慣れた動きだからな」

　自分がレイレイとともに日夜鎮ちん圧あつしているのは、まさにこの類たぐいの隔離指定種だ。大海蛇シーサーペントを相手どった戦歴も一度や二度ではない。

「眠ってろ」

　無防備となった腹部にミソラの拳が突きささる。重反応加速アクセルで強化した一撃が大海蛇シーサーペントの強きよう靭じんな鱗うろこを数枚はじき飛ばし、その全身に電撃にも似た衝しよう撃げきを巡めぐらせる。

『──────ッッッ！』

　全身を痙攣させる大海蛇シーサーペント。

　鎌かま首くびをもたげたまま凍りついたように動きを止めて、そして──

　眩まぶしいまでの光となって消滅した。

「こいつもかっ!?」

　喉のどから漏もれる言葉はもはや驚愕をこえて絶ぜつ叫きように近い。

　昨日の深夜もバイオテスタの鎮圧に出かけていたが、こんな現象は起きなかった。施設で実験暴走させたバイオテスタを昏倒させて任務終しゆう了りようだった。

　それがなぜ──

「っ！」

　脳のう裏りに引っかかる疑念をそぎ落とし、ミソラは反射的に真横へ飛んでいた。

　一瞬前まで立っていた場所が冬妖精スノウリイの息い吹ぶきを受けて凍りつき、そこに水精霊ウンデイーネの水弾が押しよせる。大物の大海蛇シーサーペントもまだ二体残ってる。

「くそ、何なんだよこれ！」

　意識をふたたび暴走バイオテスタへ戻もどし、拳を握にぎり固める。

　そしてその二分後。

「……さすがに冗じよう談だんだって言ってくれっての」

　すべてのバイオテスタが光となって消えたその後に。

　呆然と立ちつくすミソラと、地面に倒れたままの金髪の少女だけが残っていた。

「っ、だけど疑問ソツチは後回しか。おい大だい丈じよう夫ぶか!?」

「…………」

　倒れた少女に走りよって声をかける。

「……意識なしか」

　おそるおそる少女の上半身を抱だき起こし、その胸がわずかにだが上下していることを確かめる。呼吸できている。手首の脈も正常だ。

　──よかった。

　すぐさま命にかかわる事態ではないことに内心胸をなで下ろした。

　大海蛇シーサーペントに締めつけられたショックによる失神だろう。身体内部の負傷具合まではわからないが、一大事になる前に救出できた可能性が高い。

「でもとにかく医者に診みてもらわないと。ああもう、レイレイはまだ向こうで戦ってるっぽいし。制圧機動隊の救護車もまだ来ないのかよ！」

　救きゆう援えんを待っている時間はない。救急医療施設メデイカルセンターはここから遠くない。この子一人なら自分が背負っていった方が──

「…………やめ…………て…………」

「え？」

「おねが……い…………人のいるところは…………やめ、て…………」

　少女が目を開けていた。

　今にも消え入りそうな儚はかない声。上半身を抱きかかえられながら、目の端はしに涙なみだすらうかべて自分を見上げていたのだ。

　──そんな彼女に。

　気づいた時には、思わずその姿に目を奪うばわれている自分がいた。

　ＳＩＲＥＮサイレンでは珍めずらしい金髪。

　それも光が透すけるような白銀めいた黄金プラチナブロンド。まるで陽光の触れた箇か所しよがそのまま光と同化するような、見たこともないほど美しい色合いだ。

　神秘的な蒼あおめいた大おお粒つぶの瞳ひとみに、儚さのなかにも愛らしさを湛たたえた面おも立だち。

　年ねん齢れいは、まさに自分と同じ年とし頃ごろだろう。

　純白を基調とした天衣のような上下一体の衣服。彼女の細身のシルエットにぴたりと合って、流れるように風になびく姿は幻げん想そう的な雰ふん囲い気きをともなっている。

「っ！　だ、だけどどうして？　救急医療施設メデイカルセンターじゃダメなのか？」

「……わた……し、平気…………」

「どこをどう見れば平気だっていうんだよ！」

　会話することもおぼつかない状態。全身だって精密検査を受けなければどこに重傷を受けているかもわからないのに。

「名前は？」

「な……ま、え？……」

「ああ。キミ、自分の名前が言えるか？　自分の名前も言えないような重症なら病院連れていくなっていう方が無茶だろ」

「……なま……え…………」

　弱々しい吐と息いきが金きん髪ぱつの少女の唇くちびるからこぼれおちる。

　やっぱり限界だ、たとえ後で恨うらまれたって一刻も早く病院に連れて行こう。その決断がミソラの脳裏をかすめた時──




「フィア……。フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア…………」




「っ!?」

「……ほら……わたし…………へいき、で……す」

　にこりと少女が笑えんでみせる。言葉すらおぼつかない重症の身ながら、無む垢くとしか喩たとえようがないほど澄すみきった微ほほ笑えみで。

「っ！　お、おい!?」

　と同時に、フィアと名乗った少女の全身から力が抜ぬける。

　──昏こん倒とう。

　今度こそ間ま違ちがいない。もうしばらく目覚めることはないだろう。

「そのはずなのにさ……」

　フィアと名乗った少女。

　彼女の上半身を抱き起こしたまま、ミソラはその表情をじっと見つめた。

「なんで、そんな安心しきった笑顔なんだよ……」

　少女は微笑んでいた。最後に自分に向かって精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮うかべたそのままで、寝ね入いるように意識を失ったのだ。

　──もうだいじょうぶ。

　自分ミソラが何者かもわかっていないはずなのに。全すべてを任せて眠ねむっていられる。喩えるなら、まさにそんな安あん堵どの笑みだ。















「……それにアナスタシアって…………」

　その名前に、かつての師を思いだしたのは偶ぐう然ぜんだろうか。




〝さよならミソラ、あなたは私の最高の教え子だったわ〟




　自分が師事した世界最高のバイオテスタ研究者。

　……先生のいなくなった理由を確かめたくて。

　……それで俺は、世界中を探しまわってＳＩＲＥＮサイレンにたどりついた。

　だがアナスタシアという名前がＳＩＲＥＮサイレンにおいても存在しないことは確かく認にんずみだ。この世界ではそれくらい珍しい名前にあたる。

　それにもかかわらず、目の前にこうして師と同じ名前の少女が倒たおれている。

「……わかったよ、俺の負けだ」

　天上からの陽光に透ける黄き金ん色の髪かみに、愛らしく柔にゆう和わな面立ち。そして天衣のような純白の衣い装しようをまとった彼女を見下ろして。

「病院には連れて行かない。かわりに休める場所を考えるよ」

　溜ため息いきとともにミソラは首を縦にふった。聞きたいことがある。ただし、この子の場合は何よりもケガの手当てが最優先だ。

「レイレイはまだ奥で戦ってるっぽいけど、大丈夫そうだよな。とにかくこの子だけでも休める場所に連れて行かないと。って言ってもウチのマンションだから、狭せまいしバイオテスタでいっぱいだけどそこは勘かん弁べんしてくれよ？」

　もの言わぬ少女を背負い、ミソラはゆっくりと歩きだした。

　驚おどろくほどに軽く、そして華きや奢しやな身体からだつきというのが背中ごしにも伝わってくる。

　……けれど、なぜだ。

　なぜいまになって四年も前のことを思いだす。




〝ねえミソラ、私から最後に一つだけお願い。あなたに守ってほしい女の子がいるの〟

〝いずれわかるわ。今ではないけれど、いつか必ず巡りあう〟

〝その子の正体は────────〟




　あざやかに想起フラツシユバツクする師の言葉が、脳裏をよぎって離はなれなかった。






　フェーズ２　「巡めぐりあった少女」
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『へえ。それで助けた女の子をお持ち帰りしてきたと』

　開口一番。

　台所キツチンに立つディーネに、ミソラは意味ありげな口調でそう言われてしまった。

「……なんだよ、そのお持ち帰りって」

『だって珍しいじゃん。ミソラがバイオテスタじゃなくて人間をウチに運んでくるなんて。あとあたしのことは気にしないでいいよ。今夜は二人っきりでイロイロお楽しみね！』

「お楽しみ？」

『またまたー。わかってるくせに』

　にんまり笑顔の彼女。

　精せい霊れい種と妖よう精せい種はバイオテスタの中でも特に好こう奇き心しん旺おう盛せいな種族として知られているが、ディーネの場合はどうにも未成年によろしくない知識まで豊富なのが問題だ。

「…………」

　そんな彼女に、ミソラは無言でソファーにもたれかかって。

『あれ、ミソラってば元気ない？』

「三日間ほとんど水だけで過ごしてるコッチの身にもなってくれって。おまえの悪ノリに付きあう体力もないんだって……」

　そもそも朝の時点で空腹と疲ひ労ろうの限界だったところに、今回の暴走バイオテスタの事件だ。あの鎮ちん圧あつの反動で、もはやソファーから起き上がる気力も残っていない。

「うぅ……」

『唸うならないの。ほら、もうすぐお昼ご飯できるから待ってなさいって』

　エプロン姿でふり返るディーネ。そんな彼女の手に握にぎられたフライパンからは、キツネ色に焼けたホットケーキの甘い香かおりがただよってくる。

『しっかしたくさん買いこんだわね』

　ディーネが見下ろすのは冷蔵庫の脇わきにおかれたスーパーの買い物袋ぶくろだ。

　なかには野菜や果物くだもの、ホットケーキの素もとや小麦粉がぎっしり。冷蔵庫いっぱいに詰つめてもまだ収まりきらなかった分になる。

「無理言ってアルバイト代すぐふりこんでもらってさ、帰りがけに買ってきた。フィアって子、ＳＩＲＥＮこつちきてから何も食べてないらしくて」

　リビングごしに眺ながめる窓の外。

　うっすらと雲がかかった上空は、もう紅あかく、そしてうす暗くなってきている。

『でもその子、元気でよかったじゃない』

「まあな。自分の足でしっかり歩けてたし、身体からだの具合は問題ないんじゃないか？」

　ミソラが自宅のマンションに彼女を連れ帰って。

　そこからしばらく目を開けなかった彼女だが、意識を取りもどした時には自分の足で歩けるほどに容よう態だいも回復していた。

『それで本題だけど、行方ゆくえ不明のお母さんを探しに来たって話じゃない』

「……おう」

『そのお母さんの名前も「アナスタシア」っていうんでしょ』

「……って話だけどな」

　そう。こちらが尋たずねるまでもなく、意識を取りもどした彼女が真っ先に発した言葉こそ、まさにミソラが気になっていた彼女にかかわるものだった。




〝わたし、お母さんを探したくて……〟




　一年前に消息不明になった母を探してＳＩＲＥＮサイレンへと辿たどりついた。なぜここかというと、フィアの母親もまた稀き代だいのバイオテスタ研究者だからだったという。

　……偶然の一言で済むものなのか？

　フィアという少女がたどった経過は、自分ミソラが師の手がかりを探してＳＩＲＥＮサイレンへと辿りついた理由とまるで同じなのだ。

『ねね、そのフィアって子のお母さんがミソラの先生と同一人物って線は？』

　ミソラの師の名前はディーネも知っている。フィアの探している母親の名前を聞いて、まずその共通点が気になるのは自然なことだろう。

「……無い、とは思ってるよ」

『なにが？』

「だから、俺の先生とフィアのお母さんてのが同一人物だって可能性だよ。四年前の先生、研究者ライセンスの公こう称しよう年ねん齢れい二十四だぞ」

　つまり現在が二十八歳。フィアの年齢が自分と同じ十七と見積もると、アナスタシアが十歳前後で子供フイアをみごもったことになってしまう。

「さすがに無理ないか？」

『まあそうね。人間の生理学的には不可能じゃないかもしれないけど、そうであっても、なんで自分の娘むすめを放置してミソラと世界中を旅してたのかって話になるもんね』

「つか、髪の色から目の色から全部違ちがうからな」

　アナスタシアの髪色は海よりも深く、そして澄すんだ輝かがやく蒼あお。

　フィアの髪は陽光に透すけるような天色の黄き金ん。

　遺伝の法則に照らしてみても、親子関係というのは考えにくい。ゆえにフィアの探しているお母さんアナスタシアと自分が探している先生アナスタシアは別人であるというのがミソラの結論だ。

　……むしろ、気になることは別にあって。

「なあディーネ。一個質問があるんだけど」

『なによあらたまって。スリーサイズなら上から88、59、90のＦカップ。ふふん、どうこのナイスバディっぷり』

　ぷるんと豊満な胸をゆらしてみせるディーネ。

　とはいえ水精霊ウンデイーネは身体全体が液状高分子化合物であって、裸はだか同然の姿を見ても「真っ青で透きとおった身体」としか思えないのが人間視点の素す直なおな感想だ。

『……なんて冗じよう談だんはさておき、質問てなに？』

「おまえの水みず鉄てつ砲ぽうで大型自動車ふっとばせる？　大型トラックみたいなやつ」

『いきなり無茶いわないでってば』

　フライパンのホットケーキを器用に空中で一回転させながら。

『せいぜいタクシーくらいの小型自動車が限界。でもそんだけ水分吐はきだしちゃったら、あたし干からびるよ？』

「だよな。わかった、むしろその答えで安心した」

　だとすれば、気がかりなのはやはり研究施し設せつで見た水精霊ウンデイーネだ。

　施設の扉とびらを丸ごと凍こおりつかせる冬妖精スノウリイの息い吹ぶきもそう。何もかも、自分の知るバイオテスタの能力値を大おお幅はばに上回っていた。

　……そして何よりあの消しよう滅めつ。

　……光になっていくみたいに消えていった。あの現象はなんだったんだ？

『何か気になることあった？』

「ん。いや、これがまだ何とも言えなくてさ」

『ふぅん？　ところでそろそろゴハンできるよ。フィアって子は？　まだお風ふ呂ろ？』

「そそ。ずっと野宿でシャワー浴びたくて仕方なかったんだって」

　容態の回復した彼女が、何より喜んだのがミソラ家のバスルームだ。

　身体についた埃ほこりと汗あせを落としたいという理由だが、彼女を背負っていた時には汗あせ臭くさいどころかふしぎと良い匂においがしたのを覚えてる。髪かみも絹糸のようにさらさらで、汗でベタついた印象などまったくなかった。

　……女の子ってそういうもんなのかな。

　……そういや先生も汗かいた姿とかほとんど見たことなかったし。

「それで──」

「お待たせしました」

　ふと通路の向こうからフィアの声。

「ああ、ちょうどよかった。ディーネが飯を作っ…………」

　ふり向いた姿勢でミソラは凍りついた。

「ごめんなさい長湯になっちゃいました。あの、ありがとうございます。おかげで生まれ変わったみたいにサッパリしました！」

　薄うす地じのバスタオルを一枚巻いただけの裸ら身しんをさらした少女。

　ほのかに上気し、色づいた頰ほお。

　濡ぬれた髪の垂れたうなじの白さは白磁のようにきめ細かく。わずかに浮うきでた鎖さ骨こつから下の肌はだは、ほんのりと桜色に色づいて何ともいえない色いろ香かに満ちていた。

　…………ええと。

　……俺、夢でも見てるのか？

　何より圧巻なのは、服を着ていた時の華きや奢しやな姿から想像もできないくらいバスタオルを大きく押しあげる胸の盛り上がりだ。双ふたつの山なりの形がはっきりとわかるくらいの質量で、その深い谷間がバスタオルの上からはっきりと覗のぞいている。

　バスタオル下部の太ふと股もももきわどいところまで露ろ出しゆつして、この類たぐいに耐たい性せいのないミソラにとっては卒そつ倒とうレベルの艶つややかさで。

「あ、あ…………っ……あの…………その…………？　なんで…………？」

「え？　ああ、ごめんなさい。早く着き替がえますね」

　にっこり微ほほ笑えむ彼女が、なんと唯ゆい一いつ残ったバスタオルさえ放ほうりだそうとして──

「待て待て待て！　落ちつけ！」

　自らバスタオルをはだけようとする彼女を制止する。

「あ、あのな……ちっと考えろよ。てか、バスタオル！　もっと上まで隠かくせ！」

「はい？」

「いや、その……恥はずかしくないのかって意味だよ！」

　意外なほど着やせタイプだったフィアの裸身から目を背そむけるものの、そう言ってる自分の顔が真っ赤になっているのがわかってしまうくらい顔が熱い。

「俺、異性だぞ。わかってると思うけど男だぞ？」

「ええ。でもわたしバイオテスタですから。人間に見られても問題ありません」

「………………はい？」

　それは、自分がここ数年発した声の中でもっとも間の抜ぬけた声だったに違いない。

　思考停止。我に返るまでどれほどかかっただろう。

「バイオテ……スタ……って？」

「はい。あ、そういえば言ってませんでしたっけ。ついうっかり抜けてました」

「うっかりじゃねえだろ。ていうかちょっと待て！」

　わずかに濡れた黄き金ん色の髪をうなじに張りつかせたフィアの相そう貌ぼう。

　見とれるほど柔にゆう和わな微び笑しようはそのままに、湯に浸つかって血色がよくなったことで愛らしい顔だちがいっそう際きわだって見える。

　……どっからどう見ても人間だよな？

「ディーネ、どう思う？」

『あたしに聞かれても困るよ。でもいいんじゃない？　バイオテスタだっていうなら別に素すっ裸ぱだかでも恥ずかしくないでしょ。あたしもそうだし』

　裸にエプロン一枚のディーネ。たしかに彼女も衣い装しよう的には相当に大だい胆たんといえるが、真っ青なゼリー状の身体だから正直あまり気にしたことがない。

　フィアの場合、外見上どう見ても人間の少女というのが気まずいのだ。

「ええと、つまり……バイオテスタだから見られても恥ずかしくない、と？」

「はい。わたし、お母さんに創つくられたバイオテスタですから。裸だってお母さんにいつも見られてましたし」

「いや、さすがにお母さんてのは別で……っ……創られた……!?」

　……違う。誤解してたのは俺の方だ。

　フィアに対する最大の誤解。それは彼女が人間であると思いこみ、彼女と「お母さん」が直接の血けつ縁えん関係にあると信じきっていたことだったのだ。

「そうか。それなら、すべてに説明がつく……」

　寒気にも似た衝しよう撃げきが背筋を伝っていく。

「どうしました？」

「いや、気づかなかった自分が恰かつ好こう悪いなって思っただけだよ」

　摑つかんでいたフィアの手を離はなしてミソラは首を横にふった。口からこぼれる吐と息いき、それが苦笑なのか溜ため息いきなのか自分にもわからないまま。

「もう一度教えてもらっていいかな。フィアの探してる『お母さん』ていうのは──」
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　フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　バイオテスタ年齢三歳。その原存在モチーフとなった幻げん想そう生物は不明。

　一年前に行方ゆくえをくらませた母、正確には製造者アナスタシアを探して家を飛び出したのが半年前。世界中を放ほう浪ろうして、最後にここＳＩＲＥＮサイレンへと辿りついたという。




〝さよならミソラ、あなたは私の最高の教え子だったわ〟




　ミソラの前からアナスタシアが立ち去った四年前。その後すぐ、一年かけてフィアの製造に取りかかったと考えれば空白の年表が綺き麗れいに埋うまる。

　……だけどわからない。

　……先生はどうして俺を育て、フィアを創って、そして今度こそどこに行ったんだ。

『しっかし世界って狭せまいのね』

　リビングのテーブルで、ミソラの隣となりに腰こしかけるのはエプロン姿のディーネだ。

『まさかフィアの製造者とミソラの先生が一いつ緒しよだなんて』

「まだ決まったわけじゃないけどな」

　テーブルに肘ひじをのせながらミソラは肩かたをすくめてみせた。

　確証がない以上は断言できない。たとえフィアから聞いた「お母さん」の外見とミソラの師の外見がぴたりと一いつ致ちしていたとしても。

「──のはずが、なんでそんなに嬉うれしそうなんだ」

「…………………………わはひへふか（わたしですか）？」

　口いっぱいにホットケーキを頰ばりながら、フィア。

　ちなみに返事まで間が空いたのは、最初はホットケーキを食べるのに夢中で、そこから我に返るのに時間を要したからなのだろう。

「えへへ」

「いや、えへへじゃなくてさ……」

「だって、お母さんのこと知ってる人と初めて会えたんだもの。嬉しいに決まってます」

「……あ。よかった。さすがに食べるのに夢中でも話は聞いてくれてたのな」

「もちろんです」

　満面の笑えみでにっこりうなずくバイオテスタの少女。

　ただし、その手に握にぎるフォークで新たなホットケーキをしっかりと口元に運びながら。

「ほかの人が知ってるのはお母さんの名前と業績と論文くらいで。お母さんの雰ふん囲い気きとか性格まで知ってるのはミソラさんが初めてだから。わたし嬉しくて」

「……それか」

　研究者としてのアナスタシアの研究成果は多た岐きにわたる。

　バイオテスタ暴走の原因であるＯＦＦ化合物の生成メカニズムの発見から始まり、現代でも製造が高難易度とされる精せい霊れい型、妖よう精せい型バイオテスタの製造安定化。そのほか最適な飼育環かん境きようの提唱や生命倫りん理り学にもおよぶ論文発表まで。

　しかし彼女には、公表していない独自の研究成果が数多く存在する。

　──その代表がミソラの方程式オムニス。

　現代の最新理論をもってしても方程式オムニスの量産はおろか類似生物の一体すら作れない。彼女の研究領域が、現代のはるか先に至っていたことのわかりやすい例だ。

「先生、ずっと一人で研究してたもんな」

「そうみたいです。わたしと暮らしてる時は普ふ通つうのお母さんみたいでしたけど」

『あーそれよ。そのこと聞きたかったんだ』

　そこで、好こう奇き心しんを瞳ひとみに灯ともらせたディーネが片手を上げた。

『あたしからすると不思議なんだよね、そのお母さんて感覚。普通はさ、たとえばミソラってあたしからすると管理者にあたるのよね。それが、要はあたしが「ミソラお兄ちゃん」とか言ってるようなものでしょ』

「ほうへふ、ほふはほふふ」

「……さすがに解読困難だって。えーと、『そうです。そんな感じ』？」

「────」

　こくんと、口の中をホットケーキでいっぱいにしたフィアがうなずく。そんな仕草を見守りながらミソラは溜息とも苦笑ともつかない息をはきだした。

　……まあ、食欲があるのはいいことだよな。

　人間もバイオテスタにも共通する体調の指標バロメーターだ。ディーネもそこの部分は熟知しているらしく、フィアの口の中が空になるのを見計らってから。

『でも違い和わ感ないの？　バイオテスタが人間のこと「お母さん」だなんて』

「ディーネさんの言ってることわかります。でも──」

　ホットケーキを食べる手が、そこではじめて止まった。

「わたしを創ってくれて育ててくれて、それにフィアっていう名前をつけてくれた人です。わたしにとってはこれ以上ない本当のお母さんですから」

　最高の微笑。ミソラが思わず見入ってしまうほど可か憐れんでおだやかな笑顔で、バイオテスタの少女はそう言った。

「フィアっていうのは、お伽とぎ話ばなしに出てくる天使の名前だそうです。そんな素す敵てきな天使みたいになるようにってお母さんがつけてくれました」

「……天使？」

　その単語にミソラが反応するより先に、大きく目を見開いたのはディーネだった。

『天使!?　もしかしてフィアって天使型なの？』

「……あ…………あの、ええと……」

　ぽっ、とほのかに頰ほおを赤らめて。

　バイオテスタの少女は、控ひかえめながらもこくんとうなずいてみせた。

「……一応……そう、です」

『へえ珍めずらしいね。たしか天使型ってＳＩＲＥＮサイレンでも二体くらいしか創られてないって聞いてるし。じゃあフィアが入れば三体目ってこと？』

「どうでしょう。わたしちょっと……ほかの天使型と違ちがうみたいで。背中の羽も────」

　そう言って椅い子すに座ったまま身体からだをひねってみせるフィア。

　天衣に似た服の背中側には、天使の象しよう徴ちようともいえる羽はない。だからこそミソラも最初はフィアを人間と疑ってなかった。

『隠かくしてるんだ？』

「……はい。お母さんから隠しておきなさいって。そうしないと狙ねらわれるって」

『はー。大変ねぇ、あたしも昔は精霊型だからって珍しがられたけど、最近じゃ結構出まわってるみたいだし。ねえミソラ？』

「…………あ、ああ……そうだな」

　頰ほお杖づえをついていた恰好から姿勢を正す。

「どうかしましたか？」

「な、なんでもないって。ちょっと真ま面じ目めに聞き入ってただけだから」

　ふしぎそうな表情のフィアに、ミソラはあわてて手をふってごまかした。

　……天使の女の子。




〝あなたに守ってほしい女の子がいるの。その子の正体は天使。世界にたった一人だけ存在する本物の、ね〟




「……まさか、な」

　二人にも聞こえない程度に絞しぼった声で、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　フィアが天使型バイオテスタということにまだ実感がわかないこともそうだが、何より、彼女が師の言っていた天使だとしても説明がつかないことがある。

　……世界でたった一人。

　……先生は、あの時たしかにそう言ってたはずなんだ。

　天使型バイオテスタは稀き少しようだが零ゼロではない。ディーネの言うとおりＳＩＲＥＮサイレンの大型研究施し設せつには別の天使型が存在する。「たった一人」という表現がフィアに適さない以上、あの時の「天使の女の子」というのはフィアではなく別にいる？

「あの、ミソラさん」

「ん？」

「ミソラさん、さっきから急に黙だまっちゃって。……あやしいです」

　まるで心の奥を見み透すかすかのようなフィアの真しん剣けんなまなざし。

　その指し摘てきに思わずドキッと後ずさる。

「な、なんでもないって！　俺はあやしいことなんか何も考えて──」

「もしやお腹なかいっぱいで苦しいんですか」

「……はい？」

「ソレ、さっきからまったく手をつけてないです」

　フィアが視線でしめすのはテーブルに置かれたミソラの皿だ。その上にはメープルシロップとホイップクリームのかかったホットケーキが、いまも芳こうばしい蒸気を立てている。

　ちなみにミソラはこれで五枚目。

　しかし甘いシロップとクリームのたっぷりかかったホットケーキを四枚も完食すれば、さすがに三日間絶食状態とはいえさすがに限界というものがある。

「…………」

　それをじ────っと見つめるフィア。

　瞬まばたき一つせず、まさに食い入るようにという言葉がピッタリの雰囲気でだ。

「もしやまだ足りない？」

「え？　そ、そんな……そんなことは断じてないです！　ご飯をごちそうになったばかりでなく、さらにおかわりを要求だなんてしません！」

　あせった表情で首を勢いよく横にふるバイオテスタの少女。

　と言いながら、フィアの完食したホットケーキは十五枚。ディーネが一週間分と考えて作りだめしておいた分が、すべてあの小こ柄がらな身体に収まってしまった。

「ミソラさんが食べないのならもったいないなって思って……ち、違いますよ？　まだ腹三分目くらいだなんて考えてませんよ!?」

「さ……三分目……？」

「だ、だから違います！　わたしだって女の子ですから。女の子は小食が基本です！」

「うそつけ!?」

　ミソラとディーネはおろか、後ろでフィアの食べっぷりを見ていた花精フエアリーたちが怯おびえる勢いの食べっぷりだ。

　……ああ、そういやバイオテスタって。

　……とにかく過か剰じようなくらいエネルギーを蓄たくわえようって習性あるんだったな。

　災害や非常事態が発生したときの想定だ。

　人間が活動不能におちいった時でも単体で救助活動ができるよう、バイオテスタは普ふ段だんからエネルギーを大量の貯蔵多糖グリコーゲンにかえて蓄えるようＤＮＡレベルで設定されている。いざという時にはそれを[image: ][image: ][image: ]グルコース、つまりブドウ糖へと分解して活動するわけだ。今は溜ためていた貯蔵多糖グリコーゲンが尽つきてしまって、そのためのエネルギー補給なのだろう。

　とはいえ、それでもあまりお目にかからない食欲っぷりではある。

「で、でも……ミソラさんが食べないなら…………あの、その…………」

「おかわり？」















「ち、違います！　ただ……その、い、今のは単に聞いただけです。断じて『ください』とも『おかわり』とも言ってないのです！」

「……そ、そうか？」

　瞬き一つしないでホットケーキを見つめるフィア。

「ミソラさん、それ、食べないんですか？」

　自分のホットケーキを食べつくした天使型バイオテスタが、ミソラの皿に残った最後の一枚に狙いをつける。じっと座っているだけでまさに天使のように愛らしい少女が、その眼光を肉にく食しよく獣じゆうなみにギラギラと輝かがやかせ、さらに息まではぁはぁと荒あららげながら。

「ミソラさん？」

「……差しあげます」

「わぁ、ありがとうございます！」

　その重圧に押し負けて、ミソラは自分の皿をそっくり差しだした。




　　　　２




　ＳＩＲＥＮサイレン──

　次世代新生物統合研究特区と名付けられたエリアの設置は、今から二十年ほど前、大陸政府の議決によって承しよう認にんされた。

　新型バイオテスタの企き画かくから製造、暴走耐たい性せいテスト、そして量産。

　これら全すべての段階における最さい先せん端たんの研究が行われ、最終的に量産化まで成功したバイオテスタが、ＳＩＲＥＮサイレンの外、つまり大陸全土へと輸出されていくという仕組みだ。

　全権統とう括かつ機関『中セ央ン統ト合ラ樹ル』。

　そしてそれをとりまく四大都市が第一衛星都市『紅こう楼ろう』、第二衛星都市『蒼そう河が』、第三衛星都市『碧へき陽よう』、第四衛星都市『黄おう蓮れん』。

　この五エリアの総そう称しようがＳＩＲＥＮサイレン。

　エリア全域が巨きよ大だいな鋼鉄の壁かべで取り囲まれ、外部との繫つながりは上空を除けば東西南北に四つの扉とびらしか存在しない。

　陸の牢ろう獄ごくという皮肉を受けることもあるが、これは暴走バイオテスタが万が一にも外部に逃とう亡ぼうしないため、そしてＳＩＲＥＮサイレンの機密が第三者に奪だつ取しゆされないためだ。

　そして──

　このうちの第三衛星都市『碧陽』が、現在のミソラの居住地になっている。

　いまは大規模教育施設『学園研究機関アカデミー』の二年生。

　在ざい籍せきする生徒は、学生であると同時に研究機関での助手の資格をもつ。

　四学年・計二〇〇〇人。在籍する学生たちがしのぎを削けずり、分子生物学、次世代生物学、発生学、培ばい養よう学、遺伝学に動物心療法アニマルセラピーにいたるまでバイオテスタ工学に関連する様々な分野を学びながら、教授の指導のもと新たなバイオテスタの開発にとり組んでいる。

　その校舎の五階にある二学年の教室で──

「ミソラおっはよ！　昨日は平気だった？」

　数人の女子で歓かん談だんしていた三み咲さき奈な々なが、こちらを見かけるなり手をふってきた。

「あー、よかった。心配したんだから。遅ち刻こくでもガッコ来るかなって思ったのに、結局いつまで待ってもこないで欠席なんだもん」

「ケガはしてないって。単に後始末がいろいろあってさ」

　……言えないよな。

　……まさか女の子を拾ってウチに連れ帰って、そのまま一いつ泊ぱくさせただなんて。

　フィアはバイオテスタだから学園の定める「不健全な男女交際」の禁則事じ項こうには該がい当とうしない。さらに昨夜は自分のソファーベッドに彼女を寝ねかせ、ミソラ本人はリビングの外の廊ろう下かに寝ね袋ぶくろを敷しいてそこに寝るところまで徹てつ底ていした。

　が、それを正直に話すメリットがまるでないことくらいは予想できる。

　……黙っておこう。

　それが、昨夜ミソラが寝袋のなかで考えに考えたうえでの結論だった。ちなみにミソラが家を出た時にはフィアはまだ熟じゆく睡すい中。彼女の方はひとまずディーネに任せ、自分は登校してきたというわけだ。

「京きよう花かがね、ミソラもしかしたら例の放ほう浪ろうバイオテスタと戦ってたんじゃないかって」

「……例の放浪バイオテスタって？」

　京花というクラスメイトの名前より、気になったのはそちらの点だった。

　放浪バイオテスタとは『都市をさまよう危険指定種』だ。

　たとえば研究所を脱だつ走そうした暴走バイオテスタがそのままＳＩＲＥＮサイレンを放浪する場合。

　このタイプはいまだ体内に大量のＯＦＦ化合物が蓄ちく積せきしている。いつ再び暴走するかわからないため制圧機動隊が捜そう索さくすることになる。

「知らないの？　ほら、例の切り裂さき魔まみたいな奴やつ！」

「……ああ。放浪個体・第だい弐にγガンマ種63─Ｄだったっけ」

　放浪個体のγは『タイプ未確認』につけられる頭文字に相当する。

　つまりは正体不明。

　最初に確認されたのは隣となりの第二衛星都市だ。どこの研究施設から暴走したのか不明だが、電柱や民家の塀へい、さらには自動車まで切断された画像も出まわっている。

「すごく鋭するどい爪つめを持ってるって噂うわさでしょ？」

　不安げなまなざしの奈々。

　……本当にそうなのか？

　奈々の言葉に、心の内だけで自問する。

　いくら鋭えい利りな爪だからって強度には限界がある。電柱や家の塀を砕くだくならわかるが、自動車を切断するバイオテスタとなればどれほど巨大な個体だろう。

「しかもね、ソレが第８区画で暴れたっぽい痕こん跡せきが見つかったって京花が言ってたの」

「第８区画!?　それうちのすぐ近くじゃねえか」

　フィアを保護した施設がまさにその第８区画だ。となれば自分やレイレイも、タイミング次し第だいでその放浪バイオテスタと出くわしていた可能性もあった。フィアを背負っている時に遭そう遇ぐうしなかっただけでも運がよかったのだろう。

「でもさ、それを捕つかまえるのが制圧機動隊の仕事だろ」

「都市境の検問とかは頑がん張ばってるみたいだけど、肝かん心じんの足取りを失っちゃったんだって。そろそろ理装執行者シミユレーターに指令がくるんじゃないかって京花張りきってたよ？」

「……まーた京花アイツの悪い癖くせか」

「え？　なにかマズイことあった？」

「単に京花の心配。アイツが理装執行者シミユレーターの才能あるのはわかるけど、放浪バイオテスタはヤバイの多いぜ。暴走したまま制圧機動隊が捕まえられなかった個体なんだから」

　非常に強力な個体が多い。

　なかには『序列入り』、つまり都市ごとに特別指定されるＡ級（都市全域警けい戒かいレベル）に匹ひつ敵てきする放浪個体もいるというのがミソラの経験則だ。

「一度暴れだしたらⅠ級理装執行者シミユレーターレベルでないと戦うのは厳し──」

「見つけたわよ、ミソラッッッッ！」

　突とつ如じよ、教室の扉が爆ばく発はつした。

　比ひ喩ゆではなく本物の火花と爆ばく風ふう、そして大量の黒こく煙えんをともなう気体の熱ねつ膨ぼう張ちよう現象だ。

「……よぉ京花。朝からテンション高くない？」

「誰だれのせいだと思ってるのよ」

　いまだ収まらぬ爆風に天然の赤毛をなびかせる学生服の彼女。

　目鼻立ちのととのった端たん整せいな顔だちで、身長こそ平均程度ではあるものの、そのすらりと伸のびた足は抜ばつ群ぐんの脚きやく線せん美びをほこっている。スレンダー系の少女アイドルと言われても違い和わ感のない美少女だ。

　アリスベル・イア・京花──

　まだ十代の学生でありながら、理装執行者シミユレーターとして認定された者は学園研究機関アカデミーでもわずか八名。京花はまさにその一人である。

「聞いたわよミソラ！　昨日またレイ様と一いつ緒しよに暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつ行ったでしょ」

「レイレイのことだよな？　まあそうだけど」

「ずるいっ！　私だっていつレイ様から連れん絡らくが来るか待ってたのに！」

　モデルもかくやという端整な顔だちを凄すごませて京花が迫せまる。

「いや、俺だって昨日は無理やりだな」

「だ、か、ら────」

　京花が腕うでを振ふりあげる。その瞬しゆん間かん、ミソラと奈々をはじめ京花のまわりのクラスメイトが一いつ斉せいに彼女から跳とびさがった。

「Ⅱ級理装執行者シミユレーターの私をさしおいて、なんで理装執行者シミユレーターでもないミソラがレイ様のパートナーに選ばれるのよっ！」

　京花の拳こぶしがミソラの机に振りおろされる。と同時、今度はその机を中心に火花が破は裂れつ、凄すさまじい爆風が教室中を駆かけめぐった。

「お、落ちつけって京花、漏れてるぞ」

「はぁ、はぁ。……あ。ご、ごめんなさいみんな。思わず感情が高ぶって……」

　ハッと我に返った京花があわててクラスメイトに頭を下げる。

　……こいつも根は素す直なおでいい奴なんだけどな。

　……ただ、憧あこがれのレイレイの話題になると必死になりすぎるから。

「京花ちゃん。昨日はホントに偶ぐう然ぜんなの。ちょうど登校中に警報が鳴って、そこにレイベルトさんが居合わせただけだから」

　離はなれた机の下に避ひ難なんしていた奈々がひょっこりと顔をだす。

「ね？」

「……わかったわよ。奈々がそう言うなら」

　特とく殊しゆな化学繊せん維いで織りあげたハンカチで自分の手を拭ふきながら、京花。

　よく観察すれば彼女の手が不自然なくらい濡ぬれていることがわかるのだが、その液体こそが今の爆発を引き起こした化学物質であり、彼女の可逆生成パラダイムの産物である。

　可逆生成パラダイム──理装執行者シミユレーターのすべての能力を根底として支える能力。

　Ｎ因子施せ術じゆつの結果であり、体内の化学反応を使用者の意思で操あやつることを指す。

　たとえば毒の分解反応を促そく進しんさせれば解げ毒どくになり、バイオテスタの攻こう撃げきで負傷した場合には血小板と血漿凝固因子フイビリノゲンを大量生成して止血するなど応用は幅はば広ひろい。

　重反応加速アクセルも厳密には可逆生成パラダイムの応用の一類型だ。

　こちらは体内のＡＴＰ生成と神経衝撃インパルス伝導という二つの反応に干かん渉しようするわけだが、異なる生化学反応を「同時」かつ「精確」に加速することから習得が極きわめて難しい。長時間の訓練を経なければ迂う闊かつに使用できない反面、バイオテスタとの戦せん闘とうに必ひつ須すだからこそ、可逆生成パラダイムという枠わくをこえて重反応加速アクセルと称しようされる。

　そして通常の場合においては、解毒や止血、重反応加速アクセルのように「人間の体内で自然発生する生化学反応を操作する」ことが一いつ般ぱん的な可逆生成パラダイムである。

　──が、それに留とどまらないのが京花たち『二次世代型』理装執行者シミユレーターたちだ。

「つぅか、まだ暴発させるクセ治ってないのかよ」

　黒く煤すすけた机を見下ろしてミソラはおもむろに溜ため息いきをついてみせた。

「俺の机、また黒こげにしてくれて……」

「う、うるさいわね！　努力はしてるわよ。でも仕方ないでしょ。身体からだが勝手に生成しちゃうんだから！」

「それをコントロールするのが二次世代の理装執行者シミユレーターだろ」

「……し、知らないもん！」

　ミソラの指し摘てきに京花がバツの悪そうな顔でそっぽを向く。

　通常であれば人間の体内で自然発生する化学反応式しか操作できない可逆生成パラダイムだが、京花をはじめごく一部の二次世代だけは例外だ。

　共通するのはＮ因子施術における適応値45％以上という高スコア。

　通常の理装執行者シミユレーターの平均適応値30％というスコアに対し、この異常な適応値は結果として、二次世代の一人一人に完全固有の能力をもたらした。

　──『99パーセントの水』。

　京花だけが有する能力だ。その正式な学術名は[image: ][image: ][image: ][image: ]ニトログリセリン。爆ばく弾だん・爆薬という概がい念ねんにおいて、史上もっとも大きな影えい響きようを与あたえた化学物質の一つだろう。

　炭素（Ｃ）、窒ちつ素そ（Ｎ）、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）から成るこの有機化合物を、可逆生成パラダイムによって生成。これを体内の水分に溶とけこませて体外に排はい出しゆつさせることで、「水にしか見えない無色透とう明めいの液状爆弾」をまき散らす。

　とはいえ問題なのが……

「京花ちゃん、レイベルトさんにベタ惚ぼれだもんね」

「ちょ、ちょっと奈々っ!?」

　顔を真っ赤にした京花の指先で、再び「ボンッ」と火の粉が燃え上がる。

　今のも、先の爆発もすべてそう。そんな強力極まりない京花の可逆生成パラダイムが、彼女の感情の昂たかぶりに応じて勝手に発動してしまったのだ。もしも京花が本気で激げき怒どしようものなら、彼女の意思にかかわらず教室一つを全ぜん壊かいさせる爆発が起きる。

「さすが抱だきつかれたくない危険な女子ランクトップ３入り……」

「誰かさんが私を推すい薦せんしてくれたせいでしょ」

　ぎろりと睨にらみつけてくるⅡ級理装執行者シミユレーター。

　と思いきや、彼女は思いきり振りあげた手でこちらを指さして。

「でも見てなさいミソラ！　私がレイ様に認められてないのは私の実力不足もあるけど、私とあなたの戦いはこれからよ！　どちらが先にレイ様の心を射止めるか──」

「俺が心を射止めてどうすんだよ!?　別の勝負になってるじゃねえか!?」

「え？　違ちがうの？」

「……お前、どういう目線で俺とレイレイを見てたんだよ」

「い、いいじゃない！　私だって妄もう想そうの一つや二つあったっていいでしょ！」

　なぜか恥はずかしそうに顔を赤らめながら叫さけぶ京花。

「とにかく勝負はこれからよ。レイ様のパートナー役、次こそ譲ゆずらないんだから！」

「わかったわかった。……で、京花、俺も一つ話があるんだけど」

「私に？」

　背を向けようとした彼女を呼び止める。

　──昨日の研究所で起きた現象を思いうかべながら。

「ごく普ふ通つうの答えでいいんだ。おまえさ、バイオテスタの暴走を止める時どうする？」

「？　それどういう意味？」

「バイオテスタの暴走を理装執行者シミユレーターならどうやって止めるかって意味」

「それミソラが聞く？　バイオテスタの暴走は体内に蓄ちく積せきされたＯＦＦ化合物のせいなんだから、こっちは可逆生成パラダイムでその分解反応式を加速させればいいのよ」

　ＯＦＦ化合物は、分子一つ一つが特殊な力場を形成する。

　一方で、これと似た力場の形成が可逆生成パラダイムの発動時にも確かく認にんされている。

　たとえば双そう銃じゆう使いのレイベルトであれば、彼が銃じゆう弾だんを撃うちこむことで力場が弾丸を伝ってバイオテスタに到とう達たつ。ＯＦＦ化合物の力場に可逆生成パラダイムの力場が衝しよう突とつし、二つの力場による対消しよう滅めつと分解が行われるというわけだ。

「あとは距きよ離りとダメージ次第よね。バイオテスタとの距離が近いほど力場の対消滅効果が高いし、ダメージを与えた方がＯＦＦ化合物の自然分解が早いから」

　暗記した詩でも読むように諳そらんじる京花。

　ちなみにダメージというのは、バイオテスタの体力を削けずるという行こう為いがＯＦＦ化合物の生成を阻そ害がいするからだ。減らすのではなく「増やさない」ための手段といえる。

　よって最接近（＝接せつ触しよく）かつ最大ダメージ。

　これがＯＦＦ化合物を消滅させる最大効率になる。

「ミソラの得意技わざでしょ。バイオテスタ殴なぐってダメージ与えるって。それが接触とダメージを同時に満たす一番手っとり早い解法だって自分でも言ってるくせに」

「そうなんだけどさ……」

　京花の指摘に、ミソラはぼんやりと宙を見上げた。

　そのとおりだ。昨日もそのつもりで暴走バイオテスタに挑いどんで、結果、自分の拳が触ふれた瞬間、ＯＦＦ化合物の分解どころかバイオテスタそのものが光になって消滅した。

「それがどうかしたの？」

「色々あったんだよ。考えが整理できたら話すから」

「あやしいわね。いいじゃない、面おも白しろそうだから言ってみなさいよ」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな大きな瞳ひとみで見上げてくる彼女。

「だからまだ無理だって。ほら、俺は自分の机を拭くのに忙いそがしいんだよ。誰かさんが黒こげにしてくれたからな。えーと雑ぞう巾きんは」

「はい、ミソラ」

　水で濡らした雑巾をにっこり手て渡わたしてきたのは奈々だ。この二年、京花とクラスメイトのおかげで必須アイテムの一つになってしまった。

「でもね、京花ちゃんもわざとじゃないんだから机焦こがすくらい許してあげて？　京花ちゃんが暴走バイオテスタを鎮しずめてくれるからみんな安心して生活できるんだし」

「奈々っ！　ありがと、ミソラとは大おお違ちがいね！」

「よしよし。だいじょうぶだよ京花ちゃん。気にしないでいいからね」

　感極まった表情で奈々に抱きつくⅡ級理装執行者シミユレーターな少女。

　そんな光景を後目に──

「あの、まあ……バイオテスタの鎮圧なら俺も日夜頑がん張ばってるんですけどね」

　溜息をつきながら、ミソラは自分の机についた煤をふきとった。
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　放課後をしらせる鐘かねが鳴りひびく──

　学園研究機関アカデミーの入学に年ねん齢れい制限はないが、そこに在ざい籍せきする学生はその大半が十代だ。

　生徒会を中心とした各委員会、部活動、それに非公式同好会を含ふくめれば百をこえる所属枠があり、生徒の多くはそのいずれかに所属している。たとえば奈々は吹すい奏そう楽がく部、京花であれば趣しゆ味みのラクロスと女子テニス部だ。

　そんな中。

「さて、そろそろフィアも起きてるといいんだけど」

　通学鞄かばんを肩かたに引っかけて、ミソラは学園研究機関アカデミーの中庭を正門に向かって歩いていた。

　所属する委員会も部活もない。家ではバイオテスタたちの世話があるし、その養育費を稼かせぐためにバイオテスタ鎮ちん圧あつの仕事だってある。

「おし、じゃあなガルル」

『────』

　正門の上で金翅鳥ガルーダが黄土色の翼つばさをはためかせる。

　学園研究機関アカデミーの門番役がこのバイオテスタだ。学園研究機関アカデミーに所属する生徒と教師全員の顔と声を記き憶おくし、人間の十倍近い視力でもって数百メートル離れた地点から不ふ審しん人物の接近を探知することができる。

「そっか、そういやウチに拾ってきた金翅鳥ガルーダも多分どっかの学校のだよな。翼も治ってきたし所属の学校探してやらないと」

　金翅鳥ガルーダに見送られながら正門を抜ぬけて──

「遅おそかったな」

　門を抜けた目の前に、黒コートを羽織った理装執行者シミユレーターが立っていた。

「お、レイレイ？　昨日はおつかれ」

「レイベルト・レイ・ラクシズだ。……お前のせいで俺をレイレイと呼ぶ輩やからが増えて困る」

　やや憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで答えるレイベルト。

　その手には愛飲のブラックコーヒー。典型的な夜型生活のこの男のことだ、眠ねむたそうに目を瞬またたかせているのは今ようやく起きたからなのだろう。

「その缶かんコーヒーは寝ね起おきの一杯ぱい？」

「ブラックコーヒーは究極の飲料ドリンクだ。この鼻び腔こうを刺し激げきする香かおりと舌に残る苦み、そして脳を覚かく醒せいさせるカフェイン。まさに目覚めの一杯にふさわしい」

　空になった缶を背後に放ほうり投げるレイベルト。

　半月状の軌き跡せきをえがく空あき缶かんが宙をわたり、十メートル以上離はなれたリサイクルボックスへと吸いこまれるように収納される。

　そんな彼の姿を目もく撃げきした女子生徒から黄色い歓かん声せい。

　レイベルト・レイ・ラクシズ──凜り々りしくも美しいその顔だちと鍛きたえぬかれた長身。さらには無表情ながらも時折見せる照れた表情からも、学園研究機関アカデミーにおいても女子ファンが多数存在する理装執行者シミユレーターでもある。

「……ここは苦手だ。離れるぞ」

　背後の歓声は聞こえないフリをして足早に去っていく彼。そのそっけない行動がさらに女子の好こう奇き心しんを刺激して止やまないのだが、それを指し摘てきする気はミソラにもない。

「昨日の件だ」

　学園研究機関アカデミーから数百メートル離れた公園で、ふとレイベルトが足を止める。

「お前が突とつ然ぜんに研究所からいなくなって驚おどろいた」

「ああ、そっか。でも連れん絡らくは入れたろ？」

「バイオテスタに襲われた人間を保護したという連絡は受けた。しかし研究所の職員でそれに該がい当とうする者はいなかったようだが？」

「たまたま研究所に立ち寄った一いつ般ぱん人。俺もすぐ別れたから詳くわしいことはわからない」

「なるほど。まあそれは単なる確認だ。あと、もう一つ聴ちよう取しゆ事じ項こう──」

　レイベルトがふと視線を下に。

　こちらの目から左ひだり肩かたを伝って、左ひだり腕うでに嵌はめた機械金属の環リングで止まった。

「制御環アクセスキーは、今回の鎮圧では破損しなかったようだな」

「ああ、これ？　おかげさまで」

　制服の袖そでの上から手首を押さえ付けるようにして嵌められた環リング。鈍にび色いろに輝かがやく金属環で、その中心部には透明なガラスの真空管が埋うめこまれている。















「割るなよ。以前に割った時はお前が気絶して迷めい惑わくをこうむった」

「だ、だから誤解だって！……しょうがないだろ、制せい御ぎよできないんだから」

　バイオテスタ『方程式オムニス』。

　それ自身が理想の触しよく媒ばいとなって体内の生化学反応を加速させ、重反応加速アクセルと可逆生成パラダイムにおいて処理係数を無限界に引き上げる。

　──だが、ミソラは方程式オムニスの完全適格者ではない。

　このバイオテスタは本来なら師アナスタシアが使し役えきするはずだったからだ。

　それを、瀕ひん死しの重傷を負った自分を助けるために無理やり適合させたのが七年前。ゆえに方程式オムニスが処理係数を無限に引き上げれば、不完全適格者であるミソラ自身の身体が壊される。そのための抑よく制せい装置が制御環アクセスキーというわけだ。

「まあいい、こちらも今のはただの確認だ。本題は別にある」

　こちらを見つめるレイベルト。

「昨日のバイオテスタの件だ。お前が殴ったときに不自然な現象がなかったか？」

「っ！　レイレイもか!?」

　どくんと心臓が跳はね上がる。昨日のあのバイオテスタ消滅現象。確かに、レイベルトが戦っていた個体にも同じ現象が起きていたかどうかは気になっていた。

「そうなんだって！　あの……信じてもらえるかわからないけどさ、俺が殴ったバイオテスタが片かたっ端ぱしから、まるで光になったみたいに消滅して」

「……やはりか」

「レイレイも!?　だよな、あんな現象見たことなくてさ、俺も昼休みに学園研究機関アカデミーの電ラ子イ図ブ書ラ館リから最新の研究論文ずっと閲えつ覧らんしてたんだけど、それらしいことなんか書いてなかったし、制圧機動隊の報道も────」

「忘れろ」

「え？」

「お前の見たものはすべて真実だ。が、止めておけ。それを知ろうとして深入りすればお前の身が危あやうい」

「……どういうことだよ」

　公園の大樹に背を預けるⅠ級理装執行者シミユレーター。

　その木の影かげに同化するように、黒ずくめの彼は静かに首を横にふってみせた。

「俺が迂う闊かつだった。まさかアレが絡からんだ件とは思ってなかった」

「……なんだよ……それ」

「お前の知る必要のないことだ。いや、知ってはいけないことだ」

「俺が理装執行者シミユレーターじゃないからか？　理装執行者シミユレーターだけの情報ってこと？」

「いや」

　レイベルトの答えは早かった。

「この世界にとっての話だ。お前や他の理装執行者シミユレーターが、というレベルですらない」

「なっ!?」

　冷たいものが背筋を伝っていくのがわかる。

　それはレイベルトのまなざしだ。何かしらの後ろめたさから情報を隠いん蔽ぺいしたいわけでなく、純じゆん粋すいなる憂ゆう慮りよ。知ってしまえばお前の身が危うい。だから話さない。その意志が読みとれたからこそミソラも容易には言い返せなかった。

「ほかの人間はどうか知らないが、少なくとも俺はお前と方程式オムニスを偶ぐう然ぜん知る機会があって、その実力を高く評価しているつもりだ」

「…………」

「お前は自宅のバイオテスタを養育するために資金が必要で、それゆえに暴走バイオテスタの鎮圧という高報ほう酬しゆうの特務に携たずさわっている。だが同時に、方程式オムニスの特性を知られて周りに騒さわがれるのは好まないという葛藤ジレンマをも抱かかえている」

　だからこその協力関係。

　レイベルトにとってミソラは並の理装執行者シミユレーター以上に強力なパートナー。

　ミソラにとっては、行動を共にして暴走バイオテスタの鎮圧の功績を彼に押しつけることで自分の功績を隠かくすことができる。

「つまり俺だけじゃないと？　知られたくないモノを抱えこんでるのは」

「そういうことだ。今回の件は、お前が知ることで身の危険はあっても利点がない」

「……わかったよ」

　ややあって、ミソラは小さく肩をすくめてみせた。

　──レイレイは噓うそをつく奴やつじゃない。

　今まで幾いく度どとなくチームを組んできた中で、このⅠ級理装執行者シミユレーターが信しん頼らいに値あたいすることは自分も十分に理解している。だが。

「でもレイレイ待ってくれ。あと一つだけ、今回のことでどうしても教えてほしいことがあるんだよ。それだけ聞けば今回の件はもう十分だから」

「内容による」

　淡たん々たんと返す黒の理装執行者シミユレーター。

　そんな彼の目をじっと見つめ、ミソラは、押し殺した声で口にした。

「俺の前で消しよう滅めつしたバイオテスタは……その……死んだのか……？」

「────」

「それだけ教えてほしいんだ」

　暴走バイオテスタを止めるのは人間のためだけではない。

　バイオテスタにとっても暴走というのは肉体に過度の負ふ荷かがかかり、放置すれば精神面にも後こう遺い症しようを残しかねない。だからこそ鎮しずめるのだと先生アナスタシアから学んだ。

「だってさ、最後の一体なんか触ふれただけで消えたんだ。昏こん倒とうさせるとかダメージ与あたえるとかじゃなくて。……それなのにアレが死んだなんて思いたくない」

「触っただけ？」

　瞬しゆん間かん、横顔を向けるレイベルトの声がわずかに高ぶった。

「どういうことだ？　触っただけで消えたというのか？」

「え？」

「確かく認にんする。触っただけという表現についてだ。俺が銃じゆう弾だんでダメージを与えたようなことはなく、お前が殴なぐったわけでもなく、触れただけで消えたのか？」

「……だから俺も気にしてるんだよ」

　冬妖精スノウリイについては叩たたき落とした個体もいたが、それも十分に手加減してのことだ。

　沈ちん黙もくする黒の理装執行者シミユレーター。

　その瞳ひとみには、今までなかった疑念の表情が確かに浮うかんでいた。

「……断定はできないが、今の時点で俺から言えるのは一つだけだ」

　ぼんやりと虚こ空くうを見上げるレイベルト。

「お前が相手をした幻げん獣じゆうは生きている。もちろん俺が相手をした個体もすべて。ダメージを受けて本も来との世界に還かえっただけだ……が、やはり腑ふに落ちないな。召しよう喚かんされた幻獣に触れただけで逆召喚？　それはいったいどんな理り屈くつで──」

「幻獣？　レイレイ、いま何て？」

「……話しすぎたな」

　一瞬、何か思いを巡めぐらすかのように空を見上げる彼。

　だがすぐに背中を向け、こちらの返事も待たずに歩きだしてしまう。

「いずれにせよお前の不安は杞き憂ゆうだ。昨日のことは忘れろ」

「っ、レイレイ！」

「レイベルト・レイ・ラクシズだ」

　いつも通りの返事を残し、黒コートの理装執行者シミユレーターはどこへともなく去っていった。




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　黒コートの理装執行者シミユレーターが最初にその場を後にして。

　それを見届けて、白制服の少年もまた踵きびすを返して遠ざかっていく。

　再び静まりかえった公園。

　砂遊びに夢中になった幼女とそれを見守る宝石獣カーバンクル。その上空を見上げれば、数体の風シ精ル霊フが手紙を送り届ける訓練に勤いそしんでいる。

　人とバイオテスタが調和した生活。いまだ実験的な試みではあるが、これらのバイオテスタも遠からぬうち、外の世界へ輸出されて大陸全土へと広まっていくことだろう。

　いずれもＳＩＲＥＮサイレンにおける日常的な光景だ。

　──そこに混じった一つの違い和わ感。

　ＳＩＲＥＮサイレンの日常に決して染まらぬ異質なモノが、公園の隅すみに佇たたずんでいた。

「…………」

　全身、顔から足先までを暗色のコートで覆おおいかくした人物。その素す顔がおも感情もフードの陰かげにまぎれ、うかがい知ることはできない。

　魔ま術じゆつ師し。

　バイオテスタの元になった空想生物同様、お伽とぎ話ばなしの物語にしか現れないはずの超ちよう常じようなる者。姿だけではない、その全身からにじみでる異様な圧力がそう感じさせるのだ。

「あの二人か。黒と白どちらだ？」

　すぐそばに寄りそうのは真っ青な身体を持つ水精霊ウンデイーネ。

　無言でソレが指さす先は、白制服の少年ミソラが引き返した方角だった。

「白か。確認するが、お前から『天使フィオラミリス』を奪うばったのは白の方だと？」

　うなずく水精霊ウンデイーネ。

「こちら側の世界の理装執行者シミユレーターとやらではないな。この世界の一いつ般ぱん人か。アレが逃にげこんだ場所さえ判明すれば捕ほ獲かくに支障はない。しかし……」

　魔術師めいた男がわずかに首を傾かたむける。

　視線の先は、つい数分前にレイベルトが立ち去った方角だった。

「あの黒コートの男、どこかで……？」

『────』

「まあいい。水精霊ウンデイーネ、青の第一相イスカリオテに報告を送っておけ。返答があり次し第だい、天使フィオラミリスの奪だつ取しゆを実行する」
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「……？」

　学園研究機関アカデミーからの帰り道。レイベルトと別れた公園からの帰路の途と中ちゆうで、ミソラは立ち止まってふり返った。

「ようやく消えたか……」

　学園を出たあたりから感じていた謎なぞの気配。レイベルトも気づいていただろうが、自分も彼も暗あん黙もくの了りよう解かいのうちに無視を決めこんでいた。

「どうせレイレイの追っかけだろうし。ったく、ホント無む駄だに人気者だよな」

　昔からいるのだ。レイベルトの熱ねつ烈れつなファンで彼の後を追いかけてくる女性が。

「ていうか身近に京花っていう例もいるし。……いや、でも京花の場合はレイレイに認められたいって感じだから追っかけとはまた違ちがうのか」

　むしろそれより、気になっていたのは先のレイベルトとの会話の方だ。

　……まだ腑には落ちてないけど、正直ほっとした部分もないわけじゃない。

　……あの消えたバイオテスタが死んでないってこと。

　レイベルトは噓をつかない。仮に自分を安心させるためだとしても、死んでしまったのなら死んだと断言する男だ。その彼が生きていると言った以上、理屈はいまだ不明だが、あのバイオテスタたちが生きている可能性は低くない。

　──そんな思し索さくを巡らせながら道を歩いていて。

「あれ、ミソラ？」

「……奈々？」

　目の前の十字路から、飛びだしてきたのは小こ柄がらな茶ちや髪ぱつの少女だった。

「ミソラいま帰り？　あたしより早く下校してなかった？」

「んと、レイレイと話してた。昨日の件の事後報告とかも残ってるし」

　内容にさえ触れなければ、誰だれと会っていたのかは話しても問題ないだろう。レイベルトが学園研究機関アカデミーの前で自分を待っていたのもそう判断してのことだろう。

「それで奈々こそ？」

「うん、ちょうど良かったよ！　これ、ミソラの家に届けようと思ってたの！」

　小柄な奈々が抱えた大きな鍋なべ。

「あたしも女子寮りようで一人暮らしでしょ。でね、ちょっとカレー作りすぎたかもって困ってたの。それでミソラがお腹なか空すかせてたの思いだしたから」

「おおっ!?」

「迷めい惑わくじゃない？」

「全然っ！　あいかわらず食生活が困こん窮きゆうしててさ。真しん剣けんに悩なやんでたんだ」

　誤算はフィアだ。

　バイオテスタである彼女は肉類を一いつ切さい摂とらないかわりに、ただひたすら果物くだものと糖分を食べ続ける。昨日のホットケーキがその例だ。思った以上に彼女の食費がかかることから、再び自分の食費を切りつめなくてはと覚かく悟ごしていた。

「で。よお駄だ犬けんひさしぶり。お前も奈々と一いつ緒しよに散歩か？」

『散歩？　戯おどけたことをぬかすな原人、吾わが輩はいはご主人の護衛中だ』

　そう言葉を発したのは奈々の足あし下もとによりそう犬型バイオテスタだった。

　正式分類『小こ型がた獣じゆう種しゆ09：拒魔犬シエパード』。

　古くから寺院の入り口や本ほん殿でんの両りよう脇わきに奉たてまつられており、現代の狛こま犬いぬの語源にもなった空想生物を原存在モチーフとしたバイオテスタだ。守護獣として奉られていた昔と同じく、現代での役目もまた「使し役えき者の守護」で、奈々がＳＩＲＥＮサイレンで一人暮らしする時の用心棒として彼女の両親が与えたという。

「こら、ブルちゃんダメじゃない。ミソラのこと原人だなんて。ミソラはヒト属（Homo）ヒト種（sapiens）、れっきとした新人ホモ（Homo sapiens）サピエンスだよ」

「……いや、コイツはそういう意味で言ったんじゃないと思うけど」

『その通りですぞご主人！　この凶きよう暴ぼう凶悪な男など原人で十分すぎるのです！』

　尻しつ尾ぽをフルフルとふるわせて叫さけぶ犬型バイオテスタ。ちなみにブルちゃんという名前は、見た目がブルドックに似ているからという理由での奈々の命名だ。

　……てか、ちょくちょく顔合わせるしな。

　……奈々がよくここらへん散歩に連れて歩いてるし。

　奈々にとってはボディーガード役というより可か愛わいいペットなのだろう。実際、この犬型バイオテスタは獣種の中でも初期段階で開発されたため見た目も小型犬と大差なく、しかも用心棒という役目の割に決して強くない。

「ま、お前の態度がデカいのは元気の証あかしだからな。元気そうで何より」

『おい原人──』

「ブ、ル、ちゃ、ん？」

『……ミソラ』

　奈々に優やさしく睨にらまれて言いなおすバイオテスタ。

『光栄に思うがいい。今日はご主人様がお手製のカレーを貴様に恵めぐんでやるそうだ』

「そうそう、それは本気でありがたいんだよ」

　奈々からカレー入りの鍋を受けとる。

「ミソラ、ディーネは元気？」

「もちろん。会ってくか？　奈々と会えればディーネも喜ぶだろうし」

　この十字路をわたった先の、すぐそこにあるマンションの一室がミソラの部屋だ。

　賃貸料なら学園研究機関アカデミーの学生寮の方が割安だが、バイオテスタを飼育するために防音対策を施ほどこした広めの部屋を選ぶ必要があった。

「ミソラの部屋行くの久しぶりだけど、みんな元気してる？」

「元気すぎて大変なくらいだよ」

　高層マンションの一階角部屋。

　扉とびらを開けるなり、玄げん関かん先さきの通路から聞こえてくる小さな足音。ディーネか。そう思って足音が近づいてくるのを待つミソラたちの前に──

「……ふぁあ、ミソラ……さん。おはよう……ございます」

「フィア!?　なんだその恰かつ好こう!?」

　現れたのは、素す肌はだの上にはだけたシャツ一枚を羽織っただけの少女だった。

「……恰好？」

「そのシャツ一枚の姿のことだよ。ていうかそれ俺の通学用のシャツじゃん、お前の服はどこいったんだよ!?」

「……あー。ええと……ディーネさんが洗せん濯たくしてくれて、いま干してます。それで着る物ないから困ってたらディーネさんがこれ着ていいよって」

　眠ねむたそうに目をこする金きん髪ぱつの少女。

　サイズの合わないシャツの第三ボタンまで開いた胸むな元もとから、ほっそりした肢し体たいからは想像もつかないくらい深い胸元が覗のぞいていて、それにシャツの裾すその下からも艶なまめかしい生足が惜おしげもなく露ろ出しゆつしていて──

「っ、人ヒ間ト!?」

　と思いきや、そんな彼女が自分の背中に隠かくれるように密着してきた。

「ちょ、ちょっとフィア？」

「ミソラさん……、その人ヒ間トだれですか」

　声をふるわせて背中にぴったりと寄りそう天使型バイオテスタ。見慣れない人間に対して警けい戒かいする本能設定なのだろうが、今回ばかりはそのタイミングが最悪だった。

「ミソラ？」

「うっ!?」

　殺気にも似た気配を感じてふり返る。

　そこには案の定、にっこり笑いながらも眉まゆを引きつらせる奈々の姿が。

「その背中にぴったりくっついてる子、どういうこと？　あたしよくわからないんだけど？　まさか同どう棲せい……内ない縁えんの妻つま？　それも金髪のこんな可愛い子」

「あ、いやこれは……違うんだ。これには事情が──」

「うん？　これは？」

　にっこり笑え顔がおの奈々だが、その声には何とも言えない危険な感情が満ちている。温おん厚こうな彼女がここまで怒ど気きに満ちているのは初めてかもしれない。

「話、奥で聞かせてくれる？」

「…………はい」

　奈々に背中を肘ひじでぐいぐいと押され、ミソラはがっくりと肩かたを落とした。

　その五分後。

「だからフィアはバイオテスタで──」

「だめ！」

　顔を真っ赤にした奈々の声が、ミソラ家のリビングに響ひびきわたった。

　ソファーベッドの中央にどすんと腰こしかけた彼女がいて、その左右にディーネとフィア。対するミソラはといえば、なぜか床ゆかに正座をさせられている状態で。

「とにかくダメ！　ダメったらダメ！　不適切な男女交際、絶対反対！」

「だから何もしてないって。だろディーネ？」

『えー？　どうだったかなぁ』

「この裏切りものっ!?」

　楽しくて仕方なさそうな笑顔のディーネ。肝かん心じんのフィア本人はというと、何が起きたかよくわかっていない様子で困ったようにあたりを見回している。

「とにかく、フィアちゃんは無防備すぎるの！」

「きゃっ？」

　ソファーの中央に陣じんどった奈々が、右みぎ隣どなりに座るフィアの脇わき腹ばらをぎゅっと抱だきしめた。

「あ、あの……奈々さん……」

　見慣れぬ人間にいきなり触ふれられて緊きん張ちようしているのか、そう口にするフィアの声が小さく震ふるえているのがわかる。

「わたしバイオテスタですから、そんな気にして頂かなくて……」

「なに言ってるの！　バイオテスタだからこそ人間がしっかり面めん倒どう見みなくちゃいけないの。それに自分の管理者おかあさんを探してＳＩＲＥＮサイレンに来たなんて健けな気げすぎるよ！」

　いまだ警戒気味に身を強こわばらせるフィア。そんな本人の不安を知ってか知らずか、そのふるえる手を奈々がそっと握にぎりしめる。

「フィアちゃんの管理者おかあさん探し、あたしも協力してあげる」

「……お母さん探し……奈々さんが？」

「だいじょうぶ。きっと見つかるよ。ね？」

　惚ほうけたように蒼あおの瞳ひとみを大きく開いたままのフィア。そんな彼女の手を取ったまま奈々が勢いよくこちらにふり向いて。

「というわけでミソラ、あたしも今日はここに泊とまっていくから！」

「ウソだろ!?」

「あたしは本気！　ミソラのこと信用してないわけじゃないし、フィアちゃんを家に呼んだのもいつものミソラだってわかるけど、でもダメなものはダメ！　こんな可愛い子を一人にしたら何されるかわかんないもん！　思春期の男の子ってみんな猛もう獣じゆうなんだから！」

「意味わかんねぇよ!?」

「そ、それは……とにかくイケナイことなの！」

　顔を赤らめながらも立ち上がる奈々。

　かと思った矢先には、彼女は足早にリビングから廊ろう下かへと歩きだして。

「あたし泊とまり用の着き替がえと歯ブラシ持ってくる！　あとフィアちゃん用の寝ね間ま着き、お化け粧しよう、バスタオルとかも一式揃そろえてくるから！」

『ちょ、ちょっとご主人！　吾輩を置いていかないで！』

　こちらの返事も待たずに飛び出していく少女と、その後ろを追いかける拒魔犬シエパード。

「でも奈々らしいっちゃ奈々らしいのか」

　台所に置かれたカレー鍋を眺ながめ、ミソラは小さく苦く笑しようした。

　──最初は怒おこってるように見えたけど。

　──むしろフィアのこと心配してる意味合いのが強そうだし。

　誰だれかが困っていたら手をさしのべずにはいられない。

　それが三咲奈々という少女なのだ。

　自分のために食事を持ってきてくれたこともそうだが、フィアがバイオテスタだという説明に納なつ得とくした後は、むしろ彼女の身の上を気にかける立場で話を聞いて、フィアのために自分が何ができるかをずっと考えていた。

「あの、ミソラさん」

「ん？」

「……奈々さんて、もしかして……すごく良い人ですか？」

　ソファーから立ち上がったフィアが、おずおずとした眼差しで見つめてくる。

「見たまんまのクラスメイト」

「そうですか……え、えへへ……そうだったんですね。奈々さんのこと誤解してました」

　ほんのりと頰ほおを赤らめて、そんな自分の頰に両手をあてる天使型バイオテスタ。

「どうしたんだよ、また急にそんな」

「だってミソラさんに奈々さんに。二人もですよ？　こんな優やさしい人ヒ間トに会えたんだもん。わたし、もう飛び跳はねたいくらいうれしくて」

「……そ、そうか？」

　その澄すみきった笑顔はあまりに無む垢くで幼くて。

　我知らずのうち自分もつられて微び笑しようになっていることに気づいたのは、ディーネにそれを指し摘てきされてからだった。
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　ＳＩＲＥＮサイレンの空に夜色の帳とばりが降りる。

　浴室の蒸気で曇くもった窓ガラスの向こうには点々とした小さな明かり。夜十時を回った今でも都市の研究施し設せつの照明は煌こう々こうと点灯したままだ。

　夜は夜行型バイオテスタの活動時間。また暗くら闇やみでの暗視能力や複雑な神経系・ホルモン分ぶん泌ぴつにかかわる恒常ホメオ性試スタシ験ステストなど夜間ならではの実験も数多い。

「……疲つかれた」

　そんな施設の明かりをガラスごしに見つめ、ミソラは深々と溜ため息いきをついた。

　天てん井じよう部から降りそそぐ熱いシャワーをじっと浴び続ける。精神的な疲ひ労ろうが一気に重なったせいで湯船につかる気力も残ってない。

　……まず昼間のレイベルトとの会話から衝しよう撃げきだったよな。

　光となって消えたバイオテスタ。

　学園研究機関アカデミーのあらゆる資料を閲えつ覧らんしても、そんな記録は残っていなかった。

「だけどレイレイには深入りするなって釘くぎを刺さされたし。まあ、考えたくても手がかりがないのは確かだけどさ……」

　シャワーの水しぶき。

　白い湯気に覆おおわれた視界のなかで、ミソラは頭を抱かかえこんだ。

「あーだめだ。今日は考えるの無理！　ただでさえウチが大おお騒さわぎなんだから！」

　現在のミソラ家は、夕食を終えた奈々とフィア、それにディーネ、おまけに好こう奇き心しん旺おう盛せいな花精フエアリーまで参加した女子だけの歓かん談だんが続いている。おかげで居場所に困ったミソラが、こうして延々と長湯で時間を稼かせいでいるというわけだ。

「でも奈々が来てくれてよかったかもな。フィアも楽しそうだし」

　最初は奈々とディーネの話をうんうんと聞くだけだったフィアも、少しずつ緊張がとけて会話に入っていけていたのがミソラにもわかった。

　そしてこぼれる笑顔。

　嬉うれしさを表す意味の微笑でなく、弾はずむ会話の楽しさゆえに自然と生まれる笑顔もある。今のフィアの表情はまさにそんな笑顔だった。

「……もうちょっと長湯かな。その方が女子だけで遠えん慮りよなく喋しやべれるだろうし」

「だいじょうぶですか。あんまり長湯だとのぼせちゃいますよ？」

「そうなんだよ。まだ大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」

「ああよかった。それならわたし、ミソラさんのお背中流します。得意ですから」

「お？　ありがとな。それなら────────…………あれ？…………」

　そこで、ようやくミソラは我に返った。

「いやいや待て待て。おかしいだろ。いま俺、誰と喋ってたんだ」

「わたしですけど？」

　鈴すずを転がすような可か憐れんな声は、真後ろからだった。

　……まさか。

「フィア!?」

「はい」

　嬉しそうににっこり笑顔でうなずく金きん髪ぱつの少女が、浴室の扉とびらをわずかに開けて首だけをこちらに覗かせている状態だった。

「ミソラさん、外から何度か声かけてもずっと上の空でしたので」

「それは考えごとしてたから……ていうか、あの……ええと」

　あまりのことに言葉が出てこない。

　背中を向け、顔だけをフィアの方に向けている自分に対し──

「失礼しますね」

　扉をあけて金髪の少女が浴室に入ってくる。

　それも胸元にバスタオル一枚だけの、服も下着も脱ぬぎさった一いつ糸しまとわぬ姿でだ。

「ちょ、ちょっとおい!?　ていうか待て、どういうこと!?」

「……あ、あの……ミソラさん、前、向いてて頂けますか……」

　うっすらと視界を覆う湯気を浴びながら。

　少女の姿をした天使型バイオテスタが、ほんのり赤らめた顔でそう言った。

「わたし、嬉しかったんです。人ヒ間トからこんなに優しくしてもらったの、お母さん以外で初めてだったから」

「それとコレはどんな関係？」

「あ、あの……ええと……ですから、それは」

　バスタオル一枚で申し訳程度に身体からだを隠かくした少女が近づいてくる。

　立ちこめる湯気のなかうっすらと浮うかびあがる身体の輪りん郭かく。蒸気に包まれて血色立つ肌はだ、儚はかないほどに華きや奢しやなその肢し体たい。

「ディーネさんが、バイオテスタが人間に恩返しする時はお風ふ呂ろで背中を流してあげるのがＳＩＲＥＮサイレンの常識だよって」

「ディーネ!?　出てこい、あんのエロバイオテスタっ！」

「……で、でも、ディーネさんも週に十五回はミソラさんにこうしてあげてるって」

「その回数からしてウソ確定だろ、どんだけ風呂好きなんだよ俺は！」

「……え？　え？」

　まだ意味がわかっていないのか、フィアの動どう揺ようする声が背中ごしに伝わってくる。

「ええと……つまり……ディーネさんの話は間ま違ちがっていて」

「そう」

「わかりました！　背中を流すだけでなく、頭も洗ってあげればいいんですね！」

「わかってねぇだろ!?　どうしたらそういう発想になるんだよ!?」

「だ、だめだめ！　だからふり向いちゃだめです！」

　最後のバスタオルすら取りはらった彼女があわてて手をふる。すでに両手いっぱいにボディシャンプーの泡あわをのせた状態で。

「だ、だって本当に恩返しだって言われて……。それにわたしもミソラさんに何かお返しをしたくて……ご飯を頂いて、ケガを手当てしてもらって、それにディーネさんや奈々さんていう素す敵てきなお友だちもできたのも全部ミソラさんのおかげだから」

「いや、あれは大したことじゃなくてだな」

「……だけど何か変なんです。風か邪ぜひいたみたいに身体が熱くて……」

「え？」

「わたしバイオテスタだから、人間のミソラさんに裸はだかを見られたって平気なはずなのに、……何だかすごくふしぎな感覚……お母さんには裸見られても全然平気だったのに。あの、その……急に恥はずかしくなって。だから後ろふり返っちゃだめですよ？」

「恥ずかしい？　それって……」

「で、ですから前を向いててください！　ふり向いちゃだめです！」

　──背中に触ふれるやわらかい二つの感かん触しよく。

　彼女の吐と息いきすら感じるほど密着した距きよ離りまでフィアが接してきて。

「だ、だからいいってば！　お礼も何も、俺がフィアを助けたのはこんなこと望んだからじゃないんだって」

「ミソラさんが良くても、わたしはダメなんです」

　ぎゅっと。再び背中にふれる彼女の素す肌はだ。

　そこから伝わる体温は、人間とまったく同じ温ぬくもりに満ちていた。

「…………ねえ、お願いミソラ」

「──っ」

「わたし、こんなに嬉しいのも楽しい日も初めてだから。……こんなに幸せで……だから、何かお返しできないと……わたしの方が嬉しさで胸がいっぱいになりすぎて。心の方が苦しくて耐たえられなくなりそうで…………」

　それは人間に尽つくすバイオテスタとしての本質ゆえか。それとも。

「……気持ちは嬉しいよ。だけどさ」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎって、ミソラはフィアに背を向けたまま静かに続けた。

「さっきも言ったけど俺は何か期待してバイオテスタを助けてるわけじゃない。先生から教わったことを守ってるだけだから」

「……お母さんの教え？」

「そう。それに考えてもみろよ。今だって奈々もディーネもリビングにいるんだろ。ディーネはともかく奈々にこんな姿見られたら」

「フィアちゃーん？　どこ？」

　恐ナ怖ナの声が聞こえたのは、まさにその矢先のことだった。

「ってウソだろおい!?」

「……え？」

　状じよう況きようを理解していない天使型バイオテスタが首をかしげる。その間にも、奈々とディーネらしき足音はどんどんこちらに近づいてきて。

「あれ。どうしたんだろフィアちゃん？　急にいなくなっちゃったけど」

『んーどこだろうね』

　心配そうな奈々の声と、こちらは空とぼけたディーネの声。

「おーい、フィアちゃん？　いたら返事して、どこ？」

「あ、はい！　こっちです」

「だから何でこのタイミングで元気に返事するんだよぉぉぉっっ!?」

　フィアの愛らしい声に続いてミソラの悲ひ惨さんな絶ぜつ叫きようが浴室にこだまする。

「あ、フィアちゃんそっちか。ねえねえどうし────」

　わずかに開いたままの浴室の扉。

　フィアが閉め忘れたほんのわずかな隙すき間まから、奈々と正面から目があった。

「……ミソラ？」

　奈々の視線が自分のすぐ後ろ。すなわち自分の背中にほぼ密着する姿勢で接している裸のフィアへと向けられて。

「あ、あの待ってくれ奈々。違うんだ。これは大いなる誤解が……」

「ねえ、ミソラ」

　奈々の返事は、ミソラが恐怖を覚えるほどに優しい口調だった。

「たしかにフィアちゃんはあたしから見てもすごく可愛いし良い子だよ。こんなに細いのに胸もあって、手足も長くてスタイルいいよ？　でもね、だからこそイケナイと思うの。いくらフィアちゃんがバイオテスタだからって…………これは……つまり……」

「……つまり？」

「ミソラのバカバカ、えっち、不純、サイテーだよ！」

「痛っ!?　ちょっと奈々、リンゴ投げるなっての。だからこれは誤解で」

「ミソラのバカ──────っ！」
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「くしゅん！」















　リビングから扉一つ隔へだてて繫つながった廊ろう下か。

　その床ゆかで非常用寝ね袋ぶくろにくるまりながら、ミソラは自分の鼻先に手をあてた。

「……湯冷めしたかも」

『ふん、破は廉れん恥ちな行こう為いをした貴様が悪い』

「だから誤解だって。あの後ちゃんと説明して奈々も納なつ得とくしただろ？」

　目の前に座るのは拒魔犬シエパードのブルちゃんだ。

「お前こそリビングに戻もどらないのかよ駄だ犬けん。奈々の傍そばにいるのが役目だろ」

『ご主人の安全を守るにはお前を見張るのが一番だ』

「何だよそれ……まあいいけどさ」

　頭まで寝袋にくるまる。さすがに今度こそ疲ひ労ろうの限界だ。

　その大半が奈々の怒いかりを静めるための気き疲づかれな気もするが、状況が状況だから奈々が勘かん違ちがいするのも仕方ないのだろう。いまはすっかり機き嫌げんも元通りで、リビングで再びフィア、ディーネと一いつ緒しよに歓かん談だんしてくれている。

「とにかく今日は……もう寝よ」

　リビングから伝わってくる楽しげな笑い声。

　扉一枚を隔てた幸せそうな世界に溜ため息いきをついて、ミソラは一人寂さびしく眠ねむりについた。
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　月明かり。

　閉じたカーテンの隙間からこぼれるように部屋に差しこむ清せい涼りような光。

「…………」

　ソファーベッドの上で、フィアはぼんやりとその輝かがやきを眺ながめていた。隣となりの奈々はだいぶ前に目を閉じて、いまは小さく寝息をたてて寝入っている。

『残念だったね。ミソラの背中洗ってあげられなくて』

「え？」

『まじめに恩返しのこと悩なやんでたじゃない？　だから深いこと考えなくていいよって意味で言った冗じよう談だんだったんだけど、まさか本当に素すっ裸ぱだかになってミソラに突とつ撃げきするとは思わなくてさ。でも恩返ししたいって気持ち、同じバイオテスタだしわかるよ』

　はたとリビングの奥へとふり返る。

『で、まだ眠れないの？』

「……ディーネさんこそ」

『あたしは睡すい眠みんとかほとんど要いらないもん。そういう風に創つくられたから』

　四人用のテーブルの角、頰ほお杖づえをついてこちらを見つめる水精霊ウンデイーネ。

『でも見た感じフィアは違うでしょ。肉体構造だって人間とほとんど同じじゃない？』

「……内臓、神経系、筋肉組織、ホルモン分ぶん泌ぴつ。89パーセント以上が人間の女の子と同じだってお母さんは言ってました」

　残り11パーセントの差さ違いが何にあたるのかはフィアも知らない。母親が言わなかったから聞く必要もないと思っていた。いずれ教えてくれるだろうと。

「でも、わたし知らないことばっかりで……」

　そもそもなぜ母が自分を創り、そして人間の子と同じような育て方をしたのか。

　そして一年前、なぜ突とつ如じよとして姿を消したのか。

『それで、また体力が戻ったらお母さんとやらを探しにいくの？』

「…………」

　それには答えず。

「……あの、ディーネさん。ミソラさんて、なんでバイオテスタのわたしにこんな優やさしくしてくれるんですか」

『そりゃミソラだから』

　水精霊ウンデイーネの答えに迷いはなく、そして自信に満ちていた。

『アイツね、ずっと昔にめちゃくちゃ凄すごい先生にバイオテスタのこと教わったんだって。自分はただその時からの言付けを守ってるんだってさ』

「……お母さん？」

『そだね。ミソラにとっては先生。ずっと昔に研究施し設せつで大爆ばく発はつが起きてね、その時に瀕ひん死しだった自分を助けてくれたのがそのアナスタシアって女ひ性とだったんだって。その先生からバイオテスタ工学を教えてもらったんだって言ってた』

　次バ世イ代オ新テ生ス物タに関するあらゆる学術的知識と経験。

　だがアナスタシアが少年ミソラにもっとも大事にさせたのはそういった形式的なものでなく、バイオテスタという存在そのものに対する心構えだった。

『方程式って知ってる？』

「……えと、数学で勉強するアレですか？」

『そそ。数学でも物理でも自然科学全ぜん般ぱんでも何でもそう。森羅万象あらゆるものを対象にしてさ、そこにある関係を「＝イコール」で連結させればできあがり。「３＋２＝５」みたいにね。世界には方程式とその解が無限にあるけど、ミソラが教えてもらったのは……』




〝ミソラ、あなたに最高とびきりの方程式を教えてあげる〟

〝オムニスの方程式を──〟




　どんなバイオテスタも「＝イコール」になるような世界。

　人とバイオテスタを平等に「＝イコール」でつなぎ合わせる。そこにどんな変数や未知数が入りまじったとしても、オムニスの方程式に解けない解はない。

「それをミソラさんが……？」

　ソファーの上で、フィアは何度も目を瞬しばたたかせた。

　……どんなバイオテスタも平等に。

　……そんな、そんな理想の世界があれば自分はどんなに……

「でも……もしそんな世界があっても、やっぱりわたしがいれば誰だれかが傷つくから……」

『え？』

「い、いえ！　なんでもないです！」

　掛かけ布ぶ団とんを頭の先まで引き上げて身体からだ全体をすっぽりと覆おおいかくす。が、ややあって、ふたたび布団から頭だけを覗のぞかせて。

「……あの、あと一つだけいいですか」

『いいよ』

「ディーネさんは、その……ええと、その話を信じてますか？」

『うーん。どうだろね』

　複雑そうな微び苦く笑しようをこぼす水精霊ウンデイーネ。

『そんな理想だらけの世の中なら、あたしはここにいないもん。台所で寝てる花精フエアリーも、その奥にいる妖精猫ケツト・シーもみんなそう』

「……ええと、それは」

『捨てられたのもいれば、自分から家を出たのもいる。それをミソラに拾われたの』

　捨て猫ねこ、捨て犬という社会問題がある。ペットを飼っていた人間が面めん倒どうを見きれなくなった、愛あい想そを尽かした、餌えさ代がかかる等、さまざまな理由でペットを見放すというものだ。

　バイオテスタにも同じような事例はあとを絶たない。むしろ人間並の知性と感性をもたせたからこそ、主人である人間と衝しよう突とつが起きるということも少なくない。

『人間は色々。でもあたしはミソラのこと好きだよ』

　廊下の方を見やってディーネが微ほほ笑えむ。

『ミソラは何かあると口くち癖ぐせみたいに「いや、これは先生から教えてもらったことだから」って謙けん遜そんするじゃん。でも、そんな簡単なことじゃないはずなの。あたしや他のバイオテスタを見つけては拾って面倒見てさ……』

　本人はそのせいでいつも金欠。空腹に耐たえながら、生活費を稼かせぐために暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつの依い頼らいを受けて、そして絆ばん創そう膏こうだらけになって帰ってくる。

　それでも言うのだ。これは人間の義務だから、と。

『あたしが思うのはね、たぶん逆なんだってこと。先生に学んだことをミソラがやってるんじゃなくて、ミソラができることを先生が気づかせてあげただけなんだって』

　かつて瀕死の重傷を負った少年は、方程式オムニスがその血液と融ゆう合ごうすることで一命を取り留めた。だからこそ意識が戻った時に少年は決意した。

　ならば次は自分の番だと。

　自分がすべてのバイオテスタを救う番なのだと、少年は自らにそう誓ちかった。

『だから、これは最初からミソラ本来の優しさなんだなって考えてる。先生の教えとか関係ないミソラの心の原風景。そう考えるとさ、応おう援えんしたいなって気持ちはあるの』

「……ミソラさんの方程式の話をですか」

『うん。まだ他愛たわいない理想の方程式だけどね。いつか本当になればいいなって』

　テーブルに頰杖をつくディーネがくすっと噴ふきだす。

『フィアは？』

「わたし？」

『そう。だってミソラの理想論は、フィアのお母さんが言ったことでもあるんだよ。あたしに聞くより自分はどうなの？　信じられそう？』

「……わ、わたしは……」

　ソファーベッドの上で両りよう膝ひざを抱かかえてうずくまる。

　わからない。母親としてのアナスタシアとはそんな話したことがない。だからこそ自分以外のバイオテスタの意見を聞いてみたかった。

「……わかりません…………だけど……」

　口元に掛け布団を押しあてながら、フィアは消え入りそうな声とともに頷うなずいた。

「わたし、ミソラさんの考え方……好きです。いつかそんな未来が来たらいいなって」

『そ。なら良かった。話した甲か斐いがあったね』

　ディーネが器用に片目をつむってみせる。

　高分子化合物で構成された彼女にとっては造作もない仕草だが、それは何だか、とても彼女に似合ってるポーズだった。

『話はおしまい。もう寝れそう？』

「……はい」






　フェーズ３　「福音機関イスカリオテ」
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　朝七時三十分──

　学級活動ホームルームが始まるちょうど一時間前。通学路にあたる川沿いの道を、ミソラは奈な々なの歩調に合わせて歩いていた。

「ありがとな、わざわざ朝飯まで手伝ってもらって」

「ううん。あたしが泊とまらせてって言ったんだもん。でもディーネはやっぱりすごいね。料理から掃そう除じまで何でもできちゃうんだから」

　両手を大きくふりながら歩く奈々。

　その背中には今日の講義テキストが詰つまった小さなリュック。学園研究機関アカデミーの通学鞄かばんは別にあるのだが、小こ柄がらな彼女にはやや大きくて重たいらしい。

「昨日はいつまで起きてたんだ？」

「んと、深夜の二時くらいまでは三人でお話ししてたよ。その後あたしだけ寝ねたけど、フィアちゃんとディーネは起きてたかも」

「精せい霊れい系バイオテスタは睡すい眠みんほぼいらないからな。フィアも昨日で寝だめしてたし」

　小さくうなずいて、ミソラは鞄を右みぎ肩かたに担かつぎなおした。

　水精霊ウンデイーネの睡すい眠みん時間は一時間。しかも必ひつ須すというわけでなく、無くても行動にほとんど差しつかえないのだから羨うらやましいかぎりだ。

「でも奈々だって、昨日寝るの遅おそかったのに早起きして朝ご飯作ってくれてたじゃん。ありがたかったんだけど、平気か？」

「もちろん！　ほら、あたし女子寮りようで一人暮らしだし、お父さんお母さんはＳＩＲＥＮサイレンの外で働いてて中々会えないから。みんなで夜一いつ緒しよに過ごすのってお泊とまり会みたい。ディーネもフィアちゃんも同い年くらいの感じだし」

「……まあ、俺もフィアに対する誤解がとけて良かったよ」

　結果的に昨日のお泊まり会は成功だったということなのだろう。ちなみに奈々の護衛役であるはずの駄犬ブルちやんは、奈々がこうしている今もミソラ家で熟じゆく睡すい中だ。

「でもフィアちゃんすごいよね」

「すごいって？」

「食欲」

「ああ……。俺とディーネも同じ衝しよう撃げきを体験した」

　バイオテスタ特有の貯蔵多糖グリコーゲン補給衝しよう動どう。天使のように愛らしい人間の女の子に見えて、唯ゆい一いつバイオテスタらしい特とく徴ちようがあの食欲かもしれない。

　リンゴ九つとグレープフルーツ三個、さらに冷蔵庫に残っていたホットケーキ五枚にホイップクリームを山のようにのせたものをぺろりと完食。可か愛わいらしく、けれど延々と食べ続ける姿に、奈々にいたっては驚おどろきを通りこして爆ばく笑しようしていたほどだ。

「フィアちゃん、あれでまだお腹四分目だって。あの食べっぷりは見てて楽しいよね」

「俺は家計が心配になってきたけどな……」

「だいじょーぶだよ。あれだけ食べれば一週間は保もつんじゃない？」

「そうであると思いた────」

　気配。前ぶれなく背後に感じた違い和わ感に、ミソラは瞬しゆん間かん的にふり返った。見つめる十字路の曲がり角。そこから現れたのは。

「やっばい、遅ち刻こくよ遅刻！　間に合わなくなるわ！」

「あれ？　京きよう花かちゃんだ。おはよー」

　奈々が手を振ふった方向から、重反応加速アクセルによって加速したアリスベル・イア・京花が凄すさまじい勢いで走ってくる。いや突とつ撃げきしてくるといった方が適当だろう。前を走る自動車すらあっという間に抜ぬきさって──

「よぉ京花、今日って女子テニス部の朝練だっけか？」

「違ちがうわよ！　朝の購こう買ばい！　朝限定三十個の焼きカレーパン、あのパンのない一日なんて耐えられないわ！」

　向かい風にスカートが大きくなびく。といってもそれは彼女も自覚のうえなのだろう、スカートの下にはしっかり運動用のアンダースコートを着用済みだ。

「悪いけど急いでるの、また学校で！」

　残像と砂すな煙けむりだけを残して過ぎさっていくクラスメイト。

「さっすが理装執行者シミユレーター、速いね京花ちゃん」

「……言っとくけど、あれ道路交通法違い反はんだからな」

　自動車の速度制限のようなものだ。

　理装執行者シミユレーターの能力には使用制限がある。いまの重反応加速アクセルも同様で、走行する自動車すら追いぬくほど加速した京花が一いつ般ぱん人と接せつ触しよくすれば大事故になる。

「そういえば去年のマラソン大会、重反応加速アクセルの使用禁止は納なつ得とくいかないって京花ちゃん溜ため息いきついてたっけ」

「……いや、常識的に考えてダメだろ。理装執行者シミユレーターたちで上位独どく占せんするぞ」

　学園研究機関アカデミーの生徒は四学年二〇〇〇人。

　もしも重反応加速アクセルの使用が認められるようなことがあれば、京花を含ふくめ学園に八人いる学生理装執行者シミユレーターたちが上位を独占するのが目に見えている。

「でも去年ミソラも順位良かったよね？　帰宅部なのにってみんな驚いてたよ」

「帰宅部代表の意地を見せたんだよ。ていうか家に帰ったって毎日トレーニングしてるし。京花だって身体からだ鍛きたえるくらい当然にやってるんだろ」

「うん。単に疲つかれるのと時間取られるのが嫌いやなだけって言ってた」

　リュックを背負いなおしながら奈々が苦笑。その間に、前方に走っていった京花はとっくに影かげも形も見えなくなっている。

「…………」

「？　ミソラ、どうかした」

「……やべ。忘れ物したかも」

　自分の鞄を開けて中身をあさる。

「忘れ物？　まだ時間あるから一緒に戻ろっか」

「いや、奈々は先に行っててもらっていいかな。俺も学級活動ホームルームまでには行くから」

「そう？　別にあたしも用事ないから一緒に行けるけど？」

「さすがにそれは悪いよ。俺もすぐ行くから」

　奈々を先に歩かせて、自分はその場に踏ふみとどまった。川沿いの道。ガードレールにもたれかかりながらも奈々が見えなくなるまで見送って──

　さっと背後をふり返る。

「誰だれもいない、よな」

　違和感にも近い怖おぞ気け。

　それに気づいたのは、ちょうど京花が走ってきたのと同じタイミングだった。最初は京花の気配を感じただけかとも思ったが、明らかに違う。

　京花がいなくなっても、最初に感じた気配は消えてない。

　……なんかイヤな感じだ。

　……昨日も妙みような視線ていうか気配っぽいのにつきまとわれてたし。

　ずっと昔に経験した苦い思い出。

　目の前の暴走バイオテスタに集中するばかり、真後ろから忍しのびよってきた二体目に気づかず不意打ちを受けたことがある。その瞬間に感じた怖気によく似ている。

　だからこそ奈々を先に行かせた。いや、逃にがしたのだ。

「…………」

　見つめる先の十字路にも人ひと影かげはほとんど見あたらない。先の京花のような例外を除いては、学園研究機関アカデミーの学生が登校するにはだいぶ早い時間だからだろう。

　では、自分が感じた気配の正体は？

　このまとわりつくような寒気が勘かん違ちがいとは思えない。が……

「仕方ないか」

　重たい息を吐はきだして、ミソラは再び踵きびすを返した。

　辺りを見回して見つからないのであれば現在地に留とどまる理由はない。気配の主の目的がわからない以上、それに構うのは──




　ぴちゃ……




　水すい滴てきが跳はねた音が聞こえたのは、その時だった。

「まさか」

　ガードレール下、舗ほ装そうされた急きゆう斜しや面めんを下った先を流れる川。第二衛星都市との区界でもある川の水面から、突とつ如じよとして巨きよ大だいな水みず煙けむりが噴ふき上がった。

「水中に隠かくれてやがったのか!?」

　飛びだしてきたのは真っ青な身体を持つ精霊型バイオテスタ水精霊ウンデイーネ。

　さらにその水しぶきの中を飛来する冬妖精スノウリイも。

　──この組み合わせ。

　──俺が一昨日おとといに戦ったバイオテスタたちか！

　施し設せつでの戦せん闘とうが脳のう裏りをかすめる。もしあの時と同じ強力な個体だったとしたら。

「くっ！」

　鞄を放ほうりだしてミソラは真下の川かわ縁べりに向かって跳ちよう躍やくした。直後、水精霊ウンデイーネの放った巨大な水すい弾だんがぶ厚いガードレールをへし曲げる。

「悪い予感、的中か」

　咄とつ嗟さの判断が正しかったことを確信する。

　ミソラが真下の川縁へと飛び降りてなかったら、水精霊ウンデイーネの水弾はガードレールの奥へと向けられていた。そこで自分が水弾を避よけていれば、標的を失った水弾は奥にある一般住宅の壁かべを粉ふん砕さいしていただろう。

　川縁に着地。

　目の前には川から上がってきた水精霊ウンデイーネと冬妖精スノウリイが二体。わざわざ水中に隠れて待ち伏ぶせしていたことを考えても明らかに自分を狙ねらってきている。

「理由はわからねぇけど、来いよ。川こ縁こならいくらでも相手してやる」

『────』

　水精霊ウンデイーネが両手を持ちあげる。

　と同時、水精霊ウンデイーネの横を流れる川から巨大な水しぶきが噴き上がった。

　川の水位が下がるほどの膨ぼう大だいな水量。空高く噴き上がった飛ひ沫まつが水のカーテンとなり、ドームのような半球状と化して自分たちをその内側に閉じこめる。

「っ、なんだこの能力!?」

　川の水を遠えん隔かく操作したというのか。

　水精霊ウンデイーネにかぎらずそんな能力を持つバイオテスタなど聞いたことがないし、そもそもどんな物理法則でソレを可能にしているのか想像もつかない。

「まさか新種？」

　空中を複雑な軌き道どうを描えがきながら迫せまる冬妖精スノウリイ二体。

　その吐と息いきが大気中の水分をまたたく間に凍いてつかせ、凍とう結けつさせる。具現化した氷の粒つぶが鋭するどい針となって降りかかってくる。

　数百から千にもおよぶ針状の氷ひよう塊かい。

　が、その息い吹ぶきよりもなお速く、ミソラは水のドーム内を駆かけぬけていた。

　──重反応加速アクセル。

　呼吸という名の異化代謝の効率と反応速度を極限まで引き上げることで膨大なＡＴＰを生成、筋組織の瞬間的増強と運動能力向上を実現。さらに全神経系における神経衝撃インパルスの伝導を限界まで加速させることで超ちよう速そくの反応行動を可能にする。

　そしてその疾しつ走そうは、ミソラの姿が瞬間的に消失したと錯さつ覚かくさせるに十分すぎた。

『ッッ!?』

　標的を見失った冬妖精スノウリイたちが空中停止。

　その一瞬の虚きよを逃のがさず、ミソラは上空十メートルの高度までたった一歩で跳躍していた。再び息吹を吐きだすより先に拳こぶしを受けてのけぞる冬妖精スノウリイたち。

　──その二体が。

　──一瞬の硬こう直ちよく後、光となって消しよう滅めつした。

「こいつらもか!?」

　一昨日の施設で見たのと同じ現象だ。

　暴走バイオテスタに蓄ちく積せきされているはずのＯＦＦオフ化合物。それを可逆生成パラダイムによって消滅させようと触ふれた途と端たん、まるで陽炎かげろうのように消えてしまう。

　……触れた感かん触しよくは通常のバイオテスタと同じなのに。

　冬妖精スノウリイは小こ柄がらで花精フエアリーほどの大きさしかない。ミソラとて本気の拳で殴なぐる気はおろか、今のも拳で触れる程度での接触だった。それでも消滅を免まぬかれなかった。

「くそっ！　レイレイ、本当に死んでないんだよな。噓うそだったら後で怒おこるぞ！」

　なかば絶ぜつ叫きようしながらミソラは駆けた。超加速による接近に水精霊ウンデイーネが反応する間も与あたえず、拳で殴りつける。……いや、そうしようとした矢先。




「水精霊ソレを倒たおされるのは困るな。せっかくの水結界が消えてしまう」




　拳が止まった。いや、身体そのものが凍こおりついたように動かなくなった。

　──突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者。

　その男の持つ異様な雰ふん囲い気きに、全身の細さい胞ぼうが警けい戒かいして動きを止めた。それほどの重圧感を持つ「何者か」が、水のドームの内側に入ってきたからだ。

『────』

　水精霊ウンデイーネが、その男を前にして小さく頭を下げる。

　さながら主あるじを前に一礼する部下のように。

「…………」

　それは、全身を暗色のコートで覆おおいかくした男だった。

　目線はおろか顔の大部分までぶ厚いフードの下に隠れ、わずかに見えるのは口元のみ。身長は自分よりわずかに高いがレイベルトよりは低い。外見から得られる情報はその程度だが、広大なＳＩＲＥＮサイレンでもこんな装よそおいの男は見たことがない。

　──まるで空想の物語に出てくる魔ま術じゆつ師し。

　──それが、真っ先にミソラが思い描いた近似イメージだ。

　その佇たたずまい。

　隙すきがなく、そして全身からにじみ出るような敵意と圧力。

「……アンタ、誰だ」

　その場に一歩として動かず、コートの男と正面からにらみ合う。

　時間にして数十秒間の沈ちん黙もく。水すい膜まくのドームに満ちていく緊きん張ちようを感じながら──

「用件は二つ」

　それが男の二言目。

「一つ。貴様、どうやって俺の幻獣を逆召喚した？」

「……なんだって？」

　男の声が聞きとりにくかったわけではない。

　ただただ純じゆん粋すいに、相手が言葉に滲にじませた質問に対し、まったくと言っていいほど覚えがないことからの言葉だった。

「幻獣？　逆召しよう喚かん？……意味がわからない。何だよそれ」

「それが狂きよう言げんのつもりならば滑こつ稽けいだな」

　男の声が一段強くなる。

　得体の知れない外見ながら予想していたよりずっと若く、そして力強い口調で。

「俺が召喚した冬妖精スノウリイ。俺の目の前で消滅させておきながら」

「……冬妖精スノウリイの消滅」

　それだけを抜ぬきだすのなら確かに心当たりはある。たったいま自分の拳が触れた途端に消滅していった冬妖精スノウリイだ。

「さっきのバイオテスタのことか」

「バイオテスタ？　ああなるほど。もういい、十分だ」

　男の声に憫びん笑しようめいた感情が生まれた。

　侮ぶ蔑べつ。明らかにこちらを見下した態度で──

「逆召喚の手法。まさかこの世界側での新技術かとも警戒したが、杞き憂ゆうか。それに貴様が無知であることも十分に伝わった」

「……なんだって」

「用件の二つ目」

　一歩、男が足を大きく踏ふみだした。

「『フィオラミリス』をどこへ隠した」

「？　バイオテスタの名前か？」

「謀たばかるな。一昨日、俺がようやく捕ほ獲かくしかけた『あの天使』、貴様が連れ帰った一部始終を俺が把は握あくしていないとでも思ったか」

「天使？　まさかフィ────」

　天使という単語に、真っ先に思い描いたのは天使型バイオテスタであるフィアだ。が、咄嗟にその名前を口走ろうとした衝しよう動どうをミソラはぎりぎりで制せい御ぎよした。

　……今の会話で一つだけ理解できた。

　……一昨日の事件でフィアを狙っていたのはこいつだ。

　自分の持ちこんだバイオテスタを何らかの方法で暴走させ、その混乱に乗じてフィアを強ごう奪だつしようとした。それを偶ぐう然ぜんに救出したのが自分。そう考えれば辻つじ褄つまがあう。

「表情が一変したな？　思うところは有るようだが」

「あいにく心当たりがないね」

「こちら側が正当な権利者であったとしても？」

「正当な権利？　冗じよう談だんだろ」

　目の前の男、そして奥の水精霊ウンデイーネの挙動を常に追いながら。

「バイオテスタの管理権はＳＩＲＥＮサイレンへの届出が必要なんだよ。お前に管理権があるっていうなら正式な管理タグを呈示してみせろ」

　この男に管理権などあるわけない。

　フィアは母親アナスタシアを探してＳＩＲＥＮサイレンの外部からやってきた個体だ。管理者不在の稀き少しような天使型を狙ってこの男が現れたと考えれば整合性がつく。いずれにせよ、指定隔かく離り種の大海蛇シーサーペントまで持ちこむような輩やからに彼女の所在は絶対に明かせない。

「どうした、管理タグも知らないのか？」

「…………」

「それができないっていうんなら──」

「……哀あわれだな」

　沈黙を続けていた男の、溜ため息いきにも似た吐息。

「貴様、あの天使が本当にバイオテスタだと思っているのか。貴様たち下位世界の劣れつ悪あくな模コ造ピ品ーと神性なる真天使の違ちがいもわからないとは」

「……真天使？」

「この世界の人間には過ぎた代しろ物ものだ。あの天使の存在はな」

　だらんと下げていた手を男が胸の高さまで持ちあげた。

　その掌てのひらに収まっているのは深い青みを帯びた宝石だ。瑠璃ラピスラズリ。青金石ラズライトを主成分とし、『天空から落ちた欠片かけら』とも喩たとえられるほど青空に似た稀少石。

　それが──

「福音機関イスカリオテより、青の第三相ネックザール」

「っ!?」

「名乗ることにしている。といっても貴様にではない。新約召喚する幻獣に対し、この俺が主であると承しよう認にんさせるためのものだ」

　ネックザール。そう名乗る男の握にぎる宝石から光があふれだす。

　強い蒼そう光こう。

　それも陽光を浴びての反射光ではなく、まるで自らが発光しているかのように。

　あふれた光が収束。髪かみの毛のように細かった光の糸が、空中で織り合わさって複雑な光の文様を描きだしていく。

「第三位『波動』開放」

　それは扉とびらにも似た光の円えん環かんだった。




　──『Rh/s hec ele Selah謳え　世界の扉』──




　光が弾はじけた。

　円環をなしていた光の文様から、薄うす水色の羽をもつ妖よう精せいが浮うかびあがる。掌にのるほどの大きさで、綿毛のように朧おぼろ気げな光を放つ幻げん想そう生物が……

「冬妖精スノウリイ!?」

　緊張で渇かわききった喉のどでミソラは叫さけんだ。

　寒気すら感じるほどの驚きよう愕がく。目の前で起きているのに、その現実が信じられない。

　バイオテスタが光の中から現れた。

　……さっきと逆の現象だ。

　……光になって消えたと思ったバイオテスタが、今度は光の中から戻もどってきた？

「これが幻獣。バイオテスタなどという模コ造ピ品ーと一線を画す原存在オリジナルだ」

「幻獣!?」

「お前の知らない真実を教えてやる」

　召喚者ネツクザールが腕うでを水平にふりかざす。

　主の名を受け、現れた二体の冬妖精スノウリイそして水精霊ウンデイーネが同時に動いた。

　──やばい。

　本能的な危機察知のまま、ミソラは後方へと飛び退のいた。

「『我々の世界』と『お前たちの世界』。本来なら決して交わることのない並行世界が繫つながった世界連結の日。これを福お音れ機た関ちは『ネクサス事象』と呼んでいる」

「……世界が連結？　いきなり何を」

「貴様ごときが知るわけもない。中セ央ン統ト合ラ樹ルとやらがひた隠かくしにしているそうだからな」

「なにっ!?」

　ネックザールの発した単語に、背筋から冷たいものが伝っていった。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルはＳＩＲＥＮサイレンをまとめあげる中ちゆう枢すう機関だ。

　大陸政府の特命で成立したが、ここ十数年のバイオテスタ開発によって権力が急増、現在では大陸政府からも半ば独立した地位を確立しつつある。

「世界連結をもたらしたネクサス事象がいつ、どのように発生したのか。その全ぜん貌ぼうを知る者は存在しない。……が、その影えい響きようは両世界にとって計りしれない」

　水膜のドームいっぱいの高さまで飛ひ翔しようする冬妖精スノウリイ。

　そして再び両手を高々と掲かかげる水精霊ウンデイーネ。

　三体の幻想生物の中央に位置取りながら、再びネックザールが距きよ離りを詰つめてくる。

「模コ造ピ品ーでありながらよく似せたものだとは感心する」

「……何を」

「まだわからないか？　この世界のバイオテスタとは、すべて『我々の世界』で新約召喚された幻げん獣じゆうたちを原存在モチーフにして創つくられた人工生物だ」

「──なっっ!?」

　ミソラの唇くちびるを伝ってもれた声は、言葉とも悲鳴とも言いがたい何かだった。

「バイオテスタが？　それこそ適当言うんじゃねえよ。バイオテスタの見本になったのは全部お伽とぎ話ばなしの空想生物だろうが」

「その大元も含ふくめ、すべて新約召喚によって召喚された幻獣だと言っている」

　召喚者ネツクザールの言葉には焦あせりの感情一つない。

　ただ淡たん々たんと、さながら教本テキストを暗唱するかのような口ぶりで。

「ネクサス事象によって生まれた世界連結。『扉』とも『傷きず跡あと』とも喩えられるが、この連結点そのものは非常に小さい。召喚された幻獣が連結点を通過して『この世界』に来ることはあっても、目もく撃げきされることは稀まれだった。中セ央ン統ト合ラ樹ルの意図など知ったことではないが、世界連結の事実を隠すには都合がよかっただろうな」

「…………」

「幻獣の力はどれも強力この上ない。が、それを利用したくても『この世界』の人間には幻獣を召喚する力がなかった。そこで考案された苦肉の策が、バイオテスタという幻獣の模コ造ピ品ーを作りだす代だい替たい手段というわけだ」

「それを、そう簡単に信じろっていうのかよ……」

　握る拳こぶし。その指先が震ふるえているのが自分でもわかる。

　──バイオテスタ製造の発ほつ端たん。

　自分は知らない。聞いたこともない。三み咲さき奈々、京花、学園研究機関アカデミーの教授、研究者の誰だれ一人ひとりとして知る者はいないだろう。

　……ああ、だけど一つだけわかったよ。

　自分がバイオテスタ製造の発端を知らなかったように。この男もまた、バイオテスタについてとんでもない大間違いをしでかしていることに。

「天使フィオラミリスの居場所を吐はくのなら三十秒以内だ。それまでに──」

　それが召喚者ネツクザールからの宣戦布告。

「貴様は全身凍とう結けつして物もいえなくなる」

　両りよう腕うでを天に向けていた水精霊ウンデイーネが腕を一気に振ふりおろす。

　──轟ごうッ！

　大瀑ばく布ふさながらの水しぶきを上げて川の水が逆流し、無数の水すい弾だんとなって押しよせる。

　その一発一発がガードレールを紙細工のように破は壊かいしたことを踏まえれば、下手な銃じゆう弾だんどころか特とく殊しゆ装そう甲こう車に搭とう載さいされた重じゆう機き関かん銃じゆう級の破壊力かそれ以上。

　人間が一発でも被ひ弾だんすればどうなるか。

「さっきの水弾か！」

　上空から機関銃さながらの密度でもって叩たたきつける水弾。

　地表ぎりぎりまで身を屈かがめ、ミソラは一気にその弾だん幕まくのなかを駆かけぬけた。

　──集中しろ。

　もしも人間が機関銃の弾丸を避よけることができるとすれば、それに必要な条も件のは光速で動ける脚きやく力りよくのような、単純な運動能力ではない。

　光速で動けたとしても間に合わない。なぜならＤＮＡに刻まれたヒトの設計図において、銃弾を見た後に回かい避ひ行動ができるような神経系の伝導速度は規定されていないからだ。

　必要なのは神経を伝う電位差伝導速度、そして刺し激げきに対する陽イオンの発生速度。

　さらには脳からの「回避」命令を受容する筋組織の収縮反応速度。

　重反応加速アクセルとは──

　まさにその複数の「重なる」「反応」を「加速」させる能力なのだから。

「ッ、その速度。貴様もあの理装執行者シミユレーターとかいう特とく殊しゆな……？」

「そんな大層な肩かた書がき持ってねぇよ。ただの通りすがりの一いつ般ぱん人だ」

　肩をかすめていく最後の水弾をかわし、正面の水精霊ウンデイーネへとつま先を向ける。

　……確かに感じる。

　……認めたい事実じゃないけど、こいつら俺の知ってるバイオテスタじゃない。

「まずは──」

「が、その動きはこちらも知っている」

　ピシリッ。

　冷たく透すきとおった音と共に、踏ふみだしかけた右足が突とつ如じよとして固く締しめつけられた。

「っ、冬妖精スノウリイか!?」

「氷の牢ろう獄ごくだ。鋼鉄より硬かたく頑がん丈じよう。その右足、脱だつ出しゆつ不可能と思え」

　真っ青な氷ひよう塊かいに閉じこめられた右足首。

　水精霊ウンデイーネの水弾を自分が避けることまで計算した冬妖精スノウリイが、真後ろに忍しのびより、地面に着弾した水弾の飛ひ沫まつごと足首まわりの大気を凍こおらせたのだ。

　右足首から右みぎ膝ひざへ。さらに背中を伝って上半身まで氷の蔦つたが縛いましめていく。

「ＳＩＲＥＮサイレンの情報は掌しよう握あくしている。天使フィオラミリス追つい跡せきの片手間だがな」

「理装執行者シミユレーターのデータも予習ずみってわけか……」

　首の高さまで氷の蔦に拘こう束そくされながらも、唯ゆい一いつまともに動く視線だけで、ミソラは近づいてくる水精霊ウンデイーネとネックザールを睨にらみつけた。

　……こうも情報量に違いがあるのか。

　理装執行者シミユレーターの能力まで熟知しているのは、おそらく理装執行者シミユレーターとの戦せん闘とう経験があるからだ。それに対し、こちらはまだ相手の手の内をほとんど理解できてない。

「俺も……一つ聞きたい。一昨日おととい、この近くの施し設せつを襲しゆう撃げきしたのはお前の幻獣のはずだ。あれはバイオテスタの情報を奪うばう目的もあったのか？」

「なぜそう考えるか理解に苦しむな」

　ネックザールの応こたえは、呆あきれかえった嘆たん息そくだった。

「この世界のバイオテスタはすべて幻獣を真ま似ねた模コ造ピ品ーだ。新約召喚によって原存在オリジナルを呼びだすことができる我々が、なぜ性能の劣おとる劣れつ化か品を必要とする？　求めるのは神性なる『天使フィオラミリス』だけで十分だ」















「……劣化品？」

「が、この世界にはちょうどいい代しろ物ものか。低級幻獣の一体すら召喚できない人間に、幻獣に遠く及およばない性能の劣化品。研究という名目で命を弄もてあそび、創造主にでもなった気で支配する。そんな世界にはバイオテスタなどという玩がん具ぐも悪くない」

「…………」

「一昨日は、たまたま天使の逃にげこんだ先が────」

「もういい」

「なに？」

「喋しやべるなって言ったんだよ！」

　ミソラの全身を縛めていた氷の蔦が音を立てて砕くだけちる。

　その直後──ミソラは、ネックザールめがけ拳を撃うちこんでいた。

「ぐっ!?」

　深々と突つきささる拳。その強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けた襲撃者の口から苦く悶もんの息がもれ、大きくのけぞる。その反動で、頭部を覆おおっていたフードが剝はがれるようにめくれ上がった。

「貴様っ……！」

「俺の名前はミソラだ。貴様なんて名前じゃねえよ」

　短い銀ぎん髪ぱつを逆立てた青年。

　予想以上に若い。歳としだけなら二十になりたてか、その前後。端たん整せいとも言える顔だちだが、特異なのはその両目だ。まるで凍りついたように固く閉じた瞳ひとみ。

「……どうやって氷の牢獄を破壊した!?」

「重反応加速アクセルだよ。理装執行者シミユレーターの得意技わざくらいとっくに予習済みなんだろ？」

　その怒ど声せいに対し、ミソラはゆっくりと首をふってみせた。

　大量のＡＴＰを瞬しゆん時じに生成。その化学エネルギーを一方で熱エネルギーに変へん換かん、体表面から放射して氷の蔦の一部を熱融ゆう解かいさせる。他方で化学エネルギーを運動エネルギーに変換し、強化された筋力で脆ぜい弱じやく化した氷の牢獄を砕いたというわけだ。

「戯たわ言ごとを。理装執行者シミユレーターとやらの能力の弱点、この俺が調べていないとでも」

「弱点？　ああ、『待機』と『再装そう塡てん』のことか。ホントによく調べてるんだな」

　重反応加速アクセルと可逆生成パラダイム。

　理装執行者シミユレーターを象しよう徴ちようする能力だが、そこには明確な弱点も存在する。どちらも体内の生化学反応を加速するものであるため、発動直前に三秒～五秒程度の反応『待機』時間があるのと、百二十秒間かん隔かくで再び三秒～五秒の反応『再装塡』時間があるということだ。

　つまり発動直前と、長時間発動後のインターバルにあたる空白時間。

　その間だけは能力が使用不能。

　Ⅱ級、Ⅲ級理装執行者シミユレーターでは『待機』、『再装塡』ともに四秒。Ⅰ級であれば三秒前後。いずれも処理係数と呼ばれる値が高いほど、これに要する時間を短縮できる。

　──が、それでも理装執行者シミユレーターの『待機』と『再装塡』が二秒を切ることはない。

「理装執行者シミユレーターの能力発動まで……およそ三秒だったか。そんな悠ゆう長ちような隙すきを見せて俺が気づかぬはずがない」

「〇・〇二秒」

「？」

「俺の『待機』と『再装塡』の時間だ」

　足あし下もとに散らばる氷の破は片へんを踏みつけて、ミソラは足を踏みだした。

「な……ッ!?」

「それが、お前がさんざん見下したバイオテスタの能力だ。俺の方程式オムニスのな」




〝ミソラ、方こ程の式こを大切にしてあげて────〟

〝そうすれば、世界に存在する全すべての方程式があなたに力を与あたえてくれる〟




　理装執行者シミユレーターは、体内の生化学反応を自らの処理係数に応じて加速させる。

　だがミソラは違ちがう。

『神のしずく』たる方程式オムニスがあらゆる方程式を加速させる触しよく媒ばいとなり、反応を無限に加速させる。その処理係数は理装執行者シミユレーターの比ですらない。

「方程式オムニス？　なんだそれは。そんなバイオテスタ、元になる幻獣など聞いたことがない」

「お前に一つだけ言いたいことがある」

　立ち上がるネックザールをまっすぐに睨みつけて。

「お前が別世界から来たのかなんてどうでもいい。幻獣ってのがバイオテスタの原存在モチーフで、その性能が高いことも否定はしない。こっちの世界の人間に新約召喚つぅ魔ま法ほうなのか手品なのかもわからない能力がないことも確かだ。…………だけどな！」

　水弾を発射する水精霊ウンデイーネ、上空から氷の息い吹ぶきを吹ふきつける冬妖精スノウリイ。その攻こう撃げきのことごとくを、重反応加速アクセルによる超ちよう脚きやく力りよくと反応で紙かみ一ひと重えで捌さばききる。

「バイオテスタを馬ば鹿かにするのは違うだろうが」

「……なに？」

「幻獣がすごい、それで十分だ。幻獣を引き合いに出して、バイオテスタを貶けなす必要がどこにある。いいか、性能の問題じゃない。人間がいて、そこにバイオテスタがいて、そこに共存が成りたつかどうかが全てなんだよ」

　自分が引きとった水精霊ウンデイーネのディーネや花精フエアリーたち。

　多くのバイオテスタに囲まれて生活して、あらためて感じる。バイオテスタと人間は、どちらかに不等号が成りたつ上位下位の関係ではないのだと。

　成りたつべきは等号（＝）イコール。バイオテスタ一体一体に豊かな知性と個性があって、人間である自分を慕したってくれるし、今も家で自分の帰りを待っている。

「わかったか。部外者が上から目線でバイオテスタを語るんじゃねえよ」

「……話はそれで終わりか？」

　わずかに血の混じった唾つばを吐はき捨てるネックザール。

　魔ま術じゆつ師しめいたコートの内側から輝かがやく蒼玉サフアイアがこぼれおち、その右手に収まった。

「理装執行者シミユレーターでもない一般人ごときが天使フイオラミリスを匿かくまったところで無意味と思っていたが、なるほど、アレを匿うだけの実力は認めてやる。……が、計画に支障はない。お前が理装執行者シミユレーターと同じ能力を持つだけならばな」

「ああそうかよ！」

　ミソラ自身、そうそう素す直なおにこの男が退くとは思っていない。この男はもちろんのこと、福音機関という組織も見過ごすのは危険すぎる。

　……だけどフィオラミリスっていうのは？　フィアの本名なのか？

　何より、なぜその天使というのにそこまで固こ執しつするというのだ。

「往け」

　ネックザールの宣言に応えて動きだす三体の幻げん獣じゆう。

　冬妖精スノウリイと水精霊ウンデイーネ。いずれもＳＩＲＥＮサイレンで見る同型バイオテスタを上回る性能を秘ひめているのは疑いようがない。が、あくまで上位互ご換かんというだけだ。

　まったく違う能力や特性を持っているわけではない。

『────』

　自分の周囲に無数の水すい弾だんを浮ふ遊ゆうさせる水精霊ウンデイーネ。その水弾が、冬妖精スノウリイの息吹を受けて鋭えい利りな氷の結けつ晶しようへと変へん貌ぼうしていく。

「氷柱つららか」

　重反応加速アクセルで強化した筋線せん維いであっても、あの氷の弾だん丸がんを受ける気にはなれない。

　──疾しつ走そうそして跳ちよう躍やく。

　氷の弾丸が完全に生成されるより先、ミソラは虚こ空くうへと身を躍おどらせた。

　虚空に浮うかんだ百近い氷柱。その悉ことごとくを拳こぶしでたたき割り、その先の冬妖精スノウリイへ。凍気をまとう幻獣に迫せまり、再び拳を押しあてる。

『ッ！』

　小さな悲鳴を上げる青色の妖精。

　直後、その全身が空中で淡あわい光の粒つぶとなって消えていく。

「──それはっ!?」

　その光景に声を上げたのは、意外にもネックザール本人だった。

「逆召しよう喚かん!?　それが一昨日、俺の幻獣を蹴け散ちらした貴様の能力か！」

「？　意味わからねぇよ。こいつら、単に攻撃すれば消えるんじゃないのか？」

「…………」

　無言をつらぬく異世界の術者。その表情が一変した。

「……評価を改めよう。ミソラ、お前は危険だ」

　今までの見下した口ぶりではない。ネックザールが初めて見せる本気の口調。

　その言葉と表情からも一いつ切さいの驕おごりが消えていた。

「理装執行者シミユレーターの力、重反応加速アクセルと可逆生成パラダイムだったか。それだけではない。貴様はまだ別の、第三の能力を秘めている可能性がある」

「っ？」

「無意識下で発動する性質の『何か』。方程式オムニスというお前のバイオテスタの能力だろうが、俺の新約召喚に干かん渉しようする類たぐいの能力である可能性が高い」

「……だから知らないって言ってんだろ」

　ミソラ自身の本音だ。

　師アナスタシアから託たくされた方程式オムニスは、ミソラが瀕ひん死しの重症を負った時に命を救うための緊きん急きゆう手段として与えられたものだ。その本来の姿を見たこともなく、能力も彼女から教わったこと以上のものは知らない。

　……全ての方程式を実現する理想の触媒。

　……それが幻獣にも何かの影えい響きようを与えているのか？

　世界が連結しているという話が真実ならば。並行世界側の新約召喚のうりよくとバイオテスタの能力が干渉しあう可能性も零ゼロではない。

「ところでさ、お前さっき青の第三相とか名乗ってたな」

　福音機関という組織内での称しよう号ごうに過ぎないと思っていた。

　だがよく観察すれば、一つ面おも白しろい共通点がある。

「水精霊ウンデイーネも冬妖精スノウリイ、それに大海蛇シーサーペントもみんな青系統だよな。もしかして、お前が呼び出せるのは青系統の幻獣限定か？」

「限定？　それは大いなる解かい釈しやくの誤りというものだ。俺の新約召喚──つまり青の召喚に必要なものは同じ青の触媒のみ。たとえば冬妖精スノウリイが残したコレがそう」

　足下に転がる氷の破片を拾いあげるネックザール。

　青みを帯びた透すきとおった結晶から、ゆっくりと、まぶしいほどの光があふれだす。生まれた光が虚空で幾いく度ども織り合わさって描えがく蒼そう光こうの円えん環かん。

　その輝く扉とびらから──

「青であればどんな物でも召喚できる」

　大いなる円環の内側から、巨きよ大だいな動物の脚あしが現れた。

「っ！」

　光の扉から現れたソレを見た途と端たん、全身が冷たい怖おぞ気けに包まれた。

　青白い灰色の毛に包まれた脚。力強く荒あら々あらしい。イヌ科のものに似ているが、ミソラが目を瞠みはったのはその巨大さだ。

　……脚一本だけで俺の身長よりも巨デ大カい？

　……だとしたら、まだ現れていない全身はどんだけ大きいっていうんだ。

「新約召喚で呼べる幻獣は無数にいるが、その中で、特定の触媒でしか呼び出せない高位の幻獣が存在する。福音機関で『真しん獣じゆう』と呼んでいる幻げん想そう生物だ。その多くはお前の世界においても神話上の伝説の生物として奉たてまつられている」

　輝く氷の破片を握にぎりしめるネックザール。水精霊ウンデイーネが生みだした水を冬妖精スノウリイの息吹によって結晶化した氷。それが今も煌こう々こうと光を放っている。

「お前も名前くらいは知っているだろう」

　光が弾はじける。

　輝く円環から、凄すさまじい凍気を放つ巨大な氷ひよう狼ろうが顔をだす。

　──真獣『大氷狼フエンリル』。

「ッ！」

　ネックザールの発した名前にではない。現れた幻獣自身の重圧。それを目まの当たりにするだけで全身が怖気だった。

　……コイツ、やばい！

　他の幻獣たちを振ふりきって、煌々と輝く光の環わへと最大加速で駆かける。現れた巨大な真獣の脚。ソレを真横から薙なぎはらうつもりで全力で蹴けりつける。

　が。

「っ、痛っ……！」

　逆に、苦く悶もんの声を洩もらしたのはミソラの方だった。

　鋼鉄よりも硬かたく宝石よりも美しい氷の障しよう壁へき。それが真獣の眼前に発生し、ミソラの回し蹴りが直ちよく撃げきする寸前で止めていたのだ。

　……こいつ！

　……重反応加速アクセルの加速も完かん璧ぺきに見えてるってのか!?

　相手は一歩も動いていないというのに、不動の状態で攻撃を一方的に潰つぶされた。

『ッ……ォォ…………ォォォォ…………』

　氷の吐と息いきを荒々しく洩らしながら現れる真獣大氷狼フエンリル。

　鋭するどい氷の毛皮をまとう白銀めいた青の巨きよ体たい。ソレが現れただけで、水すい膜まくのドームの気温がみるみる低下していくのがわかる。

　雄ゆう大だい。その圧あつ倒とう的な重圧感に汗あせがふきだすのを感じながらも、ミソラは眼前の獣けものの美しさに目を奪うばわれていた。確かにネックザールの言うとおりだ。この獣は、今までの幻獣と存在感がまるで違ちがう。

　──轟ごう！

　気づいた時には、爪つめをふりかぶる大氷狼フエンリルが目の前に。

「っ!?」

　反応ではなく反射。

　ただ全身の寒気が命ずるままに、ミソラは地面を蹴って後方へと飛んでいた。

「……ぐっ……ぁ……!?」

　肩かたから噴ふきだす鮮せん血けつと全身を駆けぬける激痛に、思わず漏もれる苦悶の声。

「──脅きよう威いだな」

　ネックザールの声音にまじる賞賛と警けい戒かいの感情。

「よくぞ大氷狼フエンリルの一撃に初見で反応したものだ。それも肩の軽傷のみとは」

「軽傷ね……あっさり言ってくれるじゃねえか」

「軽傷だとも。真獣の一撃を受けて倒たおれないのだから軽傷という以外にない」

「……ああそうかよ」

　血の噴きだす肩口を押さえながら召喚者を睨にらみつける。

　──初めて受けるタイプの激痛。

　──血が、噴きだしながら凍りついていく。

「フィオラミリスの居場所。話す気になったか？」

「……いいや」

　凍りついた肩を手で押さえながらミソラは不敵に笑えみをうかべてみせた。

「こう見えて負けず嫌ぎらいな性しよう分ぶんなんだよ。上等だ、とことんやってやる」

「ならば大氷狼フエンリルよ」

　召喚者の宣言に応こたえる真獣。

　その巨体からは想像できぬ俊しゆん敏びんさで身を屈かがめ、その反動で大地を蹴って──




「それは盟約違い反はんだな」




　直後、天上を覆おおっていた水のドームが音を立てて消し飛んだ。

「この世界における真獣の召喚は、福音機関の支配者級つまり第一相イスカリオテの許可がないかぎり許されない」

　空に舞まう大量の水みず飛沫しぶきを浴びながら、黒のロングコートを羽織った理装執行者シミユレーターがゆっくりと歩を進めてくる。

「レイレイ!?」

「レイベルト・レイ・ラクシズだ。昨日からつきまとう妙みような気配相手に巡じゆん回かいを続けた甲か斐いはあったが、まさか福音機関が絡からんでいるとはな」

　彼が睨みつける先は、逆立てた銀ぎん髪ぱつの召喚者。

「新約召喚を止めろ。わかっているはずだ。第お三ま相えにこの世界での真獣召喚権限はない」

「……レイベルト!?　まさか貴様までもがこの世界に！」















　苦々しく表情を歪ゆがませる青の第三相。

　が、すぐに何かを悟さとった表情で指を打ち鳴らす。

『────』

　動きを止めた真獣。一度うなずいて光の円環のなかへと還かえっていく。

「福音機関がわざわざ巡じゆん礼れい戦せん闘とう者を寄こしたか。ＳＩＲＥＮサイレンで何を企たくらんでいる？」

「本気で聞いているのか？　貴様が昔から知っているのと何ら変わりはない」

「……天使フィオラミリスか」

「貴様がここにいるのは計算外だったが、逆に面おも白しろくはなってきた」

　軽い跳ちよう躍やくでネックザールが後ろに跳とびさがる。

「フィオラミリスの居場所も見当はついた。この続きはいずれ、時と場所を改めて」

　水精霊ウンデイーネが周囲一面に噴きだす真っ青な水飛沫。

　視界を奪う水霧きりが晴れた時には、すでに召喚者と幻げん獣じゆうの姿は消え去っていた。

　逃とう走そう──

　それを確かく認にんし、ようやくレイベルトがこちらにふり向いた。

「缶かんコーヒーのブラックを要求する」

「……は？」

「仲裁代。本来なら缶コーヒー二本は頂くところだが、温情で一本に負けてやる。なにしろ徹てつ夜やで巡回を続けてきた身だ。眠ねむくて仕方ない」

「わかったって。でも明日あしたな……」

　重反応加速アクセルによる肉体疲ひ労ろうもあるが、もっと身体からだの奥深くが麻ま痺ひしてる感覚だ。

　……これは精神的な疲労？

　……今になって手足が震ふるえてくるなんて。

　幻獣。別世界との連結。さらに向こう側の世界からの刺し客かく。

　そしてバイオテスタが生まれた秘密。なに一つとして師から聞いたことはない。

　…………本当に？

　……いや、まて。よく思いだすんだ。四年前。先生はあの時──




〝先生は、天使を見たことがあるの？〟

〝ええ。それに竜りゆうも悪あく魔まもね〟

〝……新しいタイプの『次バ世イ代オ新テ生ス物タ』じゃなくて？　物語に出てくるような本物？〟

〝もちろん本物よ〟




「まさか先生、アレはそういうことだったのか!?」

　本物。つまり幻獣の存在も彼女はすべて知っていた。あの時、別れ際ぎわに最大のヒントを教えてくれていた。それに気づけなかったのは自分の方だ。

「……レイレイさ、さっき知ってるっぽい口調だったよな」

「何をだ」

「新約召しよう喚かんていうのは？　それと幻獣っていうのは関係があるのか？」

「…………」

　早朝の河か川せん敷しきだ。ネックザールが去ったいま、周りを見わたしても人ひと影かげはほとんどない。下手に場所を変えるよりよほど安心して話せる。

「新約召喚は、『向こう側』の世界の人間のみが使える能力だ。理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルや可逆生成パラダイムのようなものだと解かい釈しやくすればいい」

「それで幻獣が呼べるってこと？」

「幻獣でなくてもだ。あの男が青の新約召喚の使い手であるなら、青い野花から巨大な氷ひよう塊かいまで自在に召喚できる。青という色属性さえ満たせば召喚物に制限はない」

「制限なし!?　本当に何でも呼べるのかよ」

「俺が知っている制限らしい制限といえば、せいぜい触しよく媒ばいくらいなものだな。新約召喚の発動ごとにアイツが何かを手にしていなかったか？」

「……心当たりはある」




〝青の召喚に必要なものは同じ青の触媒のみ〟




　最初は瑠璃ラピスラズリ、次は冬妖精スノウリイが凍らせた氷柱つららを手にしていたのを覚えている。

　あれが新約召喚の発動器ということか。

「同じ色の物質を媒ばい介かいに、それと同色のより高度なものを呼び招く。一言でいえばそれが新約召喚と呼ばれる能力だ。ただし幻獣ほど高次な存在となると、必要となる触媒もある程度決まっている」

「……つまり召喚された幻獣を片かたっ端ぱしから倒せば、あいつもいつかは触媒が切れて弾たま切れを起こすってことでいいんだよな？」

「理論上はそうだが難しい」

　無表情にも近い面おも持もちで首をふるレイベルト。

「お前も体感しただろうが、幻獣の強さは同種のバイオテスタの暴走時を上回る。そして一度召喚されてしまえば幻獣を退ける方法は二つだけだ」

　一いつ拍ぱく。

　何かを考えるような空白を空けてレイベルトは続けた。

「逆召喚の術式で対たい抗こうするか、さもなくば相当のダメージを与あたえるか」

「……そうすれば幻獣は元の世界に戻もどると」

「それが昨日お前に話したことだ。新約召喚の時に幻獣は光の環わを通って現れたはずだ。同じ経路で還っていく」

　──幻獣を還す方法は二つある。

　──逆召喚てのはわからないけど、ダメージを与えるってのは明快だ。

　相当ダメージを与えるというのは暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつにも共通する事じ項こうだ。しかしこちらの場合、まさしくバイオテスタが行動不能になるまで疲労させる必要がある。これが困難だからこそ、理装執行者シミユレーターやミソラといった認証ライセンス保有者のもとにバイオテスタ鎮圧の任務が下されるわけなのだから。

「……だけどまだわからなくてさ」

　肩を押さえていた手を離はなし、ミソラは自らの血で染まった拳こぶしを見つめた。

「俺、幻獣に全然ダメージなんて与えてなかったはずなんだ」

　触ふれただけで消えていった幻獣たち。驚おどろいたのは自分だけじゃない。福音機関のネックザールすら、あの現象には驚きよう愕がくの声を上げていたのを覚えてる。

「原因不明だ」

「はい？」

「だから、昨日俺がまったく同じことを聞き返したのもそれが理由だ」




〝お前が殴なぐったわけでもなく、触れただけで消えたのか？〟




「……ああ。そうだった。レイレイも知らないのか」

　理装執行者シミユレーターは、中セ央ン統ト合ラ樹ルともつながりが深い。

　それだけでＳＩＲＥＮサイレンのあらゆる情報量に格段の差がある上に、Ⅰ級理装執行者シミユレーターのレイベルトにいたっては独自の情じよう報ほう網もうも構築しているらしき節がある。

「レイレイなら何でも知ってるってつい思っちゃうんだけどさ」

「原因が解かい析せきできれば伝える。とはいえ思いあたるのはお前の方程式オムニスぐらいだが」

「それ解析できないって言ってるのと同じだろ……」

　ミソラが覚えているのはバイオテスタ鎮圧の認証ライセンス試験時だ。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルでの精密検査。

　かつて瀕ひん死しのミソラに対し、その血液と融ゆう合ごうすることで命を救ったのが方程式オムニス。

　しかし中セ央ン統ト合ラ樹ルによる血液採取、ＣＴスキャン、Ｘ線走査、ありとあらゆる精密検査においても方程式バイオテスタと思われるデータは検出されなかった。

　ミソラの血液は、その成分の百パーセントがミソラ本人の血液だったのだ。

　──分ぶん析せき不能。その存在すら科学的に証明できない。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルの研究者すら匙さじを投げたバイオテスタ。特異な能力を有する方程式オムニスが、かろうじて噂うわさ止まりになっている理由がそれだ。

「ところで、俺もお前に聞きたいことがある」

　雲一つない蒼そう穹きゆう。

　まぶしいほどの朝あさ陽ひに目を細めながらも、レイベルトは天上を見上げ続けていた。

「福音機関がお前を狙ねらった理由は何だ？」

「っ！」

「福音機関は、向こうの世界で最も警けい戒かいされる戦せん闘とう者集団だ。世界中の遺い跡せきと聖域を破は壊かいしつくし指名手配されている。俺も奴やつらの現時点での構成を把は握あくしているわけではないが、その目的は二つ。行方ゆくえをくらませた天才召喚術士アナスタシアの追つい跡せき。そして彼女が召喚した神性幻げん想そう種『天使フィオラミリス』の捕ほ獲かくだ」

「っ!?　ま、待ったレイレイ！　アナスタシアって────」

「お前が師と慕したうバイオテスタ研究者と同どう姓せいだな。ただし同一人物かはわからない。何しろどちらも消息不明だ。確かめようがない」

　この世界のバイオテスタ工学の最高権けん威い研究者アナスタシア。

　別世界の天才召喚術士アナスタシア。

　二つの世界が連結しているとすれば、その二人の名前が一いつ致ちしていることも決して偶ぐう然ぜんとは言いきれない。

「話を戻そう。福音機関がお前を狙う理由だ。真っ先に思いついた理由が、今のアナスタシアという共通項こう。お前から彼女の行方を聞きだそうと福音機関が襲しゆう撃げきした可能性」

「…………」

「が、それにしては襲撃が念入りだ。福音機関の欲ほつする情報をお前が持っていると確信してなければ、青の第三相ネツクザールほどの手て練だれが直接やってくることはない。そのうえでだ、天使、あるいは天使型バイオテスタという単語に心当たりはあるか？」

「っ！」

「そっちがアタリか」

　咄とつ嗟さに目を伏ふせようとした動作を見み逃のがさない理装執行者シミユレーター。

「特に危険だと思われるケースが、お前が偶然にその天使を匿かくまっている場合だ。お前が捨てバイオテスタを見つけるたびに保護しているのは俺も知っている」

「……その場合は？」

「すぐに家から追いだして、中セ央ン統ト合ラ樹ルの危機管理室に引きわたせ」

「っ、そんな!?　あの牢ろう獄ごくみたいな場所に!?」

　危険種と判定されたバイオテスタを一いつ括かつ管理する制せい御ぎよ室だ。

　暴走したＡ級バイオテスタを代表に、人間あるいは都市に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした場合でないかぎり連行されることはない。そんな場所にフィアを……。

「福音機関を見くびるな。第三相ネツクザールも脅きよう威いではあるが、問題なのはその上に控ひかえている第二相と第一相。俺から見ても怪かい物ぶつ同然の相手だ。そいつらに狙われ、単独で戦いぬくというのは不可能といっていい」

　それゆえの中セ央ン統ト合ラ樹ル・危機管理室。

　何層ものシェルターに囲まれ、常に一流の理装執行者シミユレーターが直接の警備にあたっているエリアだ。そこならば福音機関も迂う闊かつには手を出せないだろう。




〝忘れろ。深入りすればお前の身が危あやうい〟

〝俺が迂闊だった。まさかアレが絡からんだ件とは思ってなかった〟




　……そういうことだったのか。

　昨日のレイベルトの忠告。「アレ」とはまさに福音機関のこと。

　施し設せつで戦った時の相手がバイオテスタではなく幻げん獣じゆうであった時点で、この件に福音機関が関かかわっている可能性をいち早く察したうえでの警告だったのだろう。

「お前の身、そしてＳＩＲＥＮサイレン全域の安全のためだ」

「…………」

　無言で、ミソラが拳を握にぎりしめた。

　わかる。これはレイベルトなりの優やさしさなのだ。自分の身を案じてくれていたからこその昨日の警告だし、今だってその姿勢は何一つ変わってない。

「レイレイの気持ちはわかるよ。俺のこと気にしてくれてるのも嬉うれしい。だけどさ、やっぱり俺にはできない。それじゃフィアを見殺しにしたのと何一つ変わらない」

「見殺しではない。危機管理室に預ければ天使の命は保証される」

「じゃあ、それを本当にフィアが望むと思ってるのかよ！」

「…………」

「福音機関が諦あきらめるまで隔かく離りする。もしかしたら本当にソレしか方法がないのかもしれないけど、そんな選せん択たく肢しは俺にできることを探しつくして、やりつくして、その後だ。俺自身が何一つフィアにできないのなら、やっぱり見殺しと同じなんだよ！」

「だとしても具体的にどうする気だ？」

「……一日、待ってくれないか」

　奥歯を嚙かみしめながらミソラはそう口にした。

　……頭の整理が追いつかない。

　……それに、まだ俺はフィアに聞きたいことが残ってる。

「頼たのむレイレイ。一日だけ、それまで誰だれにもこの話はしないでほしいんだ。理装執行者シミユレーターの仲間にも、中セ央ン統ト合ラ樹ルへの報告も。とにかく何かできないか考えたいんだよ」

　沈ちん黙もくする黒の理装執行者シミユレーター。

　だがゆっくりと、諦めまじりの苦く笑しようで黒の理装執行者シミユレーターは頭をふってみせた。

「そうだったな。お前はそういう奴だ。バイオテスタのことになるととにかく頑がん固こで意地を張りたがる。……が、そういう変わり者も一人くらいはＳＩＲＥＮに必要か」

「レイレイ？」

「明日あしたまで待ってやる。それと、さっきの約束の缶かんコーヒーを忘れるな」

　はるか彼方かなたに見える吊つり橋の方角へと向きなおるレイベルト。遠ざかっていくその背中が見えなくなるのを待って、ミソラは大きく溜ため息いきをついた。
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　自宅のカードキーを電でん子し錠じようへと差しこむ。

　自動施せ錠じようをしめす赤ランプが緑ランプへと切りかわって──

「……ただいま。今日はガッコ早退」

『ミソラ!?　どうしたのその凍とう傷しよう！　顔も手も真っ赤じゃない！　何があったの、吹雪ふぶきの中を走り回ったってそんな凍傷すぐにはならないわよ！』

「……それに近いことしてきたかも」

　鞄かばんを廊ろう下かに放ほうりだして、自分は制服の上着だけをぬいで浴室へ。

　真っ赤に腫はれ、皮ひ膚ふの水分が失われて痛々しくひび割れた指先。浴室の鏡をちらりと一いち瞥べつすると顔も頰ほおのあたりが真っ赤になっている。

　──冬妖精スノウリイの凍気。

　──特に、あの氷の蔓つるで全身を束そく縛ばくされた時だ。

　シャワーの温水に手を浸ひたし、その湯をすくって顔も温める。凍傷の治ち療りようはとにかく迅じん速そくに患かん部ぶを温めることにつきる。手の血流さえ回復すれば、あとは多少の傷なら可逆生成パラダイムによる反応加速で皮膚組織の回復を強化できる。

「ディーネ、悪いけど裁さい縫ほうしてくんない？　上着ちょっと破いた」

『いいけど……って、え!?　何よこれ、肩かたから背中まで細かい切り傷だらけ!?』

　それも氷の蔓から脱だつ出しゆつした時についたものだ。鋭するどい氷の棘とげがびっしりと生えた蔓を強ごう引いんに引きちぎったせいで、制服の繊せん維いがズタズタに切り裂さかれてしまった。

　だが何よりの重傷は。

『ミソラ、そのシャツの血の痕あと……？』

　そう告げるディーネの声が震ふるえている。

『なによその、でっかい鉈なたで斬きりつけられたみたいな傷……』

「世間じゃ辻つじ斬ぎりが流は行やってるみたいだぜ？」

『冗じよう談だんやめて！　ホントどうしたの。暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつだってミソラがこんなケガ負うことほとんどなかったじゃない』

「大だい丈じよう夫ぶだよ。とにかく俺は無事だから安心しろって。ひとまず片もついたし」

　今日のところは、な。

　自分の胸の奥だけでそうつけ加えるが、苦笑する気にもなれなかった。

　……とにかくフィアだ。

　……だけど、くそ、なんて話をすればいいんだよ。

　福音機関という組織に狙われているのか？　そんな直接的な質問はもちろんできない。万が一にも人ひと違ちがいの可能性があるうえ、狙われているなんて言葉自体、もしフィア自身が本当にそうだとしたら彼女を精神的に追いつめてしまうことになる。

　家に帰るまで考え悩なやんで、それでも言葉が思いつかなかった。

　……フィアはリビングに？

「フィ──」

「ミソラさん」

　言いかけた言葉が喉のどの奥で凍こおりついた。

　白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪かみをした少女が、リビングの扉とびらから身体からだを半分だけ覗のぞかせて、瞬まばたきもせずにこちらをじっと見つめていたからだ。

　寒気がするほど透すきとおった蒼あおの瞳どう玉ぎよく。

　そこに映る感情は、見ている自分が苦しくなるほどに弱々しい悲ひ哀あいの色相だった。

「……その凍傷。ミソラさんを襲おそったの冬妖精スノウリイですか？」

「っ！　あ、いや……これは……」

「教えてください。わたしも同じ幻獣に襲われて、たぶん同じ人に狙われてたから……」

　幻獣。その単語をフィアが発した途と端たん、胸の奥がずきんと痛んだ。

　──そうか。

　彼女は知っているのだ。幻獣というものの存在。それを呼びだすための新約召しよう喚かんという並行世界の技術。そして自分が狙われているということまでも。

「あの、ええとさ……」

　唇くちびるが乾かわききって言葉も思い浮うかばない。

　なんて話を切りだせばいいんだろう。そう思いあぐねている間に──

「ごめんなさい……」

　黄き金ん色の髪をなびかせた天使型バイオテスタが廊下を伝って、気づいた時にはすぐ目の前に立っていた。そして。

「指、こんなに真っ赤に腫れて……痛かった、ですよね。その肩も……」

「フィア？」

　凍傷にかかった手を、彼女はそっと自らの胸に押し当てた。

　抱だきしめるように。感覚のなくなった凍いてついた手を、自身の腕うでと胸むな元もとで温めるために。けれどそれが──

「……ごめっ……ごめん……なさいっ！」

　彼女のもらす嗚お咽えつが、慟どう哭こくへと変わった瞬しゆん間かんだった。

「わっ……わたしの……わたしのせいで！　ミソラさんまでこんなに傷ついて、……ごめっ……なさい！　本当にわたし、わたし……ずっと怖こわくて、いつも誰かに狙ねらわれてて、本当は……ここにもいちゃいけないって……わかってたのに……」

　涙なみだでくしゃくしゃになった顔で。

　真っ赤に泣き腫らした瞳を隠かくすように、フィアがゆっくりとうつむいた。

「……わたし、誰かに追われてたんです。でも追われる理由もわからなくて……」

「ああ」

「だから、本当はここにも長くいちゃいけないってわかってて……だけどわたし、こんなに優しくしてもらったの初めてで……ミソラさん、奈々さんにディーネさんも、お話したり一いつ緒しよにご飯食べるの、本当に楽しくて、……願っちゃいけないはずなのに……こんな日が一日でも続けばって…………」

「もう大丈夫だから」

「……え？」

「もう心配しなくていい。なに不安がってんだよ。見ろよ、俺はちゃんと無事だろ？」

　真っ赤に腫れ上がった手。

　握られていたその手を上に持ちあげて、彼女の頭にそっとのせた。

「でも、ミソラさんが……」

「こんなん暴走バイオテスタの鎮圧やってりゃ日常茶さ飯はん事じだって。大丈夫。フィアが狙われてるのも俺が何とかしてやる。絶対にだ」

　天使型バイオテスタ。自分の師が何を想おもってフィアを創つくったのかはわからない。けれど、そんなフィアを見捨てるような真ま似ねだけは絶対にごめんだ。

　……そんなことをすれば俺は先生に、そして全すべてのバイオテスタに顔向けできなくなる。

　……俺は、そんな俺自身を許せない。

　福音機関はもちろん、中セ央ン統ト合ラ樹ルにもわたさない。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルに引きわたしたところで待っているのは孤こ独どくな監かん房ぼう生活。そこでフィアが幸せになる未来が見えないなら、福音機関にフィアを連れ去られるのと何が違ちがう。

『なに、どういうこと？　あたし話が見えないんだけど？』

　横から肘ひじを摑つかんで引っぱってくるディーネ。

『横から聞いてたかぎり、あんま穏おん和わな話に聞こえなかったのよね』

「ああ、だけど問題ねえよ。要はフィアが稀き少しような天使型バイオテスタだからって、それを狙う連中がいたってこと。詳くわしいことは明日話す」

　明日の早朝、レイベルトと落ちあう約束がある。そこでフィアについて正直に話して、もう一度助言を仰あおぐべきだろう。

「考えられる手だては、たとえば部屋を二つ用意するとかだよな。他人名義で部屋を借りてそっちにフィアを移すとか」

「あ、あのミソラさん……わたし……」

「心配しなくていいから。任せとけって」

　いまだ不安の陰かげを色いろ濃こくうかべたフィアの肩をぽんと叩たたき、ミソラは花精フエアリーの出で迎むかえるリビングへと進んでいった。
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　静かな夜。

　雲一つない頭上は透とう明めい感のある薄うす墨ずみ色。空を仰げばすぐそこに、小さく瞬またたく星明かりが無数にうかんでいる。そんな夜の、誰もが寝ね静しずまった時間に──

『どこ行く気？』

「ひゃっ！」

　マンションの一階にある部屋を抜ぬけだして、息を殺して敷しき地ち外へと向かおうとする少女。その背中に向けてディーネは声をかけた。

「ディ、ディーネさん!?」

『寝入ってたかと思ったのに、いきなり起きて外に出て行くんだもん。そりゃあたしじゃなくたって声かけたくなるでしょ』

　ふり向いたのは白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪が印象的な少女。お伽とぎ話ばなしに出てくる天使そのままの、可か憐れんな容姿の天使型バイオテスタだった。

　──疲ひ労ろうと重傷とで動くこともままならず、なかば意識を失ったように寝入るミソラ。

　ベランダで寝ずの番をしていたディーネだけが彼女に気づいた。

『こんな夜ふけにどこ行くの？』

「……それは」

　弱々しくうつむくフィア。

「決まって……ません。ただ、ここにはもういちゃいけないって思ったから……」

『そんなことミソラが言った？』

「言いません。ミソラさんはそんなこと絶対言わない人です。……だから、わたしが……自分の意志で出て行かなくちゃいけないんです」

　そう答える少女の言葉には、いつにない強い感情がこめられていた。

　──悩みに悩んだ末に。

　それが、唇を嚙かみしめて振ふりしぼった彼女の答えだったのだろう。

「わたし、半年間、お母さんを探して世界中を旅してきました」

『それは聞いた』

「でも……それは逃にげるためでもあったんです。お母さんがいなくなってしばらくして、一人になったわたしを狙って正体不明の人たちがどんどんやってきて。……それが怖くなって家を飛び出したのが、お母さんを探すキッカケだったから……」

　そう答えるフィアの身体は震えていた。

　怖くてたまらない。言葉にしないよう必死に我が慢まんしても、その華きや奢しやな身体は心の悲鳴を何より明確に映しだしていた。

『ここにいるのも怖い？』

「……わかりません。考えたことなかったから」

　震える少女の弱々しい微び笑しよう。

「わたし、嬉うれしかったんです。初めてお母さんのこと知ってるミソラさんと会えたこと。追われてるってことを忘れるくらい……でも今日、傷ついたミソラさんを見て、ああやっぱりって思いました。わたしはここにいちゃいけない。結局どこにいても、わたしの存在そのものが、必ず誰だれかを傷つけることに繫つながっちゃうから……」

『それはミソラのことを心配して？　あたしが言うのも何だけどさ、ミソラなら心配いらないよ。あんな性格だからつい自己犠ぎ牲せいっぽいイメージあるかもしれないけど、本気になったらどんな理装執行者シミユレーターにも負けないくらい凄すごいんだから』

「……ありがとうございます。ディーネさん、最後までわたしのこと気き遣づかってくれて」

　小さくお辞じ儀ぎする天使型バイオテスタ。

　目の端はしにたまった涙をさっと指で払はらい落として、彼女はそっと背を向けた。

「でも、いいんです。もう十分すぎるくらい素す敵てきな思い出をもらいました。ミソラさんに、ありがとうございましたって伝えてもらえますか」

『そういうの、ホントは自分の口で言うもんじゃないの？』

「……面と向かって言ったら泣いちゃいそうですから」

　大きくゆれる瞳で小さく微び苦く笑しよう。

　そして少女は、小刻みな足取りでマンションの敷地外へと歩きだした。

　──あとでミソラに叱しかられるかもしれない。

　そう思いながらも、ディーネはフィアを止めようとはしなかった。バイオテスタとして生まれた存在意義が人間に尽つくすことであるのなら、その逆は人間に迷めい惑わくをかけること。

　だから自ら家を飛びだした。

　その気持ちが痛いほどにわかるからこそ、同じ仲間バイオテスタとしてディーネもその意志を尊重することを選んだのだ。フィアが公道へ走っていくのを静かに見守って──




　彼女フイアが、真後ろから「何か」を受けて倒たおれたのはその瞬間だった。




　声もなく倒れる天使型バイオテスタ。

『っ、フィア!?』

　何が起きたかわからなかった。

　ただただ突とつ然ぜんに、フィアが公道に一歩踏ふみだした途と端たん、その脇わき道みちに隠れていた何者かが至し近きん距きよ離りからフィアを攻こう撃げきしたのだ。

　──まさかフィアを狙ってるっていう追っ手？

　彼女を拘こう束そくしているのは計四人。右手と左手をそれぞれ一人ずつが摑つかみ、残り二人が前後を固めている。

『っ、いい度胸じゃない！　あたしの目の前でそんなことしてくれちゃって！」

　フィアを拘束してるもっとも近い相手へと走りだす。

　水精霊ウンデイーネの身体からだは形状記き憶おく型の高分子化合物だ。対衝しよう撃げき、斬ざん撃げき、打撃、あらゆるタイプの物理攻撃に対して強力な耐たい性せいをもつうえに、災害時の活動用に両手で小型車を持ちあげられるほどの膂りよ力りよくもある。相手が武装集団であろうと──

「止まれ！　生体保安管理局、第９区画制圧機動隊だ」

『っ!?』

　その第一声に、踏みだしたディーネの足が反射的に硬こう直ちよくした。

　濃のう褐かつ色しよくの制服で統一された武装小隊。

　バイオテスタ暴走時の初期鎮ちん圧あつ、そして放ほう浪ろうバイオテスタの捕ほ獲かくに特化した警備部隊だ。たったいまフィアを狙そ撃げきした散弾銃シヨツトガンは、軟なん質しつゴム弾だんの連続射撃に特化した非ひ致ち死し性兵器。その肩かたに取りつけられた腕わん章しようも本物。

　正規の制圧機動隊で間違いない。それが何でフィアを……？

「水精霊ウンデイーネがこの時間に単体行動？　速すみやかに管理者コードを暗唱しなさい」

『第三衛星都市９０１４５２、Ｃチエツク＼Ｄデジツト３・管理者名ミソラ』

「ミソラ？　ああ、あの少年ね。結構。あなたは放浪バイオテスタではないみたい」

　リーダーと思おぼしき女性隊員が意味ありげにうなずいてみせる。

「本部へ連れん絡らく。逃とう走そう中の放浪個体・第だい弐にγガンマ種63─Ｄを捕獲、これより帰き還かんします」

『ちょっと待って！　放浪個体だなんて……フィアは放浪バイオテスタじゃないよ！　むしろ自分の管理者を見つけるためにＳＩＲＥＮサイレンに来たんだから！』

　放浪バイオテスタにのみ付けられた追つい跡せき番号。

　それに文字コードγガンマというのも納なつ得とくいかない。γガンマは『タイプ未み確かく認にん』の放浪バイオテスタにつけられる文字だ。フィアが『タイプ未確認』というのはなぜ？

『それに捕ほ縛ばくだなんて……フィアは危険じゃないってば！』

「危険じゃない？」

　端たん末まつを操作しながら、リーダーの女性隊員。

「第二衛星都市でこんな真似をしでかしたバイオテスタが危険じゃないとでも？」

　突つきつけられた液えき晶しよう端たん末まつ、その画面には。

　──恐おそろしいほど鋭えい利りな切断面を残して真っ二つに切断された自動車、電柱。

　──強化アスファルトの路面にできた巨きよ大だいな亀き裂れつ。

　すぐには信じがたい光景だった。何十メートルもある最新の大型切断機だってこうも綺き麗れいに電柱を真っ二つにできるとは思えない。

『ウソでしょ。こんなことフィアにできるわけが──』

「現場の監かん視しカメラ映像が不ふ明めい瞭りようだったから特定が遅おくれたの。現時点においてこのバイオテスタには複数の器物損そん壊かい容疑がかけられている。管理者ブリーダーが不在というのならなおさら放置するわけにいかないわ。それともあなた、容疑を否認する？」

「…………それは」

　ぐったりと項うな垂だれる金きん髪ぱつの少女。

「それは……フィオラが……わたしを守ろうとして…………」

「フィオラ？　とにかく人語が話せるなら聴ちよう取しゆは支部で行うから」

「っ……」

　鎮ちん圧あつ弾だんを背中に受けたフィアがもらす小さな悲鳴。それにも構わず、彼女の両手を拘束した武装部隊が有う無むを言わさず彼女を装そう甲こう車へと連行していく。

『フィア！』

「黙だまりなさい。バイオテスタに本件の主張権は存在しないわ。抵てい抗こうするならあなたも連行するわよ。そんなにまで管理者に迷惑かけたいかしら？」

『……っ！』

　相手は第三衛星都市の特命を受けた公的な警備部隊だ。

　理装執行者シミユレーターやミソラと違ちがうのは、彼らが公的に放浪バイオテスタの捕獲任務に当たっているがゆえ、その執行権限が非常に強力という点。一いつ介かいのバイオテスタであるディーネが抵抗すれば、その時点でディーネまで拘束する権限を与あたえられている。

「立場の違いを理解した？　なら、すぐに管理者のもとへ帰還なさい」

『…………』

　拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめてディーネはうつむいた。

「ディーネさん」

　そんななか、声をかけてきたのは連行されるフィア本人だった。わずかに向けた横顔で、精せい一いつ杯ぱいの作り笑えみまでうかべてみせて。

「わたしのことは気にしないでください。それと、ミソラさんには内ない緒しよにしてくれますか。心配かけたくないから」

『……だけど！』

「いいんです。わたしは……どうせもう、行く先なんてなかったから。どこに連れて行かれても同じだから………………」

　泣きそうな笑み。微ほほ笑えむような泣き笑いの表情を最後に、少女が顔をそむける。

　それが、連行されるフィアの最後の姿だった。




　猛もうスピードで装甲車が遠ざかっていく。

　天使型バイオテスタの拘束を完かん了りようした制圧機動隊の車両が、第三都市に点在する支部へと帰還していく。その光景を見届けながら──

『……立場の違いを理解したかですって？　そんなの最初から知ってるよ』

　自分の真っ青な身体をまじまじと見つめ、ディーネは苦々しい面おも持もちで呟つぶやいた。

『でも、そんな立場の違いを＝（平等）イコールにしたいって、そんな理想を大まじめな顔で語る人間だっている！　あたしはそんな人間を知ってるんだから！』

　まっすぐ自分のマンションへと走りだす。

　──自分の管理者のもとへ。

　あの少年ならこんな時だって絶対に何とかしてくれる。いや、こんな時だからこそ誰より信しん頼らいできるのがミソラであるのだと。そう信じて。















　フェーズ４　「天命」







　おぼろげな幻げん光こうを放つ夜光灯。

　その淡あわい光の下、制服姿の少年が息を切らせて走り続けていた。

「くそっ、どういうことだよ！」

　寝ね袋ぶくろにくるまっているところをディーネに起こされ、事情を聞かされたのが十五分前だ。

　──フィアが連行された。

　相手が福音機関でなかったことは不幸中の幸いだが、状じよう況きようは決して良くはない。

　制圧機動隊がバイオテスタを連行するには必ず法的根こん拠きよが存在する。つまり相応の理由があることになるのだ。その一例が暴走バイオテスタの初期鎮圧。さらに言えば、危険指定された放浪バイオテスタの捕縛がその代表例だろう。

「……だけど第弐γガンマ種63─Ｄ、フィアが!?　いくら何でも無理があるだろ！」

　つい先日に奈な々なが話題にしていた謎なぞの放浪バイオテスタだ。

　第二衛星都市で制圧機動隊の追跡をふりきって行方ゆくえ不明になっていた個体。第三衛星都市に逃にげこんだという噂うわさもたしかにあった。




〝知らないの？　ほら、例の切り裂さき魔まみたいな奴やつ！〟

〝すごく鋭するどい爪つめを持ってるって噂でしょ？〟




　まるで紙切れのようにたやすく切り裂かれた高層ビルの壁へき面めんと道路。真っ二つにされた電柱の写真も見た覚えがある。

　……フィアにそんなことできる巨大な爪なんてない。

　……いや、そもそも噂にあるような爪とか牙きばでできる芸当じゃないはずだ。

　奈々やクラスメイトたちの噂。それに対するミソラ自身の違い和わ感。

　さらにいえば、制圧機動隊がフィアを危険な放浪バイオテスタと判断し、その不意をついて捕縛するほど警けい戒かいしていたことも引っかかる。

「どうなってるんだよいったい……」

　第二衛星都市との区界である川沿いの道をひたすら北上。川と並走し、目指すのは遠く向こうに見える吊つり橋だ。

　──制圧機動隊第三支部。

　フィアが捕つかまった場所からもっとも近い支部。彼女が捕まったとすれば、まず第三支部の独どく房ぼうで軟なん禁きんされ、夜明けには統とう括かつ部門である生体保安管理局へと移されるだろう。

　そうなれば面会すら容易には許されない。

「間に合ってくれよ」

　静せい寂じやくが満ちる真夜中の道。視界の奥で小さな影かげにすぎなかった吊り橋が、今はもう見上げるほどに近づいてきている。

　第二衛星都市と第三衛星都市とをつなぐ道の一つ。その検問として設置されているのが、目指している第三支部だ。それが──

「っ、なんだ……？」

　巨大な敷しき地ちのなかそびえ立つドーム型施し設せつ。

　そこから立ちのぼるのは、真っ赤にゆらめく巨大な炎ほのおだった。

　赤い花が咲さくように時折ぱっと火の粉が舞まい上がる。施設のいたる箇か所しよから小さな発火現象が生じているのだろう。

「支部から火の手!?　それに、これは緊サ急イ警レ報ン!?」

　もの悲しい叫さけび声のような音色。

　暴走バイオテスタが脱だつ走そうした、もしくはその可能性があることを報しらせる緊急の警報が、制圧機動隊の施設から発せられて、夜の静寂しじまに広がっていく。

「まさかネックザール！」

　福音機関の刺し客かくが施設を襲しゆう撃げきした可能性。

　あれだけ強力な幻げん獣じゆうを自在に召しよう喚かんできるとすれば、暴走バイオテスタと油断した制圧機動隊が一気に圧あつ倒とうされてしまうことも考えられる。

「くそ、こんな時に！」

　奥歯を嚙かみしめながら最後の直線を走りきる。左手奥に巨大な吊り橋を望みながら、その手前にある施設の扉とびらをこえて敷地内へ。

　一歩足を踏ふみいれて──

「……っ……なん……だよ、これは……」

　目の前に展開された光景に、ミソラは言葉を失った。




　すべてが、切り裂かれていた。




　切断されたコンクリート塀べい。

　その奥には縦に真っ二つにされた装甲車が文字どおり転がっていて、その下の地面も、舗ほ装そうされた路面が何十メートルにもわたって鋭えい利りな切断面を見せている。

　施設もそう。

　壁面を伝う電気ケーブルがその保護膜まくごと切断されて漏ろう電でん。そこから漏もれた火花が施設のあらゆるところで可燃物に燃え移って火の手が上がったのだ。

　……何が起きたっていうんだよ。

　……どんな巨きよ大だいで鋭い立体切断機だってこんなことできないはずなのに。

　ましてバイオテスタが、幻獣ですらこんな真ま似ねができるかどうか。

「うっ……」

　うめき声にふり向いたそこに、ぐったりと倒たおれている女性の制圧機動隊員。

　そこに駆かけよるや、ミソラは彼女に声をかけた。

「っ、傷は！」

「私は……打だ撲ぼくで済んだわ。……乗ってる装甲車が切断されて、その衝しよう撃げきで何十メートルも転がされたけど、ね……」

　脇わき腹ばらのあたりを押さえながら、彼女。

「それより部下は……そこらへんに倒れてない？」

「俺がここまで来た時には見かけてません。暗いからわかりにくいけど、たぶん先に避ひ難なんしたか治ち療りよう室に運ばれたかだと思うけど」

「……そうだといいんだけど」

　額に苦く悶もんの汗あせをうかべる彼女。

「っ、あなた……ミソラ？」

「？　なんで俺のこと？」

「こっちの業界じゃ、あなた、自分で思ってる以上に有名人よ。あなたも、あなたのバイオテスタも。『序列入り』の暴走をたった一人で鎮ちん圧あつしたって噂は本当？」

「……あれは運が良かったから」

「運が良いどうこうで勝てる相手じゃないでしょ。あの『序列入り』は……っぐ！」

　嗚お咽えつに近い吐と息いきをこぼしながらも立ち上がる女性制圧機動隊員。

「それより一体何が。あの、たとえば強力な水精霊ウンデイーネや冬妖精スノウリイに襲撃されたとか……」

「？　いいえ、それどういう意味かしら」

　きょとんと目を見開く彼女。

　……幻獣じゃない？

　……ていうことはネックザールの襲撃じゃないってことか。

「私たちが拘こう束そくした放ほう浪ろうバイオテスタが、突とつ然ぜんに装そう甲こう車の中で暴走したの」

　フィアが!?

　そう叫びかけた声を危あやういところで抑えこんだ。今はだめだ。今ここで彼女のことを口にしても逆に怪あやしまれてしまうだけ。

「いや、だけど放浪バイオテスタが暴走って。拘束具は？」

「切断されたのよ。拘束具ごと、乗ってた装甲車も何もかもね」

　炎えん上じようする装甲車を視線でしめす彼女。

「突然に装甲車のなかが光に包まれて……気づいた時にはこんな状態だったわ」

「光？」

「ええ、私だって制圧機動隊の経歴であんな現象は初めてよ。放浪バイオテスタにしては珍めずらしいくらい大人しかったのに、それが急に震ふるえだしたの。おかしいと思った途と端たん、あのバイオテスタが何かを叫んで……その直後よ、異様な光が車内に満ちたのは」

「────」

　無言でうなずきながらも、ミソラは内心自問をくり返していた。

　……今の話、どこまで信じればいい？

　……まずフィアが暴走したってこと自体が信じられない。

　なぜなら彼女を創つくったのは世界最高のバイオテスタ研究者だ。

　暴走メカニズムの全容をただ一人知っているとまで言われた師アナスタシアが、実の娘むすめ同様に扱あつかっていたフィアの調整を怠おこたるはずがない。ＯＦＦオフ化合物の蓄ちく積せきだって、暴走化する前に必ず体内分解される調整をしているはず。さらに気になるのは──

「叫んでいたというのは？」

「わからないわ。本当に一いつ瞬しゆんのことだったもの」

　弱々しく首を横にふる彼女。

「漠ばく然ぜんとでもいいんです。何か少しでも」

「……やめて」

「え？」

「『だめ！　やめて、フィ……オ……────』。……その先は聞こえなかったわ。その前の部分も本当に正しいかどうかわからないけど」

　──フィオラミリス？

　まただ、またその名前。福音機関のネックザールが追い求める名前。

　それがフィア？

　……いや、彼女は自分のことをバイオテスタだって言ってた。

　天使と天使型バイオテスタは違ちがう。

　そしてネックザールの狙ねらう『天使フィオラミリス』というのは、おそらくは向こう側の世界の幻獣か、それに近い存在であるはずなのだ。

　フィアではない。けれど彼女に関連していると思われるフィオラミリスという存在。

　そして原因不明の暴走。

「……救助隊もじき駆けつけるはずです。悪いけど、救助はそちらに」

「っ、どこへ行く気!?」

「確かめたいことがあるので」

　彼女の制止をふりきって走りだす。

　広大な敷地。燃え上がる炎とケーブル断面からこぼれる火花、そして施設の弱々しい明かりが照らすなかを一心不乱に走り続けた。

　──追いかけるのは破は壊かい痕あと。

　施設のあらゆるものを切断する『傷きず跡あと』は、施設の奥へ奥へと進んでいる。正面ゲートの反対側に位置する裏口ゲートを通過。第二衛星都市へと通じる吊り橋の方角へ。

　そして。

「フィア！」

　巨大な川をまたぐ鋼鉄製の吊り橋の、その無人ゲートで──




　白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪かみをなびかせる天使がそこにいた。




『…………』

「フィア、俺だ！　ミソラだ！」

　ゆっくりと少女がふりかえる。

　背中に生えた六枚の翼つばさ。それも透すきとおった蒼そう碧へき色の輝かがやく翼を拡げた恰かつ好こうで──

『ミソラ？』

　お伽とぎ話ばなしや伝承に出てくる天使という存在を、もしも絵画に描かきおこすとすれば人間の背に真っ白い翼を与あたえたものが代表的だろう。

　けれど、目の前の彼女はどうだ。

　翼のかたちこそ鳥の羽に似ているが、その鮮あざやかな色味と美しさはむしろ蝶ちよう。大いなる天上も厳おごそかなる大海も及およばないほど蒼あおく透きとおった輝きの翼──

　……これが先生の創った天使型バイオテスタ。

　……これがフィアの本当の姿。

　寒気がするほどに、畏い怖ふの感情を覚えるほどに美しい天使の少女がそこにいた。

　が──

『フィアではない』

　フィアの声で、そしてフィアそのものの容姿で目の前の少女はそう言った。

『私はフィオラミリス。アナスタシアによって召喚され、この器うつわに受肉した』

「……っ、フィア……じゃない……？」

『それはこのバイオテスタの名前だ。私をこの世界に召喚する触しよく媒ばいであり、私という存在に耐たえうる唯ゆい一いつの筺はこ。私が現れている間、その精神世界は眠ねむっている』

　そう告げる彼女の瞳ひとみは鮮やかな緋ひ色いろを帯びている。

　背中の神こう々ごうしい翼と圧あつ倒とう的な威い圧あつ感。制圧機動隊はこれを暴走と呼んだが、それは単に現在のフィアを表現するための言葉を知らなかっただけだ。

　──天使フィオラミリスという名を。

「まだ理解しきれてる自信はないけど……」

　横顔を向ける彼女に対し、ミソラは喉のどを嗄からしながら声を振ふりしぼった。

「今のお前はフィアじゃないんだな？」

　その翼、その瞳の色。

　だが何よりも明白なのは、少女の湛たたえる絶対的な存在感だ。

　至いと高たかき神性幻げん想そう種。

　ただ相対しているだけで畏い敬けいにも似た感情すら覚える。それはまさに、人類が遥はるか古代から崇あがめている伝説の存在そのものだった。

「次バ世イ代オ新テ生ス物タの身体からだに本物の天使おまえが宿ってた……そういうことなのか？」

『本来の私はこの世界に顕けん現げんすることが許されない。それを唯一可能にした「禁じ手」だ。アナスタシアによる調和体ハイブリツド計画』

「調和体ハイブリツド!?」

『私の存在に耐えうるバイオテスタの創造と、そして真わ天た使しを召しよう喚かんするだけの高度術式。両世界の秘ひ奥おうともいうべき技法を反発させずに掛かけ合わせたのだから、計画という名の、本来は奇き蹟せきと呼ぶ方がよほど正しい。あの女らしい芸当ではあるが』

「……あの女？　それが先生だっていうのかよ」

　ＳＩＲＥＮサイレンのほこる次世代生物工学とバイオテスタ。

　そして並行世界むこうがわに存在する新約召喚と幻想生物。

　そんな両世界の叡えい智ちと技術のすべてが融ゆう合ごうした存在がフィアという天使型バイオテスタだったのだ。それがどれほど稀き少しようで重要な存在かは想像するに余りある。

　福音機関だけでは済まされない。その存在が知れわたれば、ＳＩＲＥＮサイレンの四大衛星都市、そして中セ央ン統ト合ラ樹ルそのものが動きだすほどの存在価値だ。

「……だけど先生はなぜそんなことを？」

『逆に問おう。アナスタシアから何も聞かされていないのか？』

「っなんだって!?」

『時間の無む駄だだな。あの女は、お前を私に匹ひつ敵てきする可能性とまで評価していたが、どうやら見こみ違いだったようだ』

　興味を失った表情でくるりと背中を向ける天使。

　その小こ柄がらな身体がふわりと宙に浮ういて──

「フィア……いや、待てフィオラミリス、どこへ行くっていうんだ！」

『私の天命はただ一つ。アナスタシアと共に「真の赤き実ネクのなる大樹サス」を消しよう滅めつさせること』

「先生の居場所を知ってるのか!?」

『呆あきれたな。あの女の居場所すら感知できないのか』

　冥くらき夜の天幕で、天使の羽の輝きがいっそう強まった。

　あふれる光の奔ほん流りゆう。白夜色の光が漆しつ黒こくの夜を一瞬で塗ぬりつぶし、真昼の、いやそれ以上の輝きでもって天上を照らしだす。

『話すことはない。私はただ天上世界を移動するのみ』

「ぐっ!?」

　太陽を直視した時の、あの痛み。まぶたを灼やくほどに高まった光量に圧され──

「待て、フィ……」

『お前は堕おちろ』

　あふれる白夜色の光のなか、撃うちだされる光の射しや撃げき。

　光子線フオトン。

　それがミソラの上じよう腕わんを通過し、その上空に設置された吊つり橋のメインケーブル、さらに鋼鉄のワイヤーを通りぬけた。そう感じた刹せつ那な。

　巨きよ大だいな鋼鉄の吊り橋そのものが、無数の瓦が礫れきと化して砕くだけちった。

「────っ」

　崩ほう壊かいする足場。

　血しぶきが噴ふきだす上腕部に焼けるような痛みを感じながらも、ミソラは頭上の天使から目を離はなすことができなかった。

　見てしまったのだ。

『…………』

　一瞬の表情。吊り橋ごと落下していく自分を見下ろす天使の緋色の瞳は孤こ独どくで、乾かわききっていて、そしてまるで……




　まるで、涙なみだをこらえているように悲ひ哀あいの感情に満ちていて……




「────ふざけんじゃねえよ！」

　瞬しゆん間かん、ミソラの中で何かが弾はじけた。

「俺はっ、俺は……何があってもお前を止めてやる！　わかってないのはお前だフィオラミリス！　先生から何も聞かされてないのはお前の方なんだよ！」

　その声が届いたかはわからない。

　ただ頭上で燦さん々さんと輝く天使を見上げながら、ミソラは暗い川の水面へと落ちて。

　そして深く深くへと沈しずんでいった。






　フェーズ５　「神性幻げん想そう種フィオラミリス」







「あれ、もう朝？」

　眠ねむ気けの残るまぶたをこすり、三み咲さき奈な々なはゆっくりとベッドから起き上がった。

　……おかしいなあ。

　……ついさっきベッドに入ったと思ったのに、もう朝？

　お気に入りのクリームイエローの寝ね間ま着き姿で、机の先にある窓へとたどりつく。

　カーテンの隙すき間まからこぼれる光。

　その眩まぶしさで目が覚めた。普ふ段だんなら朝あさ陽ひを浴びながら寝起きの体操をするのが日課だが、開いたカーテンのさらに先、窓ガラスの向こうに奈々は信じられないものを見た。

　否いな、目もく撃げきした。

「…………え……え？　なに、あれ……」

　太陽じゃない。

　朝陽じゃないのに、それ以上の輝きでもって夜の暗くら闇やみを洗い流す光の奔流。

　人間の化学では決して再現できない光量。人じん為い的に造られた光では決して真ま似ねできない、至いと高たかき天上の煌きらめきがそこにはあった。

「っ、まぶし……っ」

　あまりに眩しくて直視できない。

　だけど、なぜだろう。あふれる光のずっと奥。光の渦うずの中心に、なんだか見覚えのある人ひと影かげがちらりと映った気がしたのだ。

「あれは……」

　金きん髪ぱつで、小柄で、そして女の子のようなシルエットで──

「フィアちゃん!?　うそ、どうして!?」

　緊サ急イ警レ報ン。

　まさに奈々の声に呼応するタイミングで、都市の緊急事態を報しらせる音色が鳴り響ひびいたのはその時だった。

　……なに？　この光も警報もなんなの？

　おぼろげだった意識が一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいしていくのがわかる。意外や驚きよう愕がくなどとは別次元の感覚だ。いったい何がどうなって、そして何が起きようとしているのか。

「────」

　こくんと喉を鳴らし、奈々は瞬まばたきもせずに頭上をじっと見つめ続けた。




　その夜。

　ＳＩＲＥＮサイレンのあらゆる人間、そしてバイオテスタが等しく頭上の奇蹟を目撃した。

　漆黒の夜を浄じよう化かする天上の光。

　たった一体の真天使がもたらす大いなる福音の輝かがやきを──
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『ミソラ!?　どうしたっていうのよいきなり！』

「よぉディーネ。悪ぃな、いきなり出張頼たのんじゃって……っ、痛つぅっ！」

　川に足まで浸つかった状態で一歩一歩、ディーネの待つ川かわ縁べりへと歩いていく。水を吸って重たくなった制服を脱ぬぎ捨てて草むらへと放ほうり投げた。

　──鮮せん血けつ色に染まったシャツ。

『ミソラ、腕うで!?　腕が……千切れかけてるじゃない！』

「だから救急箱頼んだんだよ。消毒スプレー、まだ使いきってないやつ残ってたよな」

　シャツをまくったそこには、なかば千切れかけた左上腕部。

　上腕二頭筋からその奥の上じよう腕わん骨こつ、支配神経である筋皮神経まで切断されている。

　光子線フオトンによる光の斬ざん撃げき。上腕丸ごと切断とはいかないまでも、わずかにのこった筋組織と皮ひ膚ふだけでかろうじて腕が繫つながった状態だ。

「鋼鉄の吊り橋丸ごと切断する光線浴びて、真っ二つにされなかっただけマシか……」

『いいよ、動いちゃだめミソラ。あたしが消毒するから』

　消毒スプレーを傷口にこれでもかと吹ふきつけるディーネ。

「っ、しみる……」

『我が慢まんしなさいって。なんなら痛覚神経遮しや断だんする？　できるでしょ？』

「いや、それはギリギリまでしたくない。危険リスクが大きすぎる」

　痛覚遮断のためには痛覚神経の神経衝撃インパルスの阻そ害がいが必要だ。

　しかしその場合には他の感覚神経の機能までも一部阻害されてしまい、結果として外界の情報認にん識しきに支障をきたす。その状態で敵の不意打ちを受ければ回かい避ひする術すべがない。

　また重反応加速アクセルによる反応向上も、感覚神経の神経衝撃インパルス伝導を加速させることで実現するものだ。痛覚遮断とは併へい用ようできない。ゆえに今できることがあるとすれば。

「────」

　可逆生成パラダイムによる修復加速。

　千切れかけた腕の中ちゆう枢すう側から末まつ梢しよう神しん経けいをつなぎ合わせ、その修復を分子レベルで加速させる。同時に破けた動脈に血小板を集中させて血けつ栓せん化。そこに血漿凝固因子フイビリノゲンの生成を加速させ、腕からの出血を抑おさえこむ。

『つながった？』

「ディーネじゃないんだから。せいぜい応急処置くらいだって」

　激痛の走る左ひだり腕うで。その指先をわずかに折り曲げる。

　かろうじて動く。とはいえ、力をこめたとしても普段の一割か二割が限界だろう。それ以上無理をすれば今度こそ腕が千切れとぶ。

「ありがとなディーネ、じゃあ俺ちょっと行ってくる。留守番頼んだから」

『え？　病院は？』

「やらなきゃいけないことが残ってる」

　夜を圧あつ倒とうする光の渦をじっと見上げ、ミソラは再び制服を羽織りなおした。

「……やっとわかったよ、先生」




〝その子の正体は天使。世界にたった一人だけ存在する本物の、ね〟




　川縁の急きゆう勾こう配ばいを駆かけ上がる。

　目指すは、はるか上空の光の渦だ。あの中心部にフィオラミリスがいる。

「……間に合えよ」

「待ってミソラ！」

　昼間のように明るい公道を、凄すさまじい速さで駆けてくる赤毛の少女。

「京きよう花か？」

「何よあれ、あのものすごい光！　まさかあれもバイオテスタの仕し業わざじゃないでしょうね。『序列入り』でも暴れだしたっていうの!?」

「……いや。だけどこんなに早く鎮ちん圧あつ指令が入ったのか」

　緊急事態を告げる警報こそ鳴りひびいているものの、自分の認証ライセンスに映された画面には、まだフィオラミリスに関する情報は入ってきていない。

　なにしろ天変地異のような光の洪こう水ずいだ。

　規模が大きすぎて第三都市でも情報収集と判断に相当の時間がかかるはず。

「指令じゃなくたって動く時はあるわよ。こんな昼夜逆転現象なんて見たことないもん。警けい戒かいしてる理装執行者シミユレーターは少なくないはずよ」

　アリスベル・イア・京花の家はこの近くだ。待機している理装執行者シミユレーターの中でもいち早く異常を察知して駆けつけてきたに違ちがいない。

「とにかく光の正体を確かめないと。バイオテスタが関かかわっているなら仲間の理装執行者シミユレーターと協力して────」

　そう言いかけた京花が言葉なかばで声を失った。

「……ミソラ、な、何よそれ。その傷!?」

「大したことねぇよ」

「大したことあるでしょ！　ちょっとどうなってるの。制服、上着の左ひだり肩かたから切り裂さかれてるじゃない。腕、見せなさい！」

　制服で隠かくれていた傷口。ディーネに消毒を頼み、可逆生成パラダイムでかろうじて繫げた左腕の傷。それを見て、今度こそ京花が絶句した。

「……腕、切断寸前じゃない。ギリギリくっついてるけど……いったい何にやられたの!?」

「言えない」

「え？」

「……頼む。この件は、俺に任せてほしいんだ」

　左腕の激痛に奥歯を嚙かみしめながらも、ミソラは京花に頭を下げた。こんな重傷の自分が言うには大それた言葉。自分でもそう自覚しながらも京花の目をじっと見すえる。

「なに言ってんの？　まだ原因も何も──」

「原因ならわかってる。それを止められなかったのは俺の責任だ」

「……どういうこと？」

　京花の目が糸のように細く、そして凄すごみを増した。

「説明して。それ、病院行くよりも優先させる理由があるってことよね？」

「説明はする。だけど時間がないんだ。二十分でいいから。その間だけここで待機しててくれ。その間に全部終わらせて、きちんと事情も話すから」

「……それはミソラじゃなきゃだめなの？　こだわる理由は？」

　腕うで組ぐみするⅡ級理装執行者シミユレーター。

「…………」

　その問いに答えるために、ほんの数秒だけ時間を要した。

　迷ったわけじゃない。ただ、自分の動機を言葉という形にしようとした時、四年前からの光景が頭のなかであふれて止まらなくなってしまった。

　あふれる記き憶おくと言葉のなか、たった一つ選ぶとすれば。

　──先生からの約束だから？

　いいや違う。

「……うまく言えないけどさ。たぶん、もうこれは俺の意地なんだと思う」

　ここで彼女たちを見捨てたら、きっと自分は後こう悔かいする。

　なんのために今まで沢たく山さんのバイオテスタを助けてきたのか。これまでの自分の生き方そのものに二度と顔向けができなくなる。

「京花の前で言うのは間違ってるかもしれない。だけど今回だけは理装執行者シミユレーターじゃダメなんだ。俺じゃなきゃ意味がない」

「どうして？　私だってれっきとしたⅡ級理装執行者シミユレーターだし、ちゃんとしたバイオテスタの鎮圧認証ライセンスも持ってるのよ。ミソラと同じじゃない」

「それは間違ってない。でもアレは暴走じゃない。鎮圧したって意味がないんだ」

「……暴走じゃないですって？」




〝ねえミソラ、私からあなたに最後に一つだけお願い〟

〝あまりに大きな運命を背負う存在であるがゆえに、その天使は世界中から嫌きらわれてしまった。一人ぼっちの天使そのこを、どうか助けてあげて〟




「鎮圧じゃバイオテスタの孤こ独どくは救えない。だけど俺なら──」

「俺なら？」

「伝えられることがある、くらいだな。あとはやってみないとわからない」

「…………」

　沈ちん黙もくする京花。けれどその表情はすぐに苦く笑しようへと変わった。

「Ⅱ級わたしの権限じゃ待機命令は出せないけど、とにかく仲間の理装執行者シミユレーターに待てって片かたっ端ぱしからお願いするわ。そっちのツテで制圧機動隊にも同じこと連れん絡らくしてみる」

「──助かる」

　認証ライセンスを取りだすクラスメイト。

　手早くその画面を操作する彼女に、ミソラは素す直なおに頭を下げた。

「行くならさっさと行きなさい！　これで、いつも机焦こがしてる借りはナシだからね！」

　京花の怒ど声せい。

　その勢いに背を押され、ミソラは再び走りだした。

　──天上の光へ。

　はるか奥にうっすらとのぞく吊つり橋は、その大部分が巨きよ大だいなガレキとなって川に落下して、上空から光が降りそそいでいる。

　つまりフィオラミリスは、まだあの場から移動していないことになる。

　……だけどなぜ動かない？

　あの時は今すぐ別世界に還かえるような言い方だった。頭の片かた隅すみにこびりつく疑問が氷解しないまま、それでも走る勢いをさらに加速させようとした刹せつ那な。




　旧約召しよう喚かん・第一『真言』開放　──不完全天使楽章・赤の詠うた──




　C/wi phenoria さあ起きて、xes Selah Uls xeph.約束の庭の子供たち




　X sis elmei わたしは全てのZelah, ende 母であり、Mil nes Xe phenoria.あなたたちはその子供




　r-lihit sephat, 願いし軌跡のsitras tia 奏鳴満たすdett miel may. 数多の相よnoa cornis xin, 孵るべき時のなかilmei Zelah 大いなるevhe ele kiss.旋律が共にある




「……これは？」

　詠が聞こえてきたのは、その時だった。

　ＳＩＲＥＮサイレンの夜に沁しみわたるように浸しん透とうしていく澄すみきった歌声。美しく、けれど少女特有の愛らしさと透とう明めい感にあふれた慈じ愛あいある詠。




　ubinis yahe 織りなすcia melt kyel I, 言の葉は世界をbel hiz ole xes dett 伝い、旧き記憶にubin roosis kamyu重ねた夢だけが─




　Xe Ilis clar 錆びついたele.Nel kis tis 世界の扉を開ける　kyel hiz bios-I-omie.たつた一つの鍵となる




　その歌声を前にしてミソラがまず思いうかべたのが、人間には出せない超ちよう高音域の歌唱を奏でるとされる精せい霊れい型バイオテスタ『歌姫セイレーン』だ。しかしこの詠は──

「フィオラミリスが詠うたってるのか……？」

　ＳＩＲＥＮサイレン。

　奇くしくも次世代サ新生物イ統合レ研究特区ンと同じ標記スペルで記されるこの単語には、学術的に三つの意味がある。その一つ目が警報サイレン。危険を知らせるための警笛。

　二つ目が歌姫セイレーンという名の幻げん想そう生物。ミソラの思い描えがいたバイオテスタの原存在モチーフとなった幻想生物で、その歌声はあらゆる者を魅み了りようするという。

　そしてそこから派生した音楽用語こそが第三の意味、すなわち──

『歌う少女』、という意味だ。

　進む足すら止めて聴きき入りそうになる衝しよう動どう。無意識の圧力にも似た欲求を心の奥深くへと押しかえし、地面を蹴けって加速する。




「これがフィオラミリスの歌声。

『真の赤き実ネクのなる大樹サス』の福音の対ついとなる、たった一つの真なる讃さん美び歌かだ」




「っ！」

　反射的に後方へと跳ちよう躍やく。

　頭上から降りそそぐ猛吹雪ブリザードに触ふれた制服の袖そでがたちまち凍こおりつくのを横目に、無理やり身体からだを捻ひねって迫せまりくる水すい弾だんを回かい避ひする。

「ネックザール！」

「俺も聴くのは初めてだ。いや、福音機関の誰だれ一人ひとりとして本物を聴いたことはあるまい」

　暗色のコートを羽織った銀ぎん髪ぱつの青年。

　素す顔がおを隠すフードはかぶってないが、その両りよう瞼まぶたは今も固く閉じられているままだ。

　そのすぐ真横に付きしたがうのは水精霊ウンデイーネ。そして上空には三体の冬妖精スノウリイ。さらに、背後からは象すら締しめつけてしまうであろう巨大な大海蛇シーサーペントまで。

「今度は最初から大所帯ってか」

「大した数ではない。新約召喚に干かん渉しようする貴様の未知の能力を踏ふまえるならば」

　──最悪のタイミングだ。

　この福音機関の刺し客かくと戦せん闘とうになることは想定内。問題はタイミングだ。フィオラミリスがいつどこへ消えてしまうかもわからない以上、時間は浪ろう費ひできない。

「天ア使レが気になるか？　あの天使がいなくなる前に追いつきたいか？」

「それはお互たがい様だろ」

　幻げん獣じゆうの動きを横目で捉とらえつつ、福音機関の刺客へと拳こぶしを突つきつける。

「お前こそいいのかよ、肝かん心じんのフィオラミリスを放置して俺に粘ねん着ちやくし続けて。俺に構ってる間に逃にげられたって知らないからな」

「構わん。俺の任務はこれで達成された」

「っ、どういうことだ!?」

「俺の直接の目的は捕ほ獲かくではない。フィアと言ったか？　あのバイオテスタに潜ひそむ天使フィオラミリスの精神世界を引きずりだすこと。それだけだ」

「……引きずりだす？」

「あの天使の狙ねらいがＳＩＲＥＮサイレンでなく我々の世界にあることはわかっている。このまま一いつ切さい手を出さずとも、天使フィオラミリスはあの詠によって自ら世界の連結点を創つくりだし、世界をこえていくだろう。捕獲はその後でいい」

　……そういうことか。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルにフィアが保護されれば福音機関とて容易に手は出せない。

　ならば天使人格フイオラミリスを覚かく醒せいさせ、まずは中セ央ン統ト合ラ樹ルも手が出せない並行世界側に彼女が移動するよう差し向ければいい。




〝知らないの？　ほら、例の切り裂さき魔まみたいな奴やつ！〟

〝ああ。放ほう浪ろう個体・第だい弐にγガンマ種63─Ｄだったっけ〟




　第二衛星都市で発見された正体不明の破は壊かい跡あと。あれは天使フィオラミリスが、自分の器フイアを守ろうと福音機関と戦った際の余波だったのだ。

　しかし福音機関からすれば、その天使人格フイオラミリスの覚醒こそが狙い。

　……何もかもが裏目に出たってわけか。

　おそらくフィオラミリスが並行世界側へと転移するまで、もう時間がない。

　福音機関の狙いを妨さまたげるという意味では、いっそ理装執行者シミユレーターが彼女を拘こう束そくした方がまだ状じよう況きようは良かっただろう。だがそれは期待できない。なぜなら──

「理装執行者シミユレーターはあと二十分は現れない。そうだったな？」

「……聞いてやがったのか」

　新約召喚による幻獣の圧あつ倒とう的な戦力は当然だが、この男が本当に厄やつ介かいな点はここだ。

　どんな状況でも油断というものがない。理装執行者シミユレーターの能力分ぶん析せきにしろ京花との会話の傍ぼう受じゆにしろ、あらゆる手段でこちらの手を解析してくる。

「二十分。フィオラミリスの詠が完成し、世界の連結点が開くには十分すぎる。もはや誰一人としてあの天使を止める者はいない」

「俺がいる」

　小さくかぶりを振ふり、ミソラは拳を握にぎりしめた。

「突とつ破ぱしてやるさ！　フィアもフィオラミリスもお前らにはわたさない！」

「その意気込みだけは評価してやる」

　重反応加速アクセル。

　旋せん風ぷうをも置きざりに加速し、迫りくる大海蛇シーサーペントの尾おをかいくぐる。鞭むちのごとくしなる巨きよ体たいをかわし、機き関かん銃じゆうさながらの勢いで発射された水弾を拳で弾はじく。

　その機動力でもって冬妖精スノウリイの吹雪ふぶきをも回避しようと──




「缶かんコーヒーのブラックを要求する。特別に後あと払ばらいでまけてやる」




　その冬妖精スノウリイが、ほぼ真後ろの死角から放たれた銃じゆう弾だんで撃うちおとされた。

　50口径リボルバー硬こう質しつゴム弾。

　並の銃弾では傷一つつかない鋼鉄並の鱗うろこをもつ暴走バイオテスタに対し、その巨体ごと弾き飛ばして鎮ちん圧あつさせるために製造された大型拳けん銃じゆう。

「レイレイ！」

「この真夜中にこの異様な輝かがやきだ。フィオラミリス絡がらみと考えるのは当然だろう」

　漆しつ黒こくのコートを羽織ったⅠ級理装執行者シミユレーター。

「貴様、レイベルト!?」

「お前は俺が相手をしてやる。まったくもって無む縁えんの相手というわけでもないからな」

　銃口をネックザールへと突きつけるレイベルト。

　そして──

「行け」

　寡か黙もくな男の、無骨な言葉。

「それがお前の信条なんだろう？　救ってみせろ、天使も、そしてバイオテスタもだ」

　その一言に。

　見えない力に背を押され、ミソラは無言で走りだした。
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　遠ざかっていく少年の背中。

　その後ろ姿に溜ため息いきを送り、ネックザールはあらためて黒の理装執行者シミユレーターへと向きなおった。

「貴様だったとはな。元・黒の第一相イスカリオテ」

「…………」

「貴様ほどの男がずいぶんと無む駄だな真ま似ねをする。天使フィオラミリスは、アナスタシアが召しよう喚かんした究極の神性幻想種だ。そんな相手に、人間ミソラ一人が駆かけつけたところで何になる？」

　黒の理装執行者シミユレーターは応こたえない。

　ただ無言で、その両手に大型拳銃を提げるのみ。

「あの天使を手に入れることこそ福音機関の至高の望み。長年の悲願を達成する最後の鍵かぎ。……とはいえ意外ではあった。そんな福音機関を抜ぬけた裏切り者が、まさかこの世界に隠かくれ潜ひそんでいたとはな。見つからないわけだ。現・黒の第一相イスカリオテと銀の第一相イスカリオテが貴様を血ち眼まなこで探しているという話は聞いていたが」

「……二つ訂てい正せいする」

　ゆっくりと口を開くレイベルト。

「一つ目、まず俺は第一相イスカリオテになった覚えはない。俺はあくまで第二相止まりだった男だ。そして今はＳＩＲＥＮサイレンのⅠ級理装執行者シミユレーター」

「理装執行者シミユレーターか。バイオテスタの鎮圧に特化した特とく殊しゆ戦せん闘とう者。……落ちぶれたものだな。数々の幻獣を従える立場の男が、今ではその劣れつ化か模コ造ピ品ーと戯たわむれる日々か？」

　明らかな蔑さげすみの挑ちよう発はつに。

　レイベルトの応えは、わずかな微び苦く笑しようだった。

「何がおかしい？」

「今のお前は、昔の俺を見ているようだ。四年前、福音機関の追っ手から逃のがれ、連結点からこちらの世界にわたってＳＩＲＥＮサイレンに辿たどりついた俺をな」

　天上から降りそそぐ白夜色の輝き。

　陽光にも勝まさる光の奔ほん流りゆうに目を細めながら、レイベルトは静かに続けた。

「福音機関の巡じゆん礼れい戦闘者は誰だれもがそうだ。強力無比な新約召喚によって幻獣を使し役えきする。赤の第一相であれば赤の新約召喚を極きわめ、青の第一相であれば青の新約召喚にかけて右に出る者はいないだろう。そしてその幻獣の強力さゆえに、こちらの世界のバイオテスタを侮ぶ蔑べつする。四年前の俺であり、現在のお前の姿そのものだ」

「その何が悪い？　幻獣を従えられない無能のための代だい替たい品こそがバイオテスタだろう」

「ＳＩＲＥＮサイレンを見くびるな」

　理装執行者シミユレーターの目が刃やいばのごとく鋭するどく細くなる。

「お前の知るバイオテスタは全体の１パーセント未満。ＳＩＲＥＮここでは既すでに幻獣に匹ひつ敵てきする強さのバイオテスタが開発され、量産化が研究されている。Ａ級指定『序列入り』個体にいたっては真しん獣じゆうの力にすら匹敵するだろう」

「…………」

「そして、ここからが訂正の二つ目だ」

　銃口を福音機関の巡礼戦闘者へと向けたまま。

「そもそもお前たちはバイオテスタを根本から誤解している。新約召喚によってはじめて召喚される幻獣とは違ちがい、バイオテスタは生まれた時からヒトの傍そばにいて、単なる使役を超こえた関係を築くことにこそ意味がある。強力である反面、その制せい御ぎよがヒトの力を超えた幻獣とは存在意義が根元から違うことになぜ気づかない」

「……饒じよう舌ぜつだな。かつて福音機関でも寡黙を通していた男が」

「受け売りだ。俺にそう教えてくれた奴からの」

　レイベルトの声にわずかに混じる苦笑の感情。

「世界で誰よりもバイオテスタを理解し、そして真しん摯しに向きあおうとする男だ。どんなバイオテスタであっても放ほうっておくことのできない不器用な生き方しかできない奴だが、その信念は何よりも強く、そして揺ゆるぎない」

「……それは」

「お前も知っている男だ。たった今フィオラミリスを止めに行った、な」

「戯ざれ言ごとを！」

　ネックザールの怒ど号ごうが夜の大気を震ふるわせる。

「天使フィオラミリスは、高波動世界『約束の庭』における最高位の存在だ。新約召喚も使えず幻獣も使役できないあの男に制御などできるわけがない！」

「目的が制御じゃないとしたら？」

「なに？」

「奴の行動理念はいつだって一つ。何より単純明快な動機だけ」

　大地を蹴けって虚こ空くうへと飛びあがる。

　音もなく頭上へと迫せまっていた冬妖精スノウリイ、その息い吹ぶきをかわしながら、レイベルトは地上のネックザールへと銃口を向けた。

「天使と、その天使を宿したバイオテスタを見捨てておけない。そういう奴なのさ」
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　solia redimis Mew-幼きあなたに背を向けるXe pian ic yum vefa わたしの嘆きがxeqo dialen mis-la.天上を冥く覆いつくし




　X nec len mek iMew 泣き叫ぶあなたにcoola Xe pheno,振り返ることも叶わない




　Shie-la わたしのc/yubelflan-l-zar 悲哀が冷たき涙のabel rei r-via 雨となるのをphes Xe hire.許してください




「なによ、何なのよこの詠うたは…………っ」

　ますます輝きを増していく天上。もはや直視もできぬほどに眩まぶしい光の渦うずを見上げて、京花は頰ほおを伝う汗あせをぬぐい取った。

　──なんて冷たい寒気。

　恐きよう怖ふ？　いいえ、これは……畏い怖ふ。わたしが畏おそれているっていうの？

　透すきとおるような歌声に厳おごそかな旋せん律りつ。

　たった一人による無伴奏ア・カペラであるはずの詠。それが夜に響ひびきわたる警報サイレンを伴ばん奏そうとし、そして何千何万人という合唱のごとく響きわたる。















　世界に沁しみわたるその音色のなんと神こう々ごうしきことか。




　Ens, Ar dialen wision, けれど、さあ天上の輝きよAr milley nett 心の環よりphes Xe elenis corn,湧きたつ詠よ




　C/erch mihhiy, 幾千にも織りなすevoia valen tis 全ての意志に捧げるria elmei Ema.祈りの道となれ




「京花ちゃん！」

「奈々!?　どうしてここに!?　家に避ひ難なんしてなきゃダメじゃない！」

　後ろから走ってきたのはクラスメイトの少女だった。

　制圧機動隊も理装執行者シミユレーターも都市の各所で待機しているなか、相方の拒魔犬シエパードを連れてたった一人で公道を走ってくる一いつ般ぱん人の彼女。

　──特区条例第二十八条

　──緊きん急きゆうを報しらせる警報と同時に、全ての住民は指定避ひ難なん所じよか自宅へと避難する。

　これだけの天変地異で周囲が静まりかえっているのも、ＳＩＲＥＮサイレンにおけるバイオテスタ暴走の脅きよう威いを誰もが理解しているからこそだ。

　なのに、なぜ奈々だけが。

「あ、あの、あのね違うの、フィアちゃんが！　それであたしミソラを探して──」

「フィア？」

「え、えと、ミソラが見つけたバイオテスタの女の子で……」

　はぁはぁと肩かたで息を切らせながら、奈々。

「天使型バイオテスタの女の子なの。それが、あの光の真ん中に──」

「天使型ですって？」

　再び頭上をのぞきこむ。降りそそぐ逆光に遮さえぎられ、その中心部は理装執行者シミユレーターの強化視力をもってしても見通すことが難しい。

　……天使型バイオテスタ。たしかに珍めずらしいけど。

　……本当に？　たった一体のバイオテスタがここまで光を放出できるというの？

「とにかく待って奈々。いま動くのは危険すぎるから」

　何かが起きようとしている。

　理装執行者シミユレーターとしての勘かんが、京花に畏怖という名の警けい鐘しようを鳴らしている。

　その直後。




mehnes X ele いま約束のeyen Selah Uls. 庭へとわたしRis sia Phiola, は往こうqhaon ele, 全てのSelah pheno 飛び立つsia-s-orbie lecie.子供たちのために




　──『C/Ar ele Selah世界の傷跡よ』──




　光が弾はじけた。

　虹にじ色いろにも似た極ごく彩さい色しきの光が渦を巻きながら集束し、地上のはるか上空にて、ＳＩＲＥＮサイレン全域にも及およびかねない巨きよ大だいな光の円えん環かんを形成していく。

「光の……扉とびら……？」

　京花が口にできたのは、そんな短い単語フレーズだけ。

　緊きん張ちようと驚きよう愕がく、畏怖の感情がまざりあってカラカラに渇かわいた唇くちびると喉のどは、もはや掠かすれた吐と息いきがこぼれるだけ。隣となりの奈々もまったく同じ状じよう況きようだ。

　そして少女二人は目もく撃げきしてしまった。

　──星明かりのごとく点てん滅めつする光妖精。

　──輝かがやく鱗うろこに覆おおわれた、美しき純白の翼つばさをもつ銀ぎん竜りゆう。

　何千何万という数の高位幻げん獣じゆうたち。

　この世界においては伝説でしかない幻想生物たちが、フィオラミリスの生みだした光の円環を通って世界に顕けん現げんした瞬しゆん間かんを、目撃した。

「……うそ」

　こくんと息を吞のみこんで、京花は呆ぼう然ぜんと口にした。

　ＳＩＲＥＮサイレン全域ですら滅めつ多たに見ることのない竜型バイオテスタ。それが今、その翼でもって上空を埋うめつくしている。

　光妖精も同じだ。あれはまだ、最さい先せん端たん技術でようやく量産化のメドが立ったばかり。

　いや、そもそも──

「バイオテスタ……じゃ、ない？」

　まだ十歳にも満たない頃ころに「Ｎ因子」施せ術じゆつを受け、理装執行者シミユレーターとしての訓練を開始した。そして悲願のバイオテスタ鎮ちん圧あつ認証ライセンスを取得したのが去年のこと。

　そんな京花の経歴キヤリアが違い和わ感を訴うつたえている。頭上の幻想生物たちがバイオテスタであるという常識に対し、何かが違うと告げているのだ。

『ご、ご主人！　も、もう避難所に逃にげましょう。さすがの吾わが輩はいも、あんなものに襲おそわれたらご主人を守れるか自信がありません！』

　恐怖に尻しつ尾ぽを縮ませて奈々の足あし下もとにしがみつく拒魔犬シエパード。

「きょ、京花ちゃん……あ、あれ、……夢なのかな」

「……そうであってほしいわね」

　ふるえる拳こぶしを握にぎりしめ、京花はじっと上空を睨にらみつけた。

　──あれがバイオテスタであると仮定して。

　──それが一いつ斉せいに暴走して襲ってきたら、対たい抗こうする手段は……あるのだろうか。

　人じん智ちを超えた現象。

　奇き蹟せき？　それとも神秘？　京花にはわからない。わからないけれど悟さとったことがある。

　これは理じ装ぶ執ん行た者ちや制圧機動隊が対応できるレベルの事象を超えている。抗あらがう術すべなどない。人ヒ類トはもはや、この事態を静観するほかないのだと。

　京花だけでない。奈々も、この光景を目撃した全すべての人間がそう悟った。

　その一方で。

　少女二人は、そしてＳＩＲＥＮサイレンに暮らす全ての人間には知るよしもなかった。

　この圧あつ倒とう的な天の軍勢そして天変地異を前にして──

　たった一人、立ちむかった少年がいたことに。
















「オムニスの方程式を知ってるか？」







　吊つり橋の根元で──

　天上に開いた大いなる光の円環。その扉から生まれ、上空に浮ふ遊ゆうする何千何万体という純白の竜と光妖よう精せいたち。そして光の中心にいる天使の少女を見上げて。

「世界で一番偉い大だいな先生が、俺に教えてくれた方お程し式えだ」

『……お前は』

「知らないなら俺が教えてやる。四年前の先生にかわってな」

　そう宣言するのは、たった一人の少年だった。

　川に落ちて濡ぬれそぼった制服も乾かわかぬまま、走った衝しよう撃げきで左ひだり腕うでの傷から再び血が滲しみだしているにもかかわらず──

「フィオラミリス、お前たちが還かえる場所はそこじゃない」

　天使の真上に開いた厳かなる光の扉。

　並行世界への扉を指さして、ミソラは首を横にふってみせた。

『それは高位世界に還れという意味か？　アナスタシアに召しよう喚かんされる前に私が存在していた「約束の庭」に戻もどれと？』

「お前一人ならそれでも構わない。だけどな、お前は一人じゃない。一人じゃこの世界に存在することもできなくて、そうやってフィアの身体からだに頼たよらないとだめなんだ。そのフィアはな、あいつは……まだここにいたかったはずなんだ」

『意志には優ゆう劣れつが存在する』

　幾いく千せん幾万という幻想生物たちの出で迎むかえに応こたえるかのごとく、フィオラミリスがその美しき蒼そう碧へきの翼を拡ひろげてみせる。

『私の天命は「真の赤き実ネクのなる大樹サス」の完全消しよう滅めつ。その意義は、この世界の住人であるお前のあずかり知るところではない』

「じゃあフィアはどうなるんだよ！」

　白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪かみをした少女に向け、ミソラは叫さけんだ。

　その華きや奢しやな身体も愛らしい声も顔だちも──

　もとは全て、フィアという優やさしき少女に与あたえられたものだ。

「別世界に好き勝手移動してもお前は良いかもしれない。だけどフィアはどうなる！……フィアはな、嬉うれしいって言ってたぜ。初めてお母さんのこと知ってる人に会えたって喜んでた。こんなに誰だれかと話をするのも初めてで、楽しいって言ってた。それなのにお前は、お前の意志だけで好き勝手に世界を渡わたろうとする。またフィアが一人ぼっちになるのは、お前だってわかってるんだろ？」

『当然だ。この肉体が私のものでないことは承知している』

　自らの胸むな元もとに両手を添そえる天使。

『私とて、このバイオテスタにまったく情を抱いだいていないわけではない。この肉体に同居する唯ゆい一いつ無む二にの相方だ。フィアを狙ねらう者が現れた時、それを須すべからく排はい除じよしてきたのも私だ。出来うるかぎりでこのバイオテスタの身を守ってきた』

「それが一方通行の優しさだって言ってるんだよ！」

　天上に輝く扉を見上げながらミソラは続けた。

「今の言葉に、フィアの意志を汲くんでやった箇か所しよがあるか？　お前が守ってるのはフィアの身体だけだ。フィアの心じゃない！　同じ一つの身体に宿ってるっていうのに、なんで相方フイアの気持ちを無視してひた走ろうとするんだよ！」

『……わからないな』

　溜ため息いきにも似た息をつく彼女。

『なぜ貴様がそれほどこのバイオテスタにこだわる。天使という希少性？　それとも人間に似た外見による愛着か？　それとも──』

「オムニスの方程式」

『なに？』

「お前は何もわかっちゃいない。俺のことも、そしてフィアのこともだ！」

　はるか頭上で自分を見下ろす天使を見上げてミソラは叫んだ。

　何千何万という天の軍勢に囲まれながらも、たった一人の少年の発した叫びが、確かにＳＩＲＥＮサイレンの空を震ふるわせた。

「バイオテスタを助けるのに本気出して何が悪い！　なぜフィアにこだわるかって？　は、こだわっちゃいねえよ。ただ単に、帰る場所のないバイオテスタが俺の前にいた。そして寂さびしそうにしてた。ただそれだけだ」




〝わたし、こんなに優しくしてもらったの……初めてで〟

〝願っちゃいけないはずなのに……こんな日が一日でも続けばって……〟




　フィアは泣いていた。

　嬉しかったはずなのに。願わくばまだ自分やディーネ、奈々たちと一いつ緒しよにいたいと心の底から望んでいたはずなのに。

　そんな彼女が泣いていたのだ。もうここにはいられないと悟って。

「……見捨てられるかよ。そんなフィアを助けてやりたいと願って何が悪い！」

　自分が手をさしのべるのは──

　いつだってその理由だけだ。その理由だけで十分すぎる。

「俺は、俺にできる限りのことをやる。福音機関が狙ってるとか稀き少しような天使型バイオテスタだからとか何一つ関係ない。一人ぼっちのバイオテスタが寂しそうにしてたなら、いつだってどんな時だって等しく『＝イコール』で助けてやるさ。だから、俺の方程式に解けない解はない。いいか、それがどんな孤こ独どくで意地っ張りな解であってもだ」

『…………』

「俺がなに言ってるかわからないか？　いいか、一度しか言わないからよく聞いとけ」

　神性なる天使フイオラミリスに向かって、同時に、その内側に眠ねむる「もう一人フイア」にも届くよう──

　ミソラは声を嗄からして全力で叫んだ。

「俺は、お前たちのことだって助けてやるっつってんだよ！」




〝ねえミソラ。一人ぼっちの天使そのこを、どうか助けてあげて〟




　……助けるさ。でも先生、それは先生に言われたからじゃない。

　……これは間ま違ちがいなく俺自身の意志でだ。

　そして、助けるならばフィアだけでなくフィオラミリスも一緒だ。そうでなければ意味がない。そうでなければ結局はフィアも救われない。

　ようやくわかった。

　師アナスタシアが自分に託たくした「一人ぼっちの天使」とはフィアでもフィオラミリスでもなく、彼女たち二人のことだったのだ。

　なぜなら彼女たちは調和体ハイブリツド。

　二人で一いつ対ついの翼つばさであり、片かた翼よくとて欠けてはならないのだから。

『助ける？　私を？　理解しがたいな』

「今のお前にはそうだろうさ。俺だってまだお前が何をしたいのか正直よくわかっちゃいない。だけどな、お前が重たい使命だか責務に囚とらわれてるってのは四年前から知ってるんだよ。お前が一人で全部背負って何かしようとしてるっていうのはな！」

　フィオラミリスへ、ミソラは喉のどを嗄らして叫んだ。

「俺はフィアを孤独から救ってやりたいし、お前が一人で苦しんでるのも見たくない。やりたいことがあるなら俺が手伝ってやるし、先生を探したいっていうのならそれも手伝ってやる。だからフィアの意志を一方的に無視して勝手な行動をするのはやめろ」

『何も知らない人間が。私は私自身の使命と、そしてフィアを守るために──』

「まだ気づかないのかよ！　その一人よがりな行動が、お前とフィアを独りぼっちにさせてきた原因だろうが！」

『────ッ』

　虚こ空くうに浮うかぶ天使がわずかに身を退ひいた。

　見えぬ言霊ちからに圧されたかのように。

「とにかくお前は一度ひっこんでいろ。俺がフィアと話す。お前のこともちゃんと話してやる。これから先のことは二人で決められるようにだ」

『……話しても無む駄だだな』

　緋ひ色いろに輝かがやく天使の目が細く、そしていっそう強く光を放つ。

　重圧、いや威い圧あつというべきか。

『私の天命を阻そ害がいする因子であるならば──』

　対たい峙じするだけで畏おそれを感じずにはいられない存在感。バイオテスタにも幻げん獣じゆうにもない、圧あつ倒とう的な神性を湛たたえた本物の天使がそこにいた。

『排除する』

　光が、弾はじけた。

　フィオラミリスの翼。この世のあらゆる宝石も霞かすむ蒼碧の翼に光が集束し、圧縮され、物理的な超ちよう高熱の光子線フオトンと化して地上の全すべてを薙なぎはらう。

　吊り橋を支える鋼鉄の主しゆ塔とうを真っ二つに両断し──

　地上の電柱を数本まとめて切断し──

　その余波だけで地上の舗ほ装そう路をも容易たやすく融ゆう解かいさせる光の裁断。

『……っ』

　フィオラミリスの目がわずかに見開いた。

　直あ撃たらなかったのだ。

　天使の翼から撃うちだされた数十にも及およぶ光子線フオトンのことごとくが、たった一人の少年を薙ぎはらうどころか擦かすることさえなかった。

　大気中における光の速度、実に三○○○○○○○○メートル毎秒。

　現代物理学において観測される最速値。

　眩まぶしいと感じた時には、すでに全身に高熱の光の奔ほん流りゆうを浴びている。いや、浴びたことさえ気づかぬまま地に倒たおれているであろう回かい避ひ不能の天てん罰ばつ。それを──

『避よけた？』

「お前の発してる光は二種類ある。あと数秒気づくのが遅おくれたら避けれなかった」

　真っ二つに裁断された足あし下もとの舗装路。

　ほんの数センチ横を掠かすめていった光子線フオトンの痕あとを見下ろしながらミソラは応こたえた。

「その二種類ってのは、お前自身が出せる天使本来としての光。そして天使型バイオテスタであるフィアが出せる光の二種類だ」

『…………』

「お前の全身から出てる光は、たぶんお前の真上で輝いてる光の扉とびらと同系列なんだろ？　魔ま法ほうなのか奇き蹟せきなのか上う手まい表現がすぐには思いつかないけど、少なくともこっちの世界じゃ解かい析せきできない力だ。だけど──」

　天上に浮かぶ天使を見上げる。

「お前のその輝く六枚羽は違う。その羽は元々フィアが持ってたものだ。だとしたら、その羽が発してる二つ目の光は俺の知ってるバイオテスタ工学で解析できる」




〝わたしちょっと……ほかの天使型と違うみたいで。背中の羽も────〟

〝隠かくしてるんだ？〟




　一昨日おとといのフィアとディーネの会話のおかげだ。

　あの翼は天使型バイオテスタであるフィアに最初から備わっているもの。それを咄とつ嗟さに思いだした瞬しゆん間かん、ミソラは光の正体にたどりついた。

「測定不能なほど大規模な生物バイオ発ルミネ光ツセンス。それがお前のもう一つの光の正体だ」

　自然界ではホタルなどごく一部の生物にのみ見られる生化学反応。

　フィアがその翼の組織内に保有する発光素ルシフエリン。これが発光酵素ルシフエラーゼの触しよく媒ばい作用によってＡＴＰと反応、この化合物がさらに酸化反応の段階へと進むことで、極きわめて高いエネルギーを伴ともなう励れい起き状態へと移動する。

　この励起状態が再び基底状態へと戻もどるとき、ＡＴＰに由来する化学エネルギーが光エネルギーへと変へん換かんされ、幻げん想そう的な光が放出される。

　それが天使の生物バイオ発ルミネ光ツセンス。

「あとは光を集束させればいい。その輝く羽を湾わん曲きよくさせて凸とつレンズみたいに光を一点に集束させたのが、さっきの光子線フオトンの正体だ」

　光子線フオトンが撃ちだされた後には反応も防ぼう御ぎよも絶対不可能。ゆえにミソラが反応したのは光子線フオトンでなく、その前段階である生物バイオ発ルミネ光ツセンスそのものの輝きだ。

『それで？』

「だけどフィオラミリス、その光子線フオトンはフィア本来の力の使い方じゃないはずだ」

　生物バイオ発ルミネ光ツセンスにおいて放出されるのは熱を伴わないはずの『冷光』。

　その光が鋼鉄をも融解させる超高熱に至るまでに、いったいどれだけの発光量子エネルギーを必要とするだろう。攻こう撃げき用の能力としてはあまりにエネルギー効率が悪すぎる。

「なによりフィアにそぐわない。先生が、こんな暴力的な力をフィアに与あたえるはずないんだよ。応えろフィオラミリス！」

『そのとおりだ。この翼の発光は、本来の私が持つ旧約召しよう喚かんの力を補強する目的でアナスタシアが設計した。この世界で著いちじるしく制限される私の力を補うためにな』

　輝く羽を大きく拡げる金きん髪ぱつの少女。

　その額に浮かんだ小さな汗あせ。疲ひ労ろうしている。フィオラミリスを宿したフィアの身体からだが、発光反応による莫ばく大だいなエネルギー消費によって喘あえいでいるのだ。

『先の光の投射は、さしずめ邪じや魔ま者ものを追い払はらうための二次的利用といったところか』

「その代だい償しよう、高くついたんじゃないのか？」

　フィオラミリスの高度が落ちてきている。

　すでに今夜だけで光子線フオトンを三度使用している。一度目は制圧機動隊の拘こう束そくから脱だつ走そうした時。二度目が吊つり橋を真っ二つにした時。そして今が三回目。空を浮ふ遊ゆうするどころか、今すぐ地上に落下して倒れてもおかしくない疲労が蓄ちく積せきされているはず。

「あの光はもう撃てないはずだ」

『それがどうした？』

　フィオラミリスがその羽を大きく振りおろす。

　──轟ごうッ！

　竜たつ巻まきじみた暴風が、天上から一直線に地上へと吹ふき荒あれた。

「なっ!?」

　風を受け、紙くずのように吹き飛んでいく巨きよ大だいな鋼鉄の残ざん骸がいたち。

　制圧機動隊の大型装そう甲こう車がまるで抵てい抗こうできず横転。制圧機動隊の第三支部であるドーム型施し設せつの屋上では、太陽光発電のパネルがバラバラになって宙を舞まっていく。

　……台風どころじゃない、天変地異級の暴風だ。

　……ただ翼を打ち下ろしただけでこんな災さい厄やく事象を引き起こせるのか！

　重反応加速アクセルによって強化した筋力でもってかろうじて踏ふみとどまる。

　が、それで限界だ。前に進むどころか、前ぜん傾けい姿勢から一歩でも足を踏みだそうとした途と端たんに、はるか後方へと吹き飛ばされる。

「っ、くっ……さすが……！」

　バイオテスタの肉体に宿っているとはいえ、福音機関がこの世界に追っ手を向かわせるほど欲ほつする天使。その力はまさに神性と呼ばれるに相応ふさわしい。

　頭上の少女は、まさに人じん智ちを超こえた存在なのだ。

『光の裁断を避けられた以上、お前を相手にするのは面めん倒どうだな』

「っ！」

『往いけ』

　天使の宣告。その意味を理解するより先。

　ジッ……ジジッ…………

　放電にも似た音と気配が真後ろから聞こえてきたのは、その直後だった。

「光妖よう精せい!?」

　喩たとえるならば『光り輝く雲』だろう。全身に高熱を宿した無形の幻獣が音もなく忍しのび寄り、そして凄すさまじい勢いで背中に突とつ進しんを繰くりだしてきた。

　みしりと音を立てて悲鳴を上げる背骨。

「……ぐッ!?」

　接近してくる光妖精。その追撃を紙かみ一ひと重えでかわし、身体を独こ楽まのように回転させた勢いそのままに、ミソラは光妖精を殴なぐりつけた。

『────ッ！』

　全身を小刻みにふるわせた直後、光となって消えていく幻獣。

　だが、まだだ。ミソラがふり返った目の前で、見上げるほど雄お々おしい銀色の竜りゆうがまさに巨大な腕うでを振ふりあげたところだった。

　──受けとめて反撃？

　方程式オムニスの重反応加速アクセルで強化した腕わん力りよくなら、象の踏みつけだって耐たえられる。

　が、身体が咄嗟にとった行動は後方への回避だった。

　何かが砕くだける鈍にぶい音。たった今自分の立っていた舗装路に、深さ何メートルというすり鉢ばち状の陥かん没ぼつが生まれていた。

「……受けとめなくて正解か」

　竜型バイオテスタの暴走はⅠ級理装執行者シミユレーターですら容易には挑いどまない。その原存在モチーフである幻獣が弱いはずがない。ましてフィオラミリスが呼びだした幻獣ならば。

『──────ッ！』

　銀竜の咆ほう吼こうが、夜のＳＩＲＥＮサイレンを震ふるわせる。

　鼓こ膜まくをつんざく音の衝しよう撃げきに対し、ミソラは地面を蹴けって宙へと身を躍おどらせた。

　──同時にふり向く銀竜。

　肉体の限度ギリギリまで加速してもふりきれない、その恐おそるべき反応速度。

「上等だ」

　奥歯を嚙かみしめ、ミソラは虚空で壁かべを蹴りつけた。

　制圧機動隊の施設の壁。三角蹴りの要領で反動をつけて虚空をわたり、さらにその先にそびえ立つ電柱を蹴って斜ななめに跳ちよう躍やく。銀竜の真下へと滑すべりこむ。

　……効くのかどうかわからないけど。

　……俺にはコレしかないから。

　固く、固く、右の拳こぶしを握にぎりしめる。銀竜が自分に気づくより先に、ミソラは目の前の胴どう体たい部に対して全力で拳を振りぬいた。

『────』

　硬こう直ちよくする銀色の竜。

　それが一呼吸の後、光妖精と同じく眩しいほどの光を発しながら消えていく。

『……私の旧約召喚に干かん渉しよう？』

　わずかに眉まゆをつりあげるフィオラミリス。

　ネックザール同様、この現象だけは天使の知識にもないということか。

『いま何をした？』

「知らねぇよ。単に根こん性じようが足りないんじゃねえのか。バイオテスタのが断然頑がん丈じようだぜ」

『そうか。……まあいい、数を増やすだけのこと』

　フィオラミリスを中心にして上空を覆おおいつくす天の軍勢。何千何万という光妖精と銀竜が、敵意に満ちた瞳ひとみでこちらを見下ろしているのがわかる。

　……数が多すぎるとかそういうレベルですらない。

　……これ全部、フィオラミリスが一度に召喚した幻げん獣じゆうだっていうのか。

『憐あわれだな。アナスタシア、この男がお前の見いだした答えだというのなら──』

　大おお粒つぶの汗をうかべながらも天使の表情に揺ゆらぎはない。

『これが人間の限界か』

　真っ白い翼つばさを羽ばたかせる銀竜が、光り輝かがやく妖精が、空を埋うめつくす幻獣たちが次から次へと地上への急降下を開始する。

　──たった一人の少年目がけて。

　真っ先に迫せまってきたのは十体をこえる数の光妖精。耐たい火か繊せん維いの制服をも焦こがす高熱の幻獣が、自分を取り囲むように接近してくる。

「くっ！」

　ジッ……真横から迫った一体をかわし、通りすぎざまにその光り輝く身体を蹴りつける。相手が光に還かえっていくのを見届ける余よ裕ゆうもなく次の相手へ。

　四方から同時に迫る光妖精。

　そのわずかな包ほう囲い網もうの隙すき間まを全速力で駆かけぬけ、追撃をしかけようとするのを四連続、流れるような所作で殴おう打だを浴びせてはじき返す。

　だが呼吸する間もなく、続けざまに頭上から迫る巨大な質量。

　──やばいっ！

　迷わず身を投げだし、ミソラは砕けた舗ほ装そう路を転がりながら真後ろへ。

　直後。真上から落下してきた銀竜が、ミソラの立っていた舗装路に巨大な陥没を作りだし、その周囲のあらゆる一いつ切さいのものをなぎ倒たおしていた。

　先に倒した銀竜よりさらに巨大な個体。

　だが何よりの脅きよう威いは、はるか上空から、今なお数えきれないほどの銀竜が地上へと降り立っているという絶望的な事実だ。

　……こんな怪かい物ぶつじみた竜があと何千体と残ってる。

　……どうする？　どうすればこいつら突とつ破ぱしてフィオラミリスまでたどり着ける？

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆん。

　銀竜がその尾おを振り上げたのは、まさにそんな刹せつ那なだった。

「──しまっ……！」

　声は、潰つぶされた。

　斜め上からふりおろされた無む慈じ悲ひの一撃。咄とつ嗟さに両手で身をかばってなお、大木じみた質量の尾から繰りだされた衝撃で全身が激痛に冒おかされる。

　一瞬の昏こん倒とう。

　意識が戻もどった時には、尾に薙なぎはらわれるまま十数メートル以上も吹き飛ばされ、受け身すら取れずに地面に叩たたきつけられる自分がいた。

「…………っっ！」

　叩きつけられた後頭部が燃えるように熱い。

　そう感じた刹那、喉のどの奥から鮮せん血けつ混じりの胃液がこみ上げて、唇くちびるからあふれ出した。

　……身体が動かない。

　……全身打だ撲ぼくどころか右上腕わん骨こつ骨折、肋ろつ骨こつ粉ふん砕さい、内臓もどれだけダメージ受けたんだ。

『終わりだな』

　途と切ぎれかけた意識の深しん奥おうで。

　そう告げるフィオラミリスの声だけが、なぜか不思議なくらい鮮せん明めいで。

『そのまま眠ねむっていろ。お前ならば致ち死しにはおよぶまい』

　ぼんやりと濁にごった視界のなか。

　独り言のように呟つぶやく天使の表情は、まるで──

『……これでまた一つ、フィアに嫌きらわれる理由ができたな』

　唇を嚙みしめるその姿は、まるで泣きそうになるのを必死に堪こらえているかのようで。

　そう感じた瞬間。

　ミソラは──

「……嫌われる、だ？　それを止めたい……から……俺がここに来たんだろうが！」

　左ひだり腕うでに嵌はめた制御環アクセスキーを、全力で真後ろの壁めがけて叩きつけた。




　Omnis:オムニス Xi Dia ris nes Selah 汝、天より流るる涙。zarabel, 傷いやすcealis mis, 乙女。oris habes Phiola.かたちなき天使の片翼よ




　千々の欠片かけらとなって砕け散るガラス。中心部の真空管を失った金属環が、音を立てて地に落下する。

「処理係数『無限界』。全ての解をもって世界を『＝（連結）イコール』する」

　光が生まれた。

　ミソラの足あし下もとを中心に、極ごく彩さい色しきに輝く光の円えん環かん。

　その正体は、光り輝く極小の文字が無数に連なることで環わを成したもの。

　神秘的に輝く文字が光の円環となって虚こ空くうへと浮うかびあがっていく光景は、もしも間近で見れば、奈々や京花のような学生クラスメイトでも認にん識しきできたことだろう。

　だが──

　ミソラの足下に生まれた光の円環が、天上に浮かぶ大いなる世界の扉とびらと酷こく似じしていることに気づいたのは、その場にいた天使フイオラミリスただ一人だけだった。

『旧約召喚の世界門!?　なぜお前が私と同じ力を────』

「……四年前は十八秒が限界だった。今は二十七秒。それ以上は俺がぶっ倒れる」

　膝ひざを震わせながら立ち上がる。

　口の中に感じる血の塊かたまりを吐はき捨てて。

「待ってろフィオラミリス、それにフィア」

　天上から降下し続ける無数の幻獣たち。さらに今も目の前に立ちはだかっている巨きよ大だいな銀竜と光妖精を睨にらみつけてミソラは宣言した。

「その二十七秒でこいつら全部突破して、お前たちにたどりつく！」

　バイオテスタ『方程式オムニス』。

　それは自らがあらゆる方程式を満たす理想の触しよく媒ばいであり、その真価はミソラの指定するあらゆる方程式を掌しよう握あく、無限大に加速させることにある。

　轟ごうッ！

　立ち上がった少年に対し、再び打ち下ろされる銀竜の尾。

　その直線上にあるコンクリート製の塀へいも自動車も何もかも破は壊かいし薙ぎはらう破壊の衝しよう撃げき。それを、ミソラは避よけることもしなかった。

　──ただ真正面から殴なぐり返す。

　響ひびきわたる破は裂れつ音。竜りゆうの尾でもミソラの拳でもなく、乾かわいた音を立てて破裂したのは大気そのものだった。

　大気を伝って拡張する衝撃波。その衝撃の波を浴びた銀竜の巨体が浮き、真後ろにいた光妖よう精せいも巻きこんで後方へ吹ふき飛ぶや、そのまま光に包まれて消えていく。

「あと、二十五秒……」

　舗装路に自分の足がめりこむほどに踏ふみしめて、そして蹴りつける。

　そして──

　その二十五秒で起きた現象を理解できたのは、天上から一部始終を見ていたフィオラミリスただ一人だけだったことだろう。

　方程式オムニスによる重反応加速アクセルの無限界行使。

　そして実行されるＡＴＰの無む尽じん蔵ぞう生成、筋組織の増強。

　さらに全神経系の刺し激げき伝導速度さえ無限の加速にいたった時、全感覚器から脳への外界情報、そして脳からもたらされる命令伝達時間は限りなく「零ゼロ」に近づいていく。

　無限のＡＴＰ生成と、限りなく零まで圧縮された神経伝導時間ロスタイム。

　これがもたらすものは、すなわち理論上無限の加速疾しつ走そうだ。

　消失する少年の姿。地上に降りたった幻げん獣じゆうたちが「消えた」と認識するより先、ミソラは無数の幻想生物たちの間を駆けぬけていた。

　そして、それだけではない。

『っ、消えていく……？』

　フィオラミリスの見下ろす地上で、ミソラの触ふれた幻獣たちが一瞬の余よ韻いんを残して光となって次々と消えていく。

『干渉？　いや違ちがう。幻獣に干渉する能力でなく、召喚に干渉する能力でもない。世界を連結する傷きず跡あとそのものを閉じることで幻獣を送そう還かんしているのか？』

　フィオラミリスが見つめるのはミソラの足下に生まれた光の円環だ。

　──極小の輝く文字で形成された光の環。

　その光に触れた幻獣が、光に包まれて還っていく。

『ネクサス事象で生まれた世界の傷跡を「癒いやす」ことで、結果として全すべての召喚を初期化する。私の能力にさえ比ひ肩けんしうる力……アナスタシア、これがお前の答えなのか！　お前が……人間とバイオテスタに見いだした可能性であると！』

　天使の声にかつてない感情がまじる。

　それは紛まぎれもなく、驚きよう愕がくという名の衝撃だった。

『ミソラ──っ！』

「知らねぇよ。そんな訳のわかんない力、俺は一言だって先生から聞いてない」

　消えていく無数の幻獣たち。

　……俺が知ってるのはたった一つ。

　……方程式オムニスが、もともと俺には過ぎたバイオテスタだってことだけだ。

　だからこその制御環アクセスキー。その制せい御ぎよを解放することで完全覚かく醒せいした方程式に対して、自分ミソラが主あるじであることを認識させる鍵かぎが、師アナスタシアから教わったさっきの讃さん美び歌かのような一行詩だ。




〝さよならミソラ。あなたに大いなる祈りと讃美歌が、そして愛いとしい出会いが──〟




　解読不能の言語で綴つづられた一行詩。それがフィオラミリスの言う旧約召喚にあたるのかはわからないし、この場で確かめたいとも思わない。

「先生が俺に頼たのんだんだ。お前とフィアのことを託たくしてくれた」

『──知った真ま似ねを！』

　天使の激げつ昂こうに応じて、場の幻獣すべてが動いた。

　空中に残っていたものは地上へ。すでに地上に降りたっていたものは一いつ斉せいにこちらへと向かってくる。天が震ふるえ、地が鳴動に戦おののくほどの圧あつ倒とう的な光の軍勢。

　……これが最後の重反応加速アクセル。

　……頼む、保もってくれ。彼女のところにたどりつくまで！

「フィア、お前の居場所はここにある！　お前は一人ぼっちなんかじゃない！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、ミソラは足を踏みだした。

　疾走。

　音速を超こえ、大気の壁かべをも突つきやぶる速度に到とう達たつしてなお加速は止まらない。あるいはもはや次元の壁をも突破して瞬間転移にすら達していたかもわからない。

　──それが自分の肉体を崩ほう壊かいさせることと同義だったとしても。

　限界まで駆かけぬけた。

　否いな、限界をこえて疾走を続けた。

　止まらない。立ちはだかる銀竜の尾をかわし、その四し肢しの間を駆けぬけ、跳ちよう躍やくし、その背中に跳とび乗って背中から翼つばさの間を一気にかけぬける。

　視界を覆おおいつくす光妖精。

　何百、何千体という超ちよう密度の幻獣群。そのわずかな隙すき間まを見いだし、ミソラは竜の背中から飛びおりた。

　──止まってる余よ裕ゆうなんてない。

　光妖精の超高熱を浴びることを覚かく悟ごで、数センチの隙間に無理やり身体からだをねじこんで駆けぬける。それは炎ほのおの海を走りぬけるようなもの。制服が燃え上がって炭化し、その熱を浴びて髪かみと頰ほおとが激しく焼けつくのを感じる。

「……っ痛つうっ！」

　さらに前後左右を取りかこむ銀竜の爪つめを避けきれずに被ひ弾だん。アスファルトの壁すら紙切れのように破壊する巨腕を背に受けて意識が一いつ瞬しゆん立ち消える。

　──だが、それでも少年は止まらなかった。

　ほぼ無意識ながらも拳をふりあげて、追撃の尾おを逆に打ちすえる。その一撃で消えていく銀竜たち。はるか後方の無数の光妖精たちもそうだ。

　ミソラが触れたもの。

　ミソラの足下で輝かがやく光の環に触れた幻獣たちが連鎖的に消しよう滅めつしていく。

　まず一体が光の環に包まれて逆召喚。その光に触れた周囲の四体が同じく光の環に覆われて消滅、さらにその光に触れた十六体が消えていくといった具合にだ。

　16体の送還が64体の送還を誘いざない、さらに64体の消滅が２５６体の送還を発動させる。

　進化の分岐えだわかれを示す系統樹さながらの超ちよう連れん鎖さ的干かん渉しよう。

　フィオラミリスの言葉を借りるなら、世界連結で生まれた世界の傷跡が消滅することで、結果的に幻獣たちもまた本も来との世界に還かえっていく。

「……っ……」

　少年がその場に膝をつく。

　方程式オムニスの処理係数『無限界』による肉体限界。

　重反応加速アクセルによって生成される無限の運動エネルギーに対し、ヒトの骨格と筋線せん維いがその負ふ荷かに耐たえきることができなくなった瞬間だった。

　それが二十七秒。

　全身の筋線維がボロボロに千切れ、骨が軋きしみ、意識がみるみる霞かすんでいく。

　だがそれでも、少年が膝をついたその地上において。




　天を埋うめつくしていた光の幻獣たちは、一体残らず光となって消えていた。




　フィオラミリスが頭上を見つめる。

　煌こう々こうと輝いていた光の扉とびら。並行世界へと続く世界の傷跡が、徐じよ々じよにその光度を落としていき、そして最終的には消滅した。

「まあ……そうだよな」

　もはや自分の身を支えることもできず、ミソラは最寄りの壁に背を預けた。

「あの竜も妖精も高位な幻獣だろうけど戦せん闘とう特化ってわけじゃないんだろ。光の扉をこじ開けるのにずっと力を割さいてた。それが俺にとっては不幸中の幸いだった」

　天使フィオラミリスほどの存在が通過するための大いなる世界の扉。

　こじ開けたところで、それを開き続けるには相応の代価が必要となる。それを支えていたのが何千何万体という光妖精であり銀竜だったのだろう。

「そうでなきゃあんな大群を召喚する必要なんてないはずだからな」

　ゆえに、支える力を失った光の扉もまた消えていった。

『……そうだな』

　残されたのは、地上に降りたった天使フィオラミリスのみ。

　そんな彼女が突とつ然ぜんに──

『見事だ』

「っ？」

『私が、こんな言葉を人間に使うのはお前が二人目だ。──見事だった』

　拡ひろげていた翼を折りたたんでそう言った。

　美しい緋ひ色いろの瞳ひとみに、幽かすかながらも、けれどたしかな讃さん辞じの感情をにじませて。

『四万六千七百八十九体。お前が送還した幻獣の数だ。この先、永遠にこの数字が破られることはあるまい。アナスタシアがお前をもって後こう継けいと称しようした理由も納なつ得とくいった。おヒ前トと方程式バイオテスタが織りなす抗あらがい、この私が見入る程度には美しかった』

「…………」

『だが、それでもお前は私に届かない』

　ＳＩＲＥＮサイレンに、天使の清せい廉れんなる声がはるか彼方かなたまで沁しみていく。

『もはや意識を保つこともままなるまい？　人間の脆ぜい弱じやくな身体で、あのような反応も疾走も本来なら望むことすら許されぬ領域。無理をこえた無む謀ぼうを続けた代だい償しようだ。お前の身体はもう壊こわれている』

「それはお互たがい様だ……」

　大きく肩かたを上下させながらミソラは応こたえた。

　──地上に降り立った天使。

　フィオラミリスもまた消しよう耗もうしきっている。あれだけの数の幻獣を召しよう喚かんし、三み度たびにわたる強力な光子線フオトンの放射だ。天使としてもバイオテスタとしても限界に達している。

「お前だって、俺と同じで立ってるのがやっとなんじゃないのか？」

　沈ちん黙もくする天使。

　その静せい寂じやくが、彼女の消耗を何より明白に告げている。

『だとして、それがどうなるという？』

　額に大おお粒つぶの汗あせをにじませた天使。

　言こと葉ば遣づかいもたどたどしく、呼吸のために胸が大きく上下していることもわかる。

『お前の方程式オムニスは、世界連結の傷跡を「癒す」。つまり幻獣の通り道を閉じることで幻獣を送還させていることになる。だが、それは私に意味をなさない』

「それはどうしてだ？」

『私という存在は、既すでにこのバイオテスタの内側にある』

　天使が自らの胸むな元もとに手をあてる。

『お前の力が神性幻想種に届きうるものだとしても、私をフィアから取り除くことはできない。私がここに在るかぎり、私は何度でも浮ふ上じようする。ゆえにお前の力では──』

「いいんだよ」

『なに？』

「俺が怒おこってるのは、お前がフィアの意志を無視して突つっ走ぱしった挙げ句、フィアを独りにするような真似をしたからだ。……本当はフィアのこと心配で仕方ないんだろ。お前さっき、またフィアのこと悲しませるって泣きそうだったじゃねえか」

『────ッッ!?』

　フィオラミリスが目をみひらく。

　動どう揺ようを隠かくせない緋色の瞳の奥底に、ミソラは、フィアという少女の面おも影かげを確かに見た。

「とにかくフィアと替かわれ。俺は、まだフィアに……」

　壁から身を起こす。全身の筋線維が千切れた激痛に意識が途と切ぎれそうになるのを堪こらえ、一歩また一歩、目の前に立つ金きん髪ぱつの少女へと近づいていく。

『替わる？　それを私が認めると思うか』

　翼を拡げて身構えるフィオラミリス。

　そんな彼女に、少年はただ無言で足を進めた。言葉をかけたくないわけではない。もはや口を開く体力すら残っていなかった。

「…………」

『お前こそ自分の現状がわかっているのか？　それ以上動けば、死ぬぞ？　そんな身体で何ができる。拳一つ握る力も残っていないだろうに』

「……そうだな」

　もはや指先はおろか肘ひじから先の感覚すら残っていない。

　足の感覚も同様だ。足先が地面についてるのか離はなれているのかも定さだかでない。このまま彼女に挑いどんだところで返り討うちにあうことも自分が一番よくわかっている。

『お前はよくやった。だが諦あきらめろ。もう幾いくばくの力も残っていまい』

「……そうだな。正直……パンチ一発の力もないさ…………」

　胸の内からこぼれる無意識の微び苦く笑しよう。

　全すべてを尽つくし、全てを消耗しつくした少年に残された、それが最後の──

「もう……立ってるのも……限界っぽい……し、な……」

　そしてくずおれる。

　フィオラミリスを目前に倒たおれこみながら、それでもミソラは手を伸のばして。




　孤独ひとりぼつちの天使を引きよせて、力いっぱい抱だきしめていた。




『なっ!?』

　それが敵意であったら容よう赦しやなく反はん撃げきしていただろう。ふりかざされたのが拳であったら、その手を粉々に打ち砕くだく気で構えていた。だが……















　だからこそフィオラミリスは反応できなかった。

　抱きしめられる。

　そんなことは、彼女が存在してから初めての経験だったから。

　──輝く光に包まれる天使。

　──世界の傷きず跡あとを癒いやす方程式オムニスの淡あわい光に包まれて。

　そして。

『…………悔くやしいな』

　何かを懐なつかしむような表情でそう口にする天使。

　その表情には、いままで彼女が固く固く心の内に閉とざして見せなかった微笑があった。

『フィアを守るのは……私の役目のはずだったのに……このザマか……』

「────」

『これでは、天使失格だ……。なあ、そうは思わないか。ミ────』

　なかばで消えた言葉。

　全てを言いきることなく、天使は再びバイオテスタの内側に沈しずんでいった。




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　第三衛星都市内・第９区画。

　制圧機動隊の第三支部であるドーム型の施し設せつをはるかに望む公道で──

「……帰き還かん命令。時間切れか」

　並行世界の追つい跡せき者はそう吐はき捨てた。

　福音機関イスカリオテ、青の第三相ネックザール。

　傍かたわらに水精霊ウンデイーネ、そして巨きよ大だいな狼おおかみの姿をした真しん獣じゆう『大氷狼フエンリル』を従えた巡じゆん礼れい戦せん闘とう者。その息は荒あれ、身にまとうコートも無数の銃じゆう弾だんを受けて大きく破損している。

「名残なごり惜おしいなレイベルト、貴様との勝負もまさに酣たけなわだっただけに」

「あいにく報ほう酬しゆうの出ない仕事は好きじゃない」

　左手の銃で大氷狼フエンリルに、さらに右手の銃でネックザールに狙ねらいをつけるⅠ級理装執行者シミユレーター。

　彼の手もまた痛々しい凍とう傷しように見み舞まわれ、さらにその肩口、大氷狼フエンリルによって切り裂さかれた傷口からは今も鮮せん血けつがしたたり落ちている。

　──両者共に少なからぬ負傷。

　──が、その気力は今なお全身に強く満ちあふれている。

「あり得ない。まさか本当にフィオラミリスを止めたというのか……」

　大いなる光の扉の消しよう滅めつを見上げるネックザール。

「レイベルト、あの方程式オムニスとは何だ？　あんなバイオテスタ、原存在モチーフにあたる幻げん獣じゆうに覚えがない。ＳＩＲＥＮサイレンの創つくりだした完全なる創造物オリジナルだとでもいうのか」

「さあな」

「白を切るつもりなら──」

「いいや事実だ。俺だけでなくＳＩＲＥＮサイレンの誰だれ一人ひとりとして、ミソラの方程式オムニスの正体はおろか製造方法すら見当もついていない」

　さらにいえば、ミソラ本人すら方程式オムニスの全てを理解しているわけではないだろう。その全容を知るのはアナスタシアただ一人。

「……俺は、本来ならその疑問まで解消してから帰還する予定だった。そのために真獣の使し役えき認証まで済ませたというのに」

　第三世界とされる高位幻げん想そう世界にのみ棲まう幻想生物で、特定の触しよく媒ばいと特定の召しよう喚かん儀ぎ礼れいでのみ召喚者の呼び声に応えるとされる伝説の獣けもの。

　──その大氷狼フエンリルが光に包まれて消滅していく。

　最後まで傍らに控ひかえていた水精霊ウンデイーネもまた、一礼して還かえっていく。

　残されたのは、その拍ひよう子しに残った小さな光の扉ただ一つ。

「この扉だ……この世界と我々の世界とをつなぐ世界の傷跡。ネクサス事象によって起きた世界連結の象しよう徴ちようたるもの」

　それを、ネックザールは瞬まばたきもせず見つめていた。

「ネクサス事象を制せい御ぎよするただ一体の神性幻想種、天使フィオラミリス。必ず手に入れる。中セ央ン統ト合ラ樹ルの『封ふう印いん者』たちにそう伝えておけ」

　そして消えていく。世界間をつなぐ世界の傷跡が光の粒りゆう子しとなり、その余波を浴びたネックザールもまた福音機関の拠きよ点てんたる並行世界へと帰還していく。

　それを見届けて。

「……始まりか」

　レイベルトは、溜ため息いきとともに両手の銃をコートの内側に収めた。

　──福音機関と天使フィオラミリス、そしてＳＩＲＥＮサイレンの中セ央ン統ト合ラ樹ル。

　──数多あまたの思おも惑わくがうずまく、二つの並行世界を巡めぐる対立の始まり。

　今後のことを考えるだけで頭が重くなる。しかし今もっとも優先すべきは。

「カフェインが切れた。缶かんコーヒーのブラックを要求する」

　誰だれにともなくそう呟つぶやいて、レイベルトは小さく頭をふったのだった。






　エピローグ　「どうかあなたに愛いとしい出会いが──」







　目覚めたそこは、少女にとって見覚えのない場所だった。

　おぼろげな視界のなか。

　淡い色味の天てん井じようがまず目に映った。視線を下に落とせば、金属パイプ製の簡易ベッドと真っ白い洗いたてのシーツとタオルケット。

　そこに自分が寝ねかされている理由がわからないのだろう。

　タオルケットにくるまった姿で、金髪の少女がしきりに辺りを見回す。

「……ここは」

「学園研究機関アカデミーの保健室。俺が自分の教室の次によく来る、ていうか運びこまれる場所」

　間かん髪はつ入れずに答える声。

　その声の方にふりむいて、少女が大きく目を見開いた。

「ミソラさん!?」

「そろそろ起きるかなって思ってた」

　光の差しこむ窓まど際ぎわによりかかった姿勢から身を起こし、ミソラはうなずいてみせた。

「あの騒さわぎの後だったからな。制圧機動隊が出入りするような病院は目立つだろうし、それでどうするか悩なやんだ挙げ句にこっち運んできた」

「……それが保健室ここ？」

「ああ、さっきまで校医の先生もいたんだけど。その女ひ性と、培ばい養よう学を教える教授も兼けん任にんしててさ。ひとしきり診しん断だん終わったら俺にあと任せたとか言って講義に行った」

　二人きり。

　少年と、ベッドに仰あお向むけに寝た少女。

「…………っ」

　自分だけが寝たままということに躊躇ためらいを覚えたのだろう。金髪の少女が身体からだを震ふるわせながらも上半身を起き上がらせる。

「おい、まだ寝てた方が」

「……へ、へいき、です。これくら────」

　ベッドから床ゆかに降り立って、自分の足で自重を支えようとして。

　それが限界だった。

「………ぁ…………」

　小さな悲鳴とともに少女がくずおれた。

　彼女が床に倒れこむ。その間際で、ミソラは彼女を抱だき支えていた。

「立ちくらみか？」

「…………」

「だから無理するなって言っただろ」

　再びベッドに寝かせようとする。けれど彼女は、自分の手にしがみついて決してベッドに向かおうとはしなかった。

「フィア？」

「わたし、またミソラさんに謝らなくちゃいけないですね……」

　震える足で。

　自分を支えることもできないほど衰すい弱じやくしながら、それでも自分の腕うでにしがみついて、彼女はじっとこちらの目を見上げていた。

　──大きく濡ぬれた蒼あおの瞳ひとみで。

「もう……ごめんなさいじゃ済まないですよね」

　くずおれる彼女を抱きかかえた時だろう。制服の上から自分の腕に触ふれた。

　その瞬しゆん間かん、彼女は気づいてしまったのだ。

　──全身包帯とギプス固定。

　──制服の内側に刻まれた、痛々しいほどに傷ついたミソラの身体。

　見えずとも、感じる。

　制服の下にある包帯の厚みと、ギプスの硬かたい感かん触しよく。

「これフィオラのせいですよね。わたしの身体を使ってフィオラがつけた傷……」

「……フィオラって」

「フィオラミリス。お母さんがフィオラって呼んでました。それでわたしも彼女のこと、そう呼ぶようになって……」

　フィアがきゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。

　何かを堪こらえるように。

　片手でこちらの腕に摑つかまって、もう片方の手を自身の胸むな元もとにあてながら。

「……本当は……ほんの少し残ってたんです」

「意識、か？」

　無言でうなずく少女。

　それはミソラとて予想していないわけではない。

　制圧機動隊に拘こう束そくされたフィアが発したという「だめ！」という言葉自体、フィア自身がフィオラミリスの存在を理解していないと出てこないものだ。

「夢」

　しがみつく少女の手が震えていた。

「怖こわい夢を見たのは覚えてるけど、どんな内容だったかは覚えてない時ってありますか？　わたしにとって、フィオラが出た後はいつもそういう感覚で……」

　一呼吸。

　大きく肩かたを上下させて、フィアがゆっくりと息を吐はきだした。

「でもわたし……本当は、心のどこかで安心してたのかもしれません」

「フィオラミリスに？」

「どんな怖い人に捕つかまってもフィオラミリスが助けてくれるって。だから大だい丈じよう夫ぶだって。……でも、だけどっ！」

　少女の心を支えていた最後の心の糸が切れた瞬間。

　大きく揺ゆれる瞳から、光に輝かがやくしずくが一気にあふれ出した。

「ごめんなさい！　わたしのせいで……たくさんの人が傷ついて、それに、それにミソラさんまでこんな目に！」

「フィアのせいじゃない」

「違ちがいます！　わたしのせいじゃなくたって、フィオラがしたことは結局わたしの──」

「俺が暴走バイオテスタを一体鎮ちん圧あつした。それだけの話だ」

「…………え？」

「俺の声、聞こえなかったか？」




〝お前の居場所はここにある！　お前は一人ぼっちなんかじゃない！〟




「ＳＩＲＥＮここじゃ新型バイオテスタの暴走なんて当たり前なんだよ。それを鎮しずめて、また人間と一いつ緒しよに暮らせるようにするのもな」

　制圧機動隊も理装執行者シミユレーターも、すべてはその理念のために生まれたものだ。

　バイオテスタを鎮圧するのは人間を守るためだけではない。そのバイオテスタ自身が、再び人間の世界に戻もどれるために鎮めるのだ。

　ＳＩＲＥＮサイレンとは、そのための研究特区でもあるのだから。

「で……でもフィオラミリスは……バイオテスタじゃ……」

「アイツを含ふくめて『お前』なんだろ？」

「っ！」

「だからここにいていい。フィアも、フィオラミリスも。二人一緒に」

「……わたしも、フィオラも……」

　その言葉を嚙みしめるように口にする天使型バイオテスタ。けれどその瞳には、いまだ拭ぬぐいきれぬ憂うれいの感情が色いろ濃こく残っていて。

「でも、もしフィオラがまた暴れたら、今度こそ取り返しのつかないことに……」

「暴れない」

「……それは、どうしてですか」

　反感から生まれた言葉ではない。むしろ誰よりそれを望んでいるからこその、心の叫さけびがそのまま声となって生まれた問いかけなのだろう。

「教えてミソラ……どうして……」

　涙なみだであふれかえった瞳ですがるように見つめてくる少女。

　だから少年は──

「俺がここにいる」

　たった一言、口にした。

「もうアイツは暴れない。お前を守ってやれる人間を見つけた＝イコールアイツが戦う必要はなくなった。誰でもわかる簡単な方程式だろ？」

　方程式の解はすでにある。

　戦いの最後の瞬間、天使が見せたあの微び笑しようこそ何にも勝まさる最高の解こたえだったから。

「…………」

「だろ？」

「……あ、ぁ……っ……」

　腕にしがみついていたフィアが、言葉にならない嗚お咽えつとともにその手を離はなす。

　よろめきながら、ふらつきながらも自分の足でその場に立って。

　そして。




「ありがとう。わたし……ミソラと一緒にいたいよ……！」




　バイオテスタの少女は、人間の少年に力いっぱい抱きついた。

　個体名フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　──『天使種（希少度Ａ）』

　その情報が正式にＳＩＲＥＮサイレンに登録されたのは、それから三時間後のことになる。






　あとがき







　竜ドラゴンや妖精フエアリー、水精霊ウンデイーネに有翼馬ペガサス。

　そんなお伽とぎ話ばなしでの空想上の生物が、次世代生命工学によって現実の生命として生みだされ、次バ世イ代オ新テ生ス物タとして生きる世界。

　舞ぶ台たいは、次世代生物工学の最さい先せん端たん研究エリア『ＳＩＲＥＮサイレン』。

　その学生である少年ミソラがそこで巡めぐりあったのは、ある事情からその身を狙ねらわれ、逃のがれてきた天使型バイオテスタの少女だった。

　ＳＩＲＥＮサイレンでも幻まぼろしとされる天使型バイオテスタ。

　そんな少女を守るうち、少年もまた大いなる運命の流れに導かれ……




　本作『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン─次世代新生物統合研究特区─』、いかがでしたでしょうか。

　初めまして、著者の細さざ音ね啓けいと申します。

　こうして無事新作を刊行できてほっとしていると同時に、自分にとって完全新作というのは実に五年ぶりで、今これを書いていてもドキドキしています。このあとがきを書く前からも本当に緊きん張ちようの連続で、もう何日眠ねむれない日々を過ごしたことか……

　と、そんな緊張がありつつも──

　本作の構想そのものは何年もかけて温めていたこともあり、生命（生物）学についても昔から蓄ちく積せきしていた知識をもとに、執しつ筆ぴつに際してあらためて最新の生物学を調べなおすという作業も含ふくめ、最初から最後まで楽しく書かせていただきました。

　なるべく面白そうな生物学の要素を織りこみながら、それと同時に、どこか幻フ想シ的ギな雰ふん囲い気きも一いつ緒しよに調和した世界観……そんな物語にしたいというのを今回の目標に、今日からまた頑がん張ばっていければと思います。

　……さて、話題は変わって、この本の制作にあたってのお礼を。

　今回の新作に関して多大なご指導・ご助力を頂いた編集Ｈ様、そして美び麗れいなイラストで本作を彩いろどってくださった蒼あお崎ざき律りつ先生。完成版のフィアが本当に可愛らしくて、物語を進める上でも大きなインスピレーションとなりました！

　そして何より、拙せつ書しよを手にとってくださった貴方あなた。

　本当にありがとうございます。この巻を出発点として物語も世界観も盛りあげていきたいと思いますので、どうか応おう援えんして頂ければ幸いです。




　◆次巻予告

　フィアとの同居生活を始めたミソラ。

　そんな中、一体の奇き妙みようなバイオテスタが大陸側からＳＩＲＥＮサイレンへと『逆輸入』される情報がミソラのもとへと入ってくる。

　原因不明の暴走をくり返すバイオテスタ『暴イ君ド』。その正体は、いまだ中セ央ン統ト合ラ樹ルが禁きん忌きとして情報遮しや断だんしている重大な秘密を隠かくした禁断の獣けものだった。

　知られざる中セ央ン統ト合ラ樹ルの思おも惑わくとＳＩＲＥＮサイレンの秘密。

　そして巡りあうミソラと暴イ君ド、そしてフィア。その邂かい逅こうの先に待つものは──




　２０１４年６月20日『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン２』、刊行予定。




　再来月の刊行ということで、かなり近い刊行を予定しています。一巻に引き続き頑張りますので、願わくば、どうかまた第２巻でお会いできますように。




　２０１４年３月　まだまだ冷たい風の吹ふく夜に
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